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午前９時２５分 委員会開会 

○委員長（清水  寛） それでは、時間、定刻より

早いんですけども、皆さんおそろいですので、ただ

いまから建設経済委員会を開会いたします。 

 改めまして、皆さん、おはようございます。 

 昨日は、３連休ということの最終日、敬老の日と

いうことではありましたけども、台風到来というこ

とで対応された職員の皆さんは、本当にご苦労さま

でした。 

 また、私自身も建設経済委員長として災害対策本

部が立ち上がったら詰めなければならないという

ことで、枕元に防災服とか玄関先にはヘルメットと

か長靴とか用意しながらどきどきしてたんですけ

ども、結局スマホを片手に寝落ちしている状態でし

た。 

 今日は、そういう意味では、委員の皆さんもちょ

っと気になる部分もあると思います。ですので、今

回の台風について何か報告ができるようなことが

それぞれございましたら、簡単にご説明を、また説

明いただいた後に付け加えていただけたらと思い

ます。 

 また、本日の委員会に当たりまして、日高振興局

地域振興課の上野参事、それから上下水道部下水道

課の堀田参事の欠席について申出があり、許可をい

たしておりますので、ご了承願います。 

 それでは、協議事項に入っていきたいと思います。 

 まず、付託・分担案件の審査についてです。 

 一般会計に関する予算及び決算関係議案につき

ましては、予算決算委員会に付託され、当委員会は

建設経済分科会として担当部分の審査を分担する

ことになっています。したがいまして、議事の進行

は、委員会と分科会を適宜切り替えて行いますので、

ご協力をお願いいたします。 

 これより、協議事項１番、付託・分担案件の審査

に入ります。 

 審査につきましては、お手元に配付しております

審査日程表のとおり、議案審査の順序を入れ替え、

本日は令和３年度各会計歳入歳出決算の認定を中

心に説明、質疑、討論、表決及び委員会意見、要望

の取りまとめまでを行います。 

 明日２１日に、その他の議案の説明、質疑、討論

及び表決を行った後、委員会意見、要望の取りまと

めを行うことにいたしたいと思います。これにご異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定いたしました。 

 なお、当局の説明は、基本的には部単位で組織順

としますが、スムーズに進行いたしたいので、審査

日程表のとおり、午前の工程を一部変更しておりま

す。 

 午前は、まず農業委員会の説明、質疑を行い、農

業委員会の退席後、各振興局、城崎温泉課の説明、

質疑、環境経済部の説明、質疑を行います。午後は、

コウノトリ共生部、都市整備部、上下水道部の順に

部ごとに説明及び質疑を行いたいと思います。 

 今回の各会計決算認定の説明は、新規事業、前年

度から大きな変更のあった事業及び主要事業等を

主として説明いただくよう当局に依頼しておりま

すので、ご了承願います。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、答弁に当た

りましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔明瞭に

行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協力をお

願いいたします。 

 また、委員会中の発言につきましては、必ず委員

長の指名を受けてからマイクを使用して発言いた

だきますよう、改めてご注意をお願いいたします。 

 ここで委員会を暫時休憩いたします。 

午前９時２７分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時２８分 分科会開会 

○分科会長（清水  寛） ただいまから建設経済分

科会を開会いたします。 

 それでは、第８３号議案、令和３年度豊岡市一般

会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたし

ます。 

 第８３号議案中、当分科会に審査を分担されまし

たのは、所管事項に係る歳入歳出決算書、実質収支
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に関する調書、財産に関する調書等についてであり

ます。 

 説明は、所管に係る歳出、歳入、最後に財産調書

の順でお願いいたします。 

 なお、必要に応じて資料のページ番号をお知らせ

ください。 

 それでは、まず農業委員会から説明をお願いしま

す。 

 安藤局長。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） おはようござ

います。 

 それでは、第８３号議案、令和３年度豊岡市一般

会計歳入歳出決算の認定について、農業委員会所管

分について説明いたします。 

 決算書の２５２、２５３ページをご覧ください。

最下段でございます。農業委員会費、人件費、委員

報酬でございます。 

 ２５５ページをご覧ください。農業委員１８名、

農地利用最適化推進委員２５名に昨年度と同額の

月額報酬をお支払いしたものでございます。（「ち

ょっと待って」と呼ぶ者あり）ごめんなさい、２５

５ページ、私、間違ったページ言ってましたか。

（「オーケーです」と呼ぶ者あり）大丈夫ですか。

決算書の２５５ですが……（発言する者あり） 

○分科会長（清水  寛） 少々お待ちください。 

 大丈夫です。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） 失礼いたしま

す。それでは、２５５ページをお開きください。農

業委員１８名、農地利用最適化推進委員２５名に昨

年度と同額の月額報酬をお支払いしたものでござ

います。このページの１６行目の農業委員会費につ

いてでございます。事務局の運営費でございます。

前年度に比べて２７万円程度の減額となっており

ます。減額要因といたしまして、委員任期２年目で

あり、１年目に購入した委員に対する事務用品、作

業着等の購入がなかったことが考えられます。 

 その下の農業者年金事務費でございます。前年度

と比べ３，８１４円の微増でございます。農業者年

金の推進に係る事務経費でございます。 

 以上が歳出でございます。 

 次に、歳入についてご説明いたします。 

 ３２、３３ページをご覧ください。３３ページの

備考欄の下から４枠目の一番上、農業証明手数料に

ついてでございます。そのうち５万４，０００円が

農業委員会に係るものでございます。昨年度と比べ

１万３，８００円の増額となっており、耕作証明、

非農地証明等の交付に係る証明手数料でございま

す。 

 ４６、４７ページをご覧ください。一番下の枠の

３行目で、農業委員会交付金でございます。昨年度

と比べ２万円の減額となっております。職員の人件

費に充当しております。 

 １ページめくっていただき、４８、４９ページを

ご覧ください。一番上の機構集積支援事業費補助金

についてでございます。前年度と比べ７万２，００

０円の増額となっております。本委員会で運用して

います農家台帳システムの運用等に従事する会計

年度任用職員の報酬に充当しております。 

 １１行目の農地利用最適化交付金についてでご

ざいます。前年度と比べ１２万１，０００円の減額

となっております。農地利用最適化推進委員の報酬

に充当しております。 

 その下の国有農地等管理処分事業事務取扱交付

金についてでございます。こちらは、前年度と比べ

３万円の減額でございます。国有農地の管理業務に

対して交付を受けております。主な事務内容といた

しましては、竹野地域に主に所在します国有農地の

使用料の徴収事務を行うことに対して交付を受け

ております。 

 ６６、６７ページをご覧ください。雑入でござい

ます。備考欄、一番下の枠です。広告料、農業委員

会だより掲載分です。前年度と比べ２万円の増額で

す。こちらは６件掲載した結果でございます。 

 １ページめくっていただき、６９ページをご覧く

ださい。真ん中辺りの農業普及活動事務費でござい

ます。前年度と比べ１万２００円の減額です。これ

は全国農業新聞取扱事務費等として歳入しており

ます。その９行下の農業者年金事務でございます。
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農業者年金基金からの受託業務に係る委託金でご

ざいます。前年度比８万円増額しております。推進

活動経費等の増加によるものです。 

 以上で農業委員会事務局の説明を終わります。よ

ろしくお願いいたします。 

○分科会長（清水  寛） 説明が終わりました。 

 質疑ありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 農業委員会っていうのはどう

いう役割なんかなと思ってちょっと見たら、例えば、

うちの村で熊が出たとか猿が出たとか、そういうの

は違うということみたいでして、放棄地、もう田ん

ぼしなくなった放棄地の管理とか、そういうことを

主にやるんかなというふうに認識してるんですけ

ど、それが増えることはないでしょうけど、その変

遷をつかんどんなるんかなと。そういうところの放

棄地、草がぼうぼうに生えて、ああいうところの対

策とか、そういうことを考えられてる部署なんかな

というふうに思ってるんですけど、よろしいですか。 

○分科会長（清水  寛） 安藤局長。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） 今のご質問な

んですが、遊休農地、耕作放棄地を遊休農地という

ふうに捉えておりまして、年々やはり増加はしてお

ります。その対策といたしまして、農業委員と、そ

れから農地利用最適化推進委員で年に一度、また、

日々の活動の中で農地パトロールを行っておりま

して、所有者、それから耕作者等の意向調査をしな

がら対策を行ってるところでございます。 

 また、山裾にございます農地で既に林野化してる

ようなものについては、非農地判断を行いまして所

有者のほうにその非農地判断はどうかというふう

な意向を確認した上で、農地から例えば原野であっ

たりとか、そちらのほうに地目変更を行うような推

進をしておると。推進と言ったらおかしいですね、

進めておるというふうなことでございます。 

 ですので、先ほど冒頭で申し上げましたように、

遊休農地というのは、やはり高齢化が進んでおりま

して、年々少しずつ増えてはいっております。それ

を抑制しているのが委員活動の一つとして行って

るというふうなことでございます。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） うちの村なんかでも、本当に

そういう荒れ地というのがちょこちょこあります。

何とかならんかいなと、そういう声を聞きます。ま

た僕も勉強しますけど、お疲れさまです。今後とも

よろしくお願いします。以上です。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 なお、第８３号議案、令和３年度豊岡市一般会計

歳入歳出決算の認定については、討論、表決につい

ては、各担当課の説明、質疑が全て終局した後、す

なわち本日最後の上下水道部の説明、質疑が終了し

た後に行いますので、ご了承願います。 

 それでは、安藤局長については退席していただい

て結構です。ご苦労さまでした。 

 続きまして、第８３号議案について、各振興局、

城崎温泉課の説明をお願いします。 

 説明は、所管に係る歳出、歳入、最後に財産調書

の順でお願いします。 

 質疑は、全体の説明が終わった後に一括して行い

ます。 

 それでは、城崎振興局、城崎温泉課、竹野振興局、

日高振興局、出石振興局、但東振興局の順に説明を

願います。 

 まず最初、城崎振興局地域振興課、橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） よろし

くお願いいたします。 

 それでは、歳出から説明させていただきます。 

 決算書１０９ページをご覧ください。備考欄で説

明させていただきます。 

 一番下の枠、地域おこし協力隊推進事業費でござ

います。その中に、城崎振興局分としまして、地域

おこし協力隊として活動しております麦わら細工

伝承ということで活動している隊員の１名分が含
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まれておりまして、金額は４２４万７，９８４円で

ございます。 

 次に、１２９ページをご覧ください。上の枠、下

のほうにございます城崎振興局プロジェクト事業

費でございます。その中に、業務委託料、街路樹整

備業務１６６万３，２００円は、大谿川沿いの柳、

桜並木が老木化等により樹生が衰退し、枯死が発生

しており、倒木や落枝等の危険性があるため、害虫

防除、あと、土壌改良、また、植え替え等を実施し

ております。その分になります。 

 次に、その下、補修工事費、太鼓橋等３４９万３

００円は、城崎温泉の景観を形成する重要な要素で

あります大谿川に架かる太鼓橋とパラペットがご

ざいまして、その設置から経年劣化が見られるため、

風情に配慮しながら表面の美装化工事を計画的に

実施しております。４つの太鼓橋につきましては既

にこの美装化を終えておりまして、昨年度はパラペ

ットの美装化を行いました。 

 次に、２９７ページをご覧ください。中段より少

し下、城崎観光施設管理費の整備工事費、御所の湯

ポケットパーク３５２万６，６００円は、このポケ

ットパークの池底にヘドロが堆積しておりまして、

異臭等の問題が生じましたため、適切な保守管理が

行えるように、池底にコンクリートを打ち、水の循

環を行うように対策いたしました。 

 また、その下、補修工事、電気設備１２７万６，

０００円……（「ページ数」と呼ぶ者あり）同じペ

ージになります。 

○分科会長（清水  寛） ちょっとページ数、もう

一回お願いします。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） ２９７

ページ。ごめんなさい。もう一遍説明します。（「も

う一遍」と呼ぶ者あり） 

 ２９７ページ、失礼しました、中段より少し下、

城崎観光施設管理費の整備工事費、御所の湯ポケッ

トパーク３５２万６，６００円は、ポケットパーク

の池底にヘドロが堆積し異臭等の問題が生じまし

たため、適切な保守管理が行えるよう、池底にコン

クリートを打ち、水の循環を行うように対策を行い

ました。同じページで、その下、修繕工事、電気設

備１２７万６，０００円は、温泉交流センターさと

の湯の高圧受電設備で、関西電気保安協会の点検に

基づきまして、経年劣化した部品の交換を行ったも

のです。 

 次に、３１１ページをご覧ください。一番下の枠、

雪害対策事業費です。下から４行目、設置工事費、

消雪整備４４２万７，６００円は、城崎町……（「ペ

ージ数、もう一回」と呼ぶ者あり）３１１ページ…

…（「ないですね」と呼ぶ者あり）ごめんなさい。

３１３ページですね、失礼しました。すみません、

３１３ページの一番下の枠の雪害対策事業費です。

下から４行目、設置工事費、消雪設備４４２万７，

６００円は、城崎町楽々浦地区に整備している消雪

設備の改修で、水源からの供給水量が減少していた

ため、新たな水源を確保する必要が生じ、昨年度と

本年度の２か年計画で水源の整備をしてるもので

ございます。 

 歳出につきましては以上となります。 

 次に、歳入の説明をさせていただきます。 

 ８１ページをご覧ください。一番上の枠、上から

３行目、地域振興事業債、太鼓橋３４０万円は、先

ほど説明させていただきましたパラペットを美装

化したものになります。 

 同じページ、下から３つ目の枠、観光施設整備事

業費、御所の湯ポケットパーク３５０万円は、これ

も先ほど説明させていただきました御所の湯ポケ

ットパークの池を改修したものとなります。すみま

せん、ページ数誤りまして申し訳ございませんでし

た。 

 城崎振地域振興課からは以上となります。 

○分科会長（清水  寛） では、続いて、城崎温泉

課、山田課長。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） どうぞよろしくお願

いいたします。 

 ２８０ページ、２８１ページをお開きください。

よろしいでしょうか。私からご説明させていただき

ますのは、２８１ページの備考欄の上のほうにあり

ます上から８行目辺り、城崎町湯島財産区特別会計
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繰出金でございます。３，０００万円を繰り出して

おります。これは泉源の管理等を行う経費として執

行したものでございます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続きまして、竹野振興局

地域振興課、平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） それでは、

歳出から説明させていただきます。 

 １０３ページをご覧ください。備考欄、中ほどよ

り少し下の基金管理費、仲田光成記念基金積立金３

１万３，０００円のうち、１万３，０００円が竹野

振興局分です。 

 続いて、１０９ページをご覧ください。一番下の

囲み、地域おこし協力隊推進事業費には、竹野地域

内で活動した４名の活動費が含まれております。 

 続いて、１３１ページをご覧ください。上の囲み

の中段辺りの事業は、竹野振興局プロジェクト事業

費です。消耗品費１８万３，４９４円は、仲田光成

作品貸出事業に伴う搬送費の消耗品です。その下、

修繕料３００万３，５００円は、各地区からの要望、

緊急性から振興局管内の道路水路等を修繕したも

のです。 

 事業委託料９１万４，８４８円は、竹野地域移住

促進事業に係る委託料です。 

 最後の竹野焼杉板景観保全事業補助金７万円は、

竹野駅から竹野浜間を対象地域として家屋の外壁

に焼き杉板を使用することに対して、材料費の３分

の１、上限２０万円を補助したものです。 

 続いて、２９３ページをご覧ください。中ほどよ

り少し下の竹野北前館管理費は、北前館管理に関す

る経費で、排煙窓、誘導灯修理などの修繕料と指定

管理料が主なものです。 

 続いて、その下、竹野川湊館管理費は、川湊館に

関する経費で、仲田光成記念の展示室としての貯蔵

室の改修工事費と指定管理料が主なものです。 

 歳出の説明は以上です。 

 続きまして、歳入について説明させていただきま

す。 

 ５１ページをご覧ください。備考欄の一番下の囲

み、県支出金、ひょうご地域創生交付金のうち竹野

振興局分として、竹野地域移住促進事業の４５万７，

０００円が含まれております。 

 続いて、６３ページをご覧ください。上から３つ

目の囲み、仲田光成記念基金繰入金１０万９，３０

０円は、竹野川湊館に展示、保管する仲田作品の維

持管理のための費用の一部を基金から繰り入れた

ものです。 

 続いて、６９ページをご覧ください。備考欄、中

ほどより少し上、事務取扱手数料の２行目、仲田光

成氏作品貸付事務手数料の１万９，８００円は、仲

田光成氏の作品の貸出しの際に頂く手数料です。 

 続いて、８１ページをご覧ください。備考欄の下

から２つ目の囲みの下から２行目、竹野川湊館１，

０８０万円は、観光施設整備事業債として竹野川湊

館整備事業の分です。 

 続いて、８５ページをご覧ください。下から３つ

目の囲み過疎対策事業債のうち、竹野振興局分とし

て、竹野振興局プロジェクト事業の地域情報発信事

業、それと、竹野川湊館管理事業、竹野北前館管理

事業の３事業１，２７０万円が含まれております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、日高振興局地域

振興課、吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） よろし

くお願いします。 

 まず、歳出について説明いたします。 

 １０９ページをご覧ください。下段の地域おこし

協力隊推進事業費のうち、４５８万２，６２４円が

日高振興局分で、１人の隊員の活動費用です。 

 次に、１３３ページをご覧ください。下段の日高

振興局プロジェクト事業費の報償金は、道の駅の機

能強化検討に係る専門家への謝礼と、日高地域の先

輩に学ぶ事業の講師への謝礼です。その下の費用弁

償は、道の駅の機能強化検討に係る専門家への旅費

です。その下の修繕料は、区内の道路や水路等の補

修を対象とした区内環境改良事業で、１４か所実施

しました。その下の整備工事費と、その下の繰越明

許分の整備工事費は、道の駅「神鍋高原」の隣に整

備されるホテル誘致のための支援策として、上下水



 6 

道管敷設工事と地上式消火栓設置工事等の分です。 

 次に、１４３ページをご覧ください。中段の電源

立地地域対策交付金事業費は、電源立地地域対策交

付金を財源として、栃本地区の水路補修工事を実施

しています。 

 次に、２８３ページをご覧ください。上から５行

目の神鍋地域事業者支援給付金は、昨年１月に出さ

れた緊急事態宣言に伴い創設された国の一時支援

金の給付対象とならない神鍋地域の宿泊業などを

対象としたもので、申請のあった事業者１件に給付

しています。 

 次に、２８９ページをご覧ください。下から１０

行目の神鍋地域自然学校受入れ支援事業費は、市内

の小学校が実施する自然学校を神鍋地域に誘致す

るためのもので、日高神鍋観光協会を通じて受け入

れた宿泊事業者に補助支援しました。 

 次に、２９５ページをご覧ください。上から５行

目の神鍋温泉ゆとろぎ管理費の修繕料は、受水槽の

補修工事等の分です。その下の道の駅「神鍋高原」

管理費の修繕料は、高圧受電設備の塗装修繕等の分

です。その下の湯の原温泉オートキャンプ場管理費

の修繕料は、高圧受電設備の修繕料等の分です。そ

の下の神鍋高原キャンプ場管理費の修繕料は、管理

棟ウッドデッキの修繕の分です。 

 次に、２９７ページをご覧ください。上段の観光

施設管理費の光熱水費のうち、１０万４，８１３円

が日高振興局分で、神鍋高原キャンプ場入り口公衆

便所等の観光トイレの管理費です。 

 次に、２９９ページをご覧ください。上段の日高

観光施設管理費の維持管理料は、清滝溶岩流遊歩道

整備の委託として、桜・清流の郷きよたきに１２万

４００円支払ったものです。 

 次に、３０５ページをご覧ください。下段の排水

機樋門管理費の消耗品費のうち７，０００円が日高

振興局分です。 

 次に、３０９ページをご覧ください。中段より下

の道路橋梁管理費のそれぞれの費目において日高

振興局分が含まれています。 

 次に、３１７ページをご覧ください。下段の河川

総務費の河川公園管理のうち１４５万８，０００円

と、その下の樹木管理のうち４０万円が日高振興局

分で、国府桜づつみの管理経費です。 

 次に、３２３ページをご覧ください。上段より少

し下のＷｅぷらざ管理費の修繕料は、西口の街路灯

修繕等の分です。 

 次に、３２７ページをご覧ください。上段の日高

駐車場管理費の修繕料は、駐車場精算機のテント屋

根修繕等の分です。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入について説明いたします。 

 ２９ページをご覧ください。中段より少し下の日

高農林産物加工研修所が日高振興局分です。同じペ

ージ少し下の温泉使用料の神鍋温泉が日高振興局

分です。 

 次に、３１ページをご覧ください。上段の駐車場

使用料の江原駅周辺駐車場が日高振興局分です。 

 次に、４３ページをご覧ください。下段の電源立

地地域対策事業費交付金が日高振興局分です。 

 次に、５５ページをご覧ください。上段より少し

下の土地貸付収入のうち５万７，４６６円が日高振

興局分です。 

 歳入は以上になりますが、最後に５９９ページを

ご覧ください。有価証券の日高振興公社の株式２，

０００万円分を保有しております。全部の発行株式

は３，６００万円で変わっておりません。 

 以上で日高振興局分の説明を終わります。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、出石振興局地域

振興課、川﨑参事。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） それで

は、歳出のほうから説明をさせていただきます。 

 １０９ページをご覧ください。それぞれ備考欄で

ご説明させていただきます。 

 一番下の枠の１行目にあります地域おこし協力

隊事業費です。出石振興局分は２，７５５万７，２

９４円で、出石地域で受け入れています６名の協力

隊の活動費でございます。 

 続きまして、１３５ページをご覧ください。下か

ら９行目にあります出石振興局プロジェクト事業
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でございます。３９２万２１円を支出しております。

主なものとして、下から２行目の修繕料につきまし

ては、道路、水路等の区内環境整備事業としまして

３３８万２，６１０円を支出しております。その他

としまして、コロナ感染拡大防止のため、お城まつ

りを中止しました代わりに実施しました出石伝承

事業として、中学生による槍振りを行いました経費

４６万９，４３１円を支出しております。 

 次の１３７ページの中ほどにあります交通環境

改善計画策定支援事業１８９万８，６００円は、新

型コロナ感染症拡大防止の影響により調査着手が

遅れ、年度内に完了ができなかったため繰越しを行

ったものでございます。 

 次に、２９７ページをご覧ください。一番上の行

です。出石観光施設管理費です。出石振興局分は３

２２万２，９７５円支出しております。出石地域市

営観光トイレ４か所分の清掃などの管理費でござ

います。 

 次に、２９９ページをご覧ください。上から１０

行目にあります出石観光施設管理費です。１４６万

１０７円を支出しております。主なものとしまして

は、出石庁舎の広場や公園の樹木の枯れ枝など危険

な枝の伐採や剪定を今回行った費用でございます。 

 続きまして、３２７ページをご覧ください。一番

上の枠、中ほどにあります出石駐車場管理費です。

１，５３６万１，４８３円支出しております。主に

維持管理委託料で、出石地域市営駐車場３か所の管

理運営業務の委託料と、その下は交通誘導員業務で、

５月、８月、１１月の繁忙期の交通渋滞解消のため

のものでございます。 

 次に、４２１ページをご覧ください。土地取得費

です。７，７８４万２，８４２円のうち、出石振興

局分は２，２８２万８，０５０円になります。内容

につきましては、株式会社キリンジで、グランピン

グ施設用地のため追加で有償貸付けをするための

ものと、福住防災公園の周辺の土地を土地開発基金

から買い戻したものでございます。 

 歳出は以上でございます。 

 続きまして、歳入です。２９ページをご覧くださ

い。下から３つ目の枠にあります温泉使用料です。

３つ目の出石温泉が出石振興局分でございます。 

 次に、３１ページになります。上から２枠目、２

行目になります駐車場使用料です。出石振興局分は、

出石西の丸駐車場、出石庁舎南側駐車場、出石鉄砲

駐車場で、合わせて１，５２５万４００円になりま

す。 

 次に、５５ページをご覧ください。上から６枠目

になります土地貸付収入でございます。出石振興局

分は１５２万６，９９０円で、グランピング施設用

地としまして株式会社キリンジさんへ貸付けをし

たものでございます。 

 次に、財産についてです。５９４、５９５ページ

をご覧ください。普通財産、土地に関する調書のそ

の他の欄の中ほどにあります健康保養公園です。土

地取得費の部分で先ほどご説明させていただきま

したものと同じになりますが、株式会社キリンジへ

グランピング施設用地のための、追加で有償貸付け

したものの土地を買い戻したものでございます。 

 出石振興局からは以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 但東振興局地域振興課、

小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） よろし

くお願いいたします。 

 但東振興局地域振興関係の主な歳出についてご

説明いたします。 

 それでは、１０５ページ、上から８行目をご覧く

ださい。財産管理費、修繕料のうち、１７万５，０

１０円が但東振興局分で、たんたん温泉福寿の湯の

トイレの温水洗浄便座及び集熱パネルの修繕費で

す。なお、積雪により破損したたんたん温泉福寿の

湯の集熱パネルの共済金として、令和４年度に全国

市有物件災害共済会から１０万５，７４０円の歳入

がありました。 

 １０９ページ、３枠１行目をご覧ください。地域

おこし協力隊推進事業費のうち７５４万４，２５２

円が但東振興局分で、但東地域隊員２人分の費用で

す。１人は、たんたん温泉がある坂野区を拠点に主

に就学前親子を対象とした活動を行っております。
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もう一人は、国登録有形文化財大石家住宅を活用し

た移住促進事業、地域資源、地域の魅力をＳＮＳ等

で発信を行っております。 

 １３９ページ、中ほどをご覧ください。但東振興

局プロジェクト事業費は、若い世帯を中心とした移

住促進や交流人口拡大など、但東地域で暮らす魅力

を高めていくための取組を行っています。移住促進

住宅の運営事業では、現在１０戸の住宅を管理して

います。企業や商工会等への募集チラシの配布、募

集ポスターの掲示、市ホームページ等により入居者

の募集を行い、年度末時点で赤野移住促進住宅の３

戸が空室でした。ちなみに、現在は満室です。また、

教育民泊推進事業として、旅館業法により簡易宿泊

営業許可取得申請に伴う改修費や証紙代として１

件分の補助を行っております。 

 ２７１ページ、中ほどをご覧ください。但東そば

乾燥調製貯蔵施設管理費の修繕料２３３万２，００

０円は、太陽乾燥機部品や風選別機などの設備修繕

料です。 

 ２７３ページ、下から１２行目をご覧ください。

治山事業費の投資委託料１，３９０万２，９００円

は、シルク温泉やまびこの山腹崩壊の復旧のため、

進入路のり面及び施設東側及び南側のり面におい

て調査、測量、設計業務を実施し、対策工法を検討

したものです。 

 ２９５ページ、中ほどをご覧ください。但東シル

ク温泉やまびこ管理費は、自動火災報知機設置及び

空調設備の更新のための設計監理委託料９９万円、

整備工事費７８１万２，２００円を支出しました。

土地購入費では、土地開発基金が保有していた土地

の買戻し費として１，９８２万９，１２９円を支出

しております。なお、買戻しの財源は、豊岡市土地

開発公社の清算金を充てています。 

 ２９９ページ、中ほどをご覧ください。但東観光

施設管理費は、たんとうチューリップまつりの開催

に要する経費として、たんとうチューリップまつり

実行委員会に４００万円の補助をしております。 

 ３０１ページ、中ほどより少し上をご覧ください。

但東シルク温泉やまびこ管理費繰越明許分の補修

工事費１，０７５万２，５００円は、浴室の天井改

修に要した経費です。改修工事には一定期間の休業

を必要とするため、コロナ禍による来訪者が激減し

ている時期に施工することにより、経営面でのリス

クの軽減を図ることができると考え、予算専決し、

改修したものです。 

 次に、主な歳入についてご説明いたします。 

 ３１ページ、中ほどより少し上をご覧ください。

移住促進住宅使用料は、但東地域への移住促進策の

一環として、１０戸から成る中山向町及び赤野移住

促進住宅を設置して管理しており、１８９万３，５

００円の住宅使用料がありました。 

 続きまして、７５ページ、上から１０行目をご覧

ください。移住促進住宅共益費は、先ほどの移住促

進住宅の共益費の１２万４，０９５円です。さらに、

同ページ、中ほどをご覧ください。市有物件配分金

及び共済金のうち３２万６，１００円が但東振興局

分で、積雪被害によるたんたん温泉福寿の湯及び豊

岡市立但東地域活性化センターの共済金です。 

 続きまして、７９ページ、中ほどより少し下をご

覧ください。豊岡市土地開発公社清算金のうち１，

９８２万円は、但東シルク温泉やまびこの土地買戻

しの財源に充てております。 

 続きまして、８１ページ、中ほどより少し下をご

覧ください。治山事業債の林地崩壊対策事業のうち

１，３９０万円が但東振興局分で、シルク温泉やま

びこの山腹崩壊の復旧のための調査、測量、設計業

務分です。同ページ、２枠下をご覧ください。観光

施設整備事業債の但東シルク温泉やまびこ５９０

万円は、空調設備の更新のための設計監理委託料及

び整備工事費分です。 

 続きまして、財産です。５８８、５８９ページ、

下から４行目をご覧ください。土地開発基金が保有

していた但東シルク温泉やまびこの土地を買い戻

した土地の増加面積分です。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

 須山委員。 
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○委員（須山 泰一） 地域おこし協力隊のことにつ

いて、今、但東からは２人どういうことをされてる

か具体的な説明があったんですけど、ほかのところ

で、例えば日高は１人って言われたような気がしま

すし、出石は４人って言われたような気がします。

どういうところにおられるんか。 

○分科会長（清水  寛） 吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 日高振

興局においては、地域おこし協力隊の方は隊員１名

ということでご説明させていただきました。受入先

が日高地区のコミュニティきらめき日高で受け入

れていただいて、空き家や空き店舗を活用したまち

の活性化ですとか、文化芸術活動によるまちづくり

の推進だとか、そういったものを主に業務を担って

いただいておりまして、実は今年の５月までの任期

で終了してしまっております。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 川﨑参事。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 出石振

興局のほうは６名の地域おこし協力隊を受け入れ

ていました。１名の方は、観光の関係で出石のこと

をＰＲしていただいておりました。あと２名の方が

出石焼で、あと３名の方が杞柳細工ということで、

出石地域の伝承ということで活動していただいて

います。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） じゃあ、城崎とか竹野で分か

れば教えていただきたい。 

○分科会長（清水  寛） 橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 先ほど

昨年度分としまして１名分、麦わら細工の伝承とい

うことで説明させていただきました。今年度４月か

らはもう１名同じ業務のほうで入っておられます

のと、今年度５月から城崎一つの旅館プロジェクト

としまして、株式会社湯のまち城崎、ＮＰＯ法人本

と温泉、城崎温泉観光協会、その３つのほうで業務

を一連して関連づけて城崎のまちを興していこう

という、観光で起こしていこうという、そちらの業

務のほうで１人活動していただいております。以上

となります。 

○分科会長（清水  寛） 平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） ４名と申

し上げましたけども、２名の方は昨年の７月と８月

に、６月と７月いっぱいでもう任期を満了された方

です。お一人は三原のほうで農業をなりわいとした

生活スタイルをしておられました。もう一人の方は、

二連原のほうで……。すみません、１名の方が二連

原のほうで農業のほうをしておられました。もう１

名の方が三原で地域資源を活用した特産品づくり

をしておられました。お二人とも定住されておりま

す。あと２人が令和３年度新規ということで、お一

人は１年間、４月からで、コミュニティナースとし

て竹野地区わいわいみ・な・みに受け入れられてお

られます。もう一人の方は５月から入っておられま

して、川湊再生プロジェクト事業の推進、展開によ

るなりわいの確立ということで受け入れられてお

ります。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） 城崎の分の繰入金、湯島財産

区かな、繰入金ですが、ちょっと件数を覚えてない

けど、何ページでしたかいな、何ぼでした。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） ２８１です。 

○委員（石田  清） ２８１ページ。金額は。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） ３，０００万円です。 

○委員（石田  清） ３００万円。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） ３，０００万円。繰

出金ですね。 

○委員（石田  清） ええ、繰出金。入湯税、ほか

の町も入ってると思うんですけども、入湯税が予算

で６，１００万円ぐらいだったと思う。それよりち

ょっと余計入ってますけども、その差はどういう形

で処理されておられるんでしょう。結局、繰入金の

ルール、それをちょっと聞いておきたいんですが。 

○分科会長（清水  寛） 山田課長。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） 入湯税、豊岡市のほ
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うに決算で六千数百万円おっしゃるとおりの額が

入ってると思います。ここコロナで２年ぐらいです

か、大分少なくなっておりますけども、その中で総

額がどうであろうとも、この３，０００万円という

額が合併のときの協定で決まっておる額で、固定の

額で推移しております。ですので、差額というとこ

ろに関しましては、こちらのほうでちょっとお答え

することができない状態でございます。以上です。

よろしいでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） お答えすることがない、最後

何って言われましたか。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） すみません、ご質問

の意図なんですけども、その六千数百万円、入湯税

の総額と、この繰出金の３，０００万円の差額の意

味というようなことをご質問いただいたのかなと

思いますが。 

○委員（石田  清） はい。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） これにつきましては、

３，０００万円の繰出金の額が固定されているとい

うところが合併協定で決まっておりますというと

ころのみでございまして、財政のほうで入湯税のほ

うの総額からこの財産区への繰出金３，０００万円

を差し引いた額の振り分けというのを財政部局の

ほうで決めてるのかなというふうに私は理解して

おりますが、そこら辺りは、ちょっとすみません、

担当課レベルではお答えしかねるというところで

ございます。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） 前に、消火栓っていうか、防

火水槽なんかを造るのに直接もう一般会計から使

っているんだというようなことがあったんですが、

それと、財産区のほうで外湯なんかを整備して、そ

の償還金をどうするかっていうような話もあった

と思うんですけども、何かご存じないですか。 

○分科会長（清水  寛） はい。 

○城崎振興局長（植田 教夫） 財産区が所管してい

る分については３，０００万円ということで、３，

０００万円については泉源の管理、涵養というふう

なもので頂いてると。残余の分につきましては、そ

ういった消防の関係とか、それから生活環境とか、

そういう地域の整備のほうに使われているという

ふうなことは存じておりますけども、どういった使

い道でされてるかっていうことについては、城崎振

興局では把握していないという状況でございます。

以上です。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） ほかの温泉を持っておられる

ところもそうだと思うんですけども、入湯税払って

るのかな、入湯税取られてます、取ってない。（「取

ってないです」と呼ぶ者あり）取ってない。だから

ほとんど城崎の分だと思いますけども、その入湯税、

もともと目的税ですので、財政のほうは目的税じゃ

ないっていうような感覚もあるんでしょうけども、

その差額っていうのはきちっと精査をしていなけ

れば、城崎のほうとしてもちょっと首をかしげるの

かなというふうに思うんですけども、もう少しどう

いう形の使われ方をされているのかっていうこと

は考えられておいたほうが、整理されといたほうが

いいんじゃないかなというご意見。 

 それと、また別の話です。但東のほうなんですけ

ども、さっき温泉使用料がすごく少ないですね、但

東。何ページでしたか。（「２９ページ」と呼ぶ者

あり）ちょっと待ってくださいよ。２９ページ、シ

ルク温泉７，８５０円という、ほかは何百万の単位

なんですけども、７，８５０円っていうのは、先ほ

ど何か改修工事の期間があったみたいなこともあ

るんでしょうけど、それにしても何か少ないなとい

う感じがするんですけども、どういうことなんでし

ょうか。 

○分科会長（清水  寛） 小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） この２

９ページ、シルク温泉の温泉使用料に関しましては

但東振興局の予算ではございません。シルク温泉、

また、たんたん温泉は利用料金制を取っております

ので、指定管理業務内で行っております。以上でご

ざいます。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 



 11

○委員（石田  清） だとすれば、泉源自体は豊岡

市のものではなくて、違うんでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 大岸局長。 

○但東振興局長（大岸 和義） 泉源自体は豊岡市の

所有物でございます。委員お尋ねのこの温泉使用料

の金額につきましては、先ほど参事が申し上げたよ

うに、うちの所管ではございませんが、私が聞いて

いるところでは、これは温泉スタンドの使用料だと

いうことを聞いております。ですので、その温泉ス

タンドが設置されていますが、そちらのほうの利用

料が７，８５０円だったということでございます。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） その会社のほうとの関係はあ

るかもしれませんが、これは温泉使用料、温泉スタ

ンドはいいんですけども、シルク温泉で使っておら

れる温泉使用料は、ちょっと頭がまとまりませんが、

本来豊岡市に歳入されるべきものではないでしょ

うか。指定管理料なんかとは全然関係ない話ではな

いでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） そちら

のほうは、指定管理のほうで利用料金制を取っとり

ますので、そちらのほうの使用料ということで、あ

と条例では、泉源に関しましては但東振興局の所管

ではなくて、ほかの部局、大交流課です。以上でご

ざいます。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） 何課だったっけ、その会社の

中で内部処理できるようなものではないんじゃな

いでしょうか。所有者は豊岡市ですから。ほかのと

ころは、何百万円か入ってるところはどういう形の

管理がされてるのかな。 

○分科会長（清水  寛） 吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 神鍋温

泉の分で総額３８４万９，９８０円という使用料で

す。この内訳については、ロイヤルヴァンベールっ

ていいまして、リゾートマンションのところとブル

ーリッジホテルさんのところで合わせて３８３万

４００円という使用料が入っております。その他と

して、温泉スタンド１万９，５８０円ということで、

総額３８４万９，９８０円ということになります。 

 神鍋温泉を使っている神鍋温泉ゆとろぎについ

ては、これ温泉使用料は取っておりません。説明は

以上です。 

○委員（石田  清） 分かりました。 

○分科会長（清水  寛） 結構ですか。 

 ほか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと何点かお聞きしたい

ですけど、今、石田委員も言われたのとダブるんで

すけど、城崎の３，０００万円、これ泉源管理とい

うことでよろしいんですね。今その泉源はどういう

状況ですかね。それ１か所だって、ここはあんまり

使ってないようなことを聞いたような気もせんで

もないんですけど、どんな感じですかね、今は。 

○分科会長（清水  寛） 山田課長。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） 今お尋ねの件ですけ

れども、温泉源といいますか、泉源につきましては

今４件ございます。４件のうち２つ有力な泉源がご

ざいまして、元気のいいといいますか、そこでほと

んどの湯量をカバーしているという状況です。 

 １つは、温度が低いんですけども、今生きており

ますので、補完する保険といいますか、元気のいい

泉源と、もう一つ保険のような形で動いてる泉源が

１つございます。１つは今止めている状態のもので、

合計４つの泉源がございます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今４件のうち２件は元気な温

泉であるということで、もう一つはちょっと補完的

なものと。もう１件は、使われてない、もう枯れた

という話ですか。どういう状況ですか、それ。 

○分科会長（清水  寛） 山田課長。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） 枯れてはないんです

けれども、今くみ上げてない状態。 

○委員（西田  真） だから、どういうのでくみ上

げてないの。 

○分科会長（清水  寛） 植田局長。 

○城崎振興局長（植田 教夫） １つは、温度が非常
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に低いものでございまして、量もそんなにたくさん

湧出するものではないですので、メインの２つの泉

源で十分活用できることもございますので基本的

には使用しておりませんが、定期点検ではくみ上げ

たりなんかして、ちゃんと井戸が生きてるなという

ことは確認をしております。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） メインの２つの泉源の温度と、

温度が低いやつの泉源１つって今言われましたけ

ど、その温度を教えていただけませんかね。もう一

つは、もう停止されとるということですかね。停止

されとるいうのは、それはもう使えないということ

ですかね、１つの泉源については。 

○分科会長（清水  寛） 植田局長。 

○城崎振興局長（植田 教夫） メインのほうの２つ

の泉源については、ほぼ同じぐらいの温度なんです

けども、最初の湧出のときの温度が７０度以上あり

ました。今は６６度か６７度ぐらいの温度で安定を

しております。量的には毎分６００リットルずつぐ

らい出ているような状態です。それからちょっと弱

いものにつきましては、４０度前後の温泉が出てい

るところも、そこはちょっと量も少ないですけども、

サブ的に活用してるっていうことです。 

 もう一つのほうにつきましては、３０度前後とい

うふうにちょっと低い温度の泉源があります。量も

少ないですので、それが今休眠状態の泉源というこ

とでございます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） よく分かりました。その２つ

で十分賄っとるということでよろしいんですね。そ

れで、もう一つのやつが、４０度前後いうのが温度

が低いんで、それはあんまり使われてないというこ

とで、この２つで十分対応できるということで、こ

れは将来的にどうなるか分からへんですけど、別に

ずっと毎分６００リッター以上が出とるというこ

とでよろしいんですか。これはいつ頃からこういう

状況になっとるんですかね。 

○分科会長（清水  寛） 植田局長。 

○城崎振興局長（植田 教夫） 随分昔から、いろい

ろと井戸を掘って駄目になっていうふうな時代が

ずっと来ておりまして、昭和のちょっと正確な年は

忘れてしまいましたけども、今きちんと主力で生き

ているっていうのが２７号泉、２８号泉っていうの

が主力で出ておりまして、そちらについては順調に

出ているということと、それから多少一度大阪のほ

うで大きな地震があったときには泉源の水位が下

がったりしてましたけども、数日後には戻ったりと

いうふうなことで、変動はありますけども、安定し

ている泉源です。 

 それ以外のものについては、もともと古い泉源が

生きているのですけども、昔の御所の湯のほうに専

用で使っていた泉源があったりとか、温度が低くて

ちょっと沸かさないと使えないっていうふうなも

のについては使ってないというふうなことの、そう

いったことの利用の状態、温度とか量とかを勘案し

て使用しているというふうなことです。それ以外は、

昭和、北但震災からずっと井戸を掘ってきて、やっ

と安定的な井戸になってきたというふうな状況で

ございます。以上です。 

○委員（西田  真） それはいつ頃からか分からん

か、今の現状は。大体でええけど。 

○城崎振興局長（植田 教夫） 平成に入った前後ぐ

らいなんでしょうか、２７号はもう平成に入るか入

らないかぐらいだったと思います。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ありがとうございます。 

 ちょっとほかにも確認させていただきたいんで

すけど、御所の湯のヘドロの臭いがして、池の底で

すか、改修をされたということですけど、ほかの温

泉のとこもいろいろと池や何かあるんですけど、ほ

かのとこはどんな状況ですかね、全体の確認もされ

たと思うんですけど、どうでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 植田局長。 

○城崎振興局長（植田 教夫） 御所の湯の池につき

ましては、もともとビオパーク的な使い方をしよう

というコンセプトで設計をされてしておりました

けども、一部温泉のオーバーフローのお湯とかも入

ったりして、富栄養化が進んでいて非常にヘドロが
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たまりやすくなっていたという状況でございます。

そういったことで、特に夏場なんかは腐敗臭とか、

そういったものが出ていて、まちの方、観光客の方

から苦情が出たっていうこともありましたので、そ

ういったものの根源である温泉のオーバーフロー

のお湯については入らないようにしたっていうこ

とと、それから泥がたまっているということもあり

ましたので、泥も取って、その後コンクリートを利

用する等をして、そういった富栄養化するようなこ

とがないように措置をしたっていうことでござい

ます。 

○委員（西田  真） ほかは。 

○城崎振興局長（植田 教夫） ほかに、さとの湯の

ほうに池があるんですけども、さとの湯のほうもち

ょっと排水が悪いっていうところがあって、水のコ

ケというか、そういったものが繁茂しやすいんです

けども、定期的に薬とか清掃等をして維持管理をし

ているということですね。あとの池はないですね。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ヘドロの臭いとか、それは市

民とか観光客にとってもマイナスイメージが大き

いですから、その辺は定期的に削減をしていただい

て処理もしていただくようによろしくお願いした

いと思います。 

 そして太鼓橋か、４つのあるうちの分の最初とい

うことで、きれいにされたということですけど、こ

れはどれぐらいかけてされた分でしたかいね。 

○分科会長（清水  寛） 橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 具体的

な期間。 

○委員（西田  真） そうです、期間と期限と。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） ２０１

８年度が初めの年になります。その年に太鼓橋、桃

島橋というとこを始めまして、それから３年度間で

太鼓橋４橋を終えております。３年度目からは一部

パラペットを始めまして、パラペットが２０２０年

度、そして昨年度、今年度、あともう少しちょっと

残ってますので、今年度実施ということでしており

ます。合計で太鼓橋４橋、パラペットで本年度のま

だちょっと事業着手、もうすぐ始める予定なんです

が、その分ざっと合わせて１，８５０万円ぐらいに

なるかなという見込みで、全体でですが、そんな予

算となっております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ありがとうございます。それ

で、４つの太鼓橋はパラペットを含めてもう完全に

きれいになったいうことですね。それでよろしいで

すね。 

○分科会長（清水  寛） 橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 太鼓橋

４つはもう既に終えておりまして、あとパラペット

が今年度、あともう僅か少しを仕上げて全体が終わ

るということになります。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ありがとうございます。その

辺のパラペットも含めて、太鼓橋は景観的にも非常

にいいもんですから、その辺も十分注意して見てい

ただいて、悪かったら補修をするようにやっていた

だきたいと思います。 

 それから、各振興局に聞くんですけど、修繕費い

ろいろとあるんですけど、この地区要望の修繕費っ

ちゅうのは大体要望がされとるとこは軽微なもの、

３０万円程度の分なんですけど、その辺はほとんど

できとるということでよろしいんでしょうか、確認

をさせてください。 

○分科会長（清水  寛） 橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 以前に

もちょっとお答えさせてもらったことがあると思

いますが、要望のほうが、やはりたくさん各地区か

らいろんな細かいことを含めまして出てきており

ます。それで、この３０万円でもちろん補えないも

のもたくさんございますし、その辺り、道路であり

ますと建設課のほうとも相談させていただいたり

とかいう中で、それで振興局で扱える部分につきま

して、緊急性どうこう、その辺りももちろん勘案し

てとなりますが、できるものはさせていただいてお

りますし、ちょっと全てがというわけにはございま

せんが、できる範囲でという分も含めまして、危険
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性のないようなこと、そういったことを優先に考え

て対応のほうをさせていただいております。 

○委員（西田  真） ほかの振興局もお願いします、

委員長。 

○分科会長（清水  寛） 平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 竹野の場

合は、昨年度で２２件の利用をやっております。各

地区から年度当初に要望のあった分の中で、なかな

か各部署で対応できないような軽微な少額な事例

とか、あと、冬季の消雪工の緊急の修繕、また、道

路の路肩の崩壊なり、そういった緊急な内容につい

て迅速に対応するために使用しております。合計で

３００万４，０００円のうち、３００万３，５５０

円を執行しております。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 地区か

らのご要望に対して、ほぼほぼ対応できてる状況だ

というふうに考えております。昨年度は１４か所、

額として４０４万６，８９８円という実績となって

おります。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 川﨑参事。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 出石振

興局では、１２か所で３３８万２，６１０円を実施

しました。これは、もう要望の中から出石も緊急性

のあるものから選んでさせていただいております。

以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 道路、

水路等の区内整備なんですけど、予算３２３万６，

０００円に対しまして、昨年実績は１２か所の修繕

を行いまして、実績が３０８万５，５００円となっ

ております。こちらにつきましては、他の振興局と

同じように６月に要望書が上がってきます。そちら

を確認しまして、建設課と調整し予算的に３０万円

前後の場所を局内で行うこととして考えておりま

す。何百万円もかかるものは建設課要望を、再度確

認しながら、できるだけ至急しなくてはいけないも

のの優先順位をつけながら対応しております。以上

です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） それぞれお答えいただきまし

て、ありがとうございました。優先順位があります

んで、当然優先順位をやっていただきたいんですけ

ど、ただ、私が思っとるのは、ずっと残っていっと

るのが、それが解消されずに、こんなもんは大した

ことないって当局が思われとっても、地区からは、

そういうしてほしいという要望がありますんで、そ

れを長年ほったらかしとくっちゅうのだけはやめ

ていただきたいいうことで、ちょっと申し上げさせ

ていただきました。これからもよろしくお願いして

おきます。地区要望はとても大事なことであります

んで、よろしくお願いします。 

 そしてもう１点だけ、竹野の仲田光成記念館の分

でちょっとお尋ねをするんですけど、以前、カビが

生えとるとか、そういう話もありましたけど、その

辺の改修はもう完全にできとると思うんですけど、

それの確認と、そして作品の貸出しなんですけど、

どれぐらいの貸出しをしているんかいうのを今年

度も含めてちょっと経年的に、二、三年で結構です

けど、そういう状況を教えていただきたい。そして

貸し出したとこからどういう反響があったかも含

めてお尋ねをしたいと思います。 

○分科会長（清水  寛） 平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） まず、カ

ビの洗浄ですけども、これは今年度予算で現在発注

しておりまして、業務にかかっている最中です。今

年度中には完了の予定というふうに予定しており

ます。 

 また、仲田光成氏の貸出しなんですけども、昨年

は３件ありまして、町内の民宿とか個人の方に貸出

しをしております。反響のほうにつきましては、ま

だちょっとこれから問い合わせてみたいと思って

おります。今年度につきましては、現在いろいろな

方面で広報なりしているんですけども、まだちょっ

と１件もないような状況です。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） なかなか立派なものを預かっ

ておられるんですけど、預かってるって、これは寄
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贈されとる分ですわね。それの保管でカビが生える

っちゅうのはもってのほかでありますんで、それを

今年度、今、改修の発注ということでありますけど、

その保管もちゃんとしたところで保管していただ

いて、カビが発生しないような湿度の管理もちゃん

としていただきたいと思いますし、この貸出しが非

常に少ないなと今お聞きして思ったんですけど、も

っともっと周知が必要だと思いますけど、その辺は

どう考えておられますでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 作品カビ

のほうの洗浄は今年度しておりまして、それを貯蔵

する貯蔵室につきましては、令和３年度の事業で蔵

の改修を行いまして、空調等も完備しております。 

 また、貸出しの周知、広報なんですけども、これ

も今後、各ほかの出石とか日高のほうの町のお店と

かに個々に宣伝とか、または観光協会のホームペー

ジなどにも入らせてもらってちょっと広報が必要

かと思います。今、課内でちょっと検討中です。以

上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ぜひその辺はよろしくお願い

したいと思います。いろいろと貸出しをしてもらっ

て寄贈していただいた方にも報いると思いますん

で、そういうことできっちりともうされとると思う

んで、どんどんＰＲしていただいて貸出しもしてい

ただくということでやっていただきたいと思いま

す。 

 もう１点だけ、１３３ページの報償金で２名分で、

ちょっと私メモが取り切れなかったんですけど、ど

の分になりましたかいね、１３３ページの報償金２

人分って言われたのは。日高の分でしたかいね、ど

うでしたかいね。でしたかいね。（「はい」と呼ぶ

者あり）２人分ですね、それの内訳と、基準って、

こんなのがあったんでしょうか、その辺確認させて

ください。 

○分科会長（清水  寛） 吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） この日

高振興局プロジェクト事業費の報償金１７万円で

す。これの内訳が、道の駅機能強化に向けた作業で、

専門家のアドバイザーお二人入っていただいてま

して、その方に対する支払いで１５万円。１５万円

なんですけども、４回分で、お一人につき１時間１

万円という単価設定でお支払いをさせていただき

ました。トータルで４回分の専門家への派遣をいた

だいたので、その分に対して報償金ということでお

支払いしました。残りの２万円については、日高地

域の先輩に学ぶ事業ということで、昨年度コロナで

なかなかできにくかったんですけども、日高東中学

校で１回実施させていただいて、その方にお支払い

した謝礼の分です。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 基準は。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 基準な

んですけど、基準は、所管部局で決めた単価でもっ

てお支払いをさせていただいております。その基準

なんですけども、よく審議会だとか策定委員会だと

かで市が決める基準、大学の先生だとか、そういっ

たところからでアドバイザーに入っていただく、そ

ういったものの基準として、こちらの所管部局のほ

うで決められた基準でもってお支払いをさせてい

ただきました。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 市で決めた分と所管の分とは

違うという話。 

○分科会長（清水  寛） 吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 市が決

めた分といいますのが、審議会で委員長だったら１

日８，３００円だとか半日だったら４，８００円、

その他の委員の方については、ちょっと今、額が頭

の中に出てこないんですけども、決められた単価設

定があります。また、大学の先生だとかに招聘でご

協力いただく場合について、それぞれの部局に応じ

て額は統一されてないんですけども、その部局に応

じて単価を決めてるといったところがありまして、

その関係、他部局の単価設定を基に日高振興局オリ

ジナルでこれまでから決めていた額をお支払いさ

せていただきました。 
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 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今、部局で決めたという、市

でやるんだったら審議会でいろいろとありますけ

ど、それ以外に部局でそれぞれが自由に決めれると

いうことでよろしいんですね。ほかの部局も見なが

らということで、そういうことですね。 

○分科会長（清水  寛） 吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 委員お

っしゃるとおりでして、起案、この方に対して、い

ついつこんな業務をしていただいたので、こんだけ

お支払いしますよという起案を上げます。それで決

裁が通りまして、その額でもってお支払いをさせて

いただいとる状況です。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ありがとうございます。ほか

の部局も見ながらということで、突出したいうこと

はないと思いますんで、それぞれ専門家に来ていた

だくんで当然の謝礼は払わなあきませんので、そう

いう格好で、その辺の内容をちょっとお聞きしたか

ったので、お聞きしました。 

 以上です。委員長、ありがとうございます。 

○分科会長（清水  寛） その他ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 各振興局、城崎温泉課の職員については退席いた

だいて結構です。ご苦労さまでした。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩します。 

午前１０時５０分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時００分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） それでは、建設経済分科

会を再開いたします。 

 次は、環境経済部に関する審査です。 

 それでは、環境経済課から順次説明願います。 

 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） まず最初に、台風の

影響について報告だけさせていただいときます。 

 まずは、豊岡演劇祭に少し影響がありまして、外

でやる演目については基本的に中止をさせていた

だいて、屋内のものは、できるところで開催させて

いただいたというふうな状況がありました。 

 それと、玄武洞公園でちょうど音楽イベントを開

催する予定でおりましたけれども、屋外のイベント

であり、遠方からもお客様がお越しになるというこ

ともあるので早めに判断しようというふうなこと

で、前日の時点で中止を決定し、告知をさせていた

だいたというふうなことです。この日はライトアッ

プそのものも中止をいたしました。 

 それから……（「ファンミーティング」と呼ぶ者

あり）ファンミーティングという行事を昨日、今日

で予定しておりまして、こちらについては、昨日、

何ていうんだ、あれ……（「エクスカーション」と

呼ぶ者あり）エクスカーションを予定しておりまし

たけれども、一部欠席の方もありましたけれども、

それはやっていこうというふうなことでやりまし

たのと、今日は恐らく台風抜けるだろうと予想をし

ましたので、基本的に予定どおり行わせていただい

ております。 

 それから、大風の影響で工業団地等を今巡回して

確認してるところですけれども、これは、まだ後ほ

ど結果が出てくるのかなというふうに思っていま

す。 

 取りあえずそういう状況でございました。 

○分科会長（清水  寛） ありがとうございます。 

 それでは、冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） では、決算書の説明

をさせていただきます。 

 昨年度もコロナ対応などたくさん事業をしてお

りますので、若干説明が長くなりますけれども、よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、歳出から説明します。 

 決算書の１０３ページをご覧ください。よろしい

ですか。上から１０行目ぐらいになります。基金管

理費です。この金額のうち、６億４，８５９万１，

０５５円が環境経済課分となります。ふるさと納税

として約１１億６，０００万円の寄附金を頂きまし
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たが、返礼品や事務の費用を除いた額を幾つかの基

金に積み立てています。ページ中ほどにありますコ

ウノトリ基金積立金、この決算額のうち１，０００

万円をふるさと納税から積み立てております。その

４つ下の仲田光成記念基金積立金、決算額のうち３

０万円をふるさと納税から積み立てています。それ

からその７行下の地域振興基金は、記載のとおりの

積立金をしております。 

 また、このページの下から５行目、企業版ふるさ

と納税地方創生基金のほうですが、こちらは信金中

央金庫から企業版ふるさと納税として１，０００万

円寄附いただきました。本課の継業バンクの経費と

して活用した残りの８１０万円を積み立てしたも

のでございます。 

 次に、１０９ページをご覧ください。上から２行

目のふるさと応援寄附金推進事業費です。これは、

ふるさと納税の返礼品や事務費に当たります。決算

額は記載のとおりです。この金額は、ふるさと納税

額の４８．７％の額になりまして、５０％以内とい

うことで報告させていただきます。主なものとして

は、上から１２行目、業務委託料です。これは、ふ

るさと納税の業務の運営に係る委託料です。昨年度

は、その前年度、２０２０年度よりも１つ増やしま

して６つのポータルサイトで運営をさせていただ

きました。 

 次に、同じページの一番下の枠をご覧ください。

地域おこし協力隊推進事業費です。地域おこし協力

隊につきましては、新規の隊員募集は環境経済課で

行いますが、配置した後は各担当課での予算執行と

なります。昨年度、委嘱していた協力隊員は全部で

４６名になります。そのうち８名が環境経済課分と

なります。決算額は、記載の額のうち、２，４４２

万５３５円となります。 

 なお、環境経済課のほうで配置しておりました地

域おこし協力隊ですけども、豊岡の大開通りですと

か宵田商店街ですとか中心市街地の活性化のため

に３人、それから高校生と地域をつなぐＵターン戦

略の一つですけども、そちらのほうの活動で２人、

それから「飛んでるローカル豊岡」というサイトの

運営に当たってもらう方に１人、それから起業型と

いうことで、今後この市内で起業を目指される方が

２名ということで、合計８名となっております。 

 次に、１１７ページをご覧ください。下から３行

目のエコハウス管理費です。昨年度は、例年の事務

に加えまして、テレワークやワーケーションの利用

をさらに増やすために、地域活性化センターからの

助成を活用し、Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備やモバイルモ

ニターの机、椅子などの備品購入を行いました。例

年に比べますと８０万円ほど費用負担、支出のほう

が大きくなっております。 

 次に、少し飛びまして１５１ページをご覧くださ

い。中ほどの特産振興事業費、こちらにつきまして

は例年どおりでございます。その下の企業誘致推進

事業費につきましても例年どおりなんですが、この

項目の中ほどにありますマッチングイベントの出

展負担金ですが、昨年度は、さらに効果的なＩＴ企

業誘致の促進を図るために、自治体と地方進出を検

討する企業のオンラインマッチングミーティング

に参加しましたので、その負担金として５５万円支

出しております。全体を通じまして、昨年度は３社

のＩＴ企業の誘致につながっております。 

 次に、同じページの下から３行目、内発型産業育

成事業です。１５３ページを見ていただきたいんで

すが、上から５行目、手数料１１０万円です。これ

は、先ほど収入のところでも説明いたしましたが、

マッチングサイトの継業バンクの利用料となって

おります。その下の業務委託料ですが、こちらは起

業や創業などの経営相談窓口のＩＰＰＯ ＴＯＹ

ＯＯＫＡの委託業務です。決算額は記載のとおりで

す。相談件数は２０８件、相談者数は６２名という

状況です。その下の補助金です。決算額は記載のと

おりです。実績につきまして、ステップアップ支援

事業補助金が１２件、創業支援事業費補助金が１０

件となっております。 

 次は、その下のＩターン推進事業費です。移住ポ

ータルサイトの「飛んでるローカル豊岡」の運営や、

まちのサードプレイス開設事業など、例年どおりの

事業に加えまして、先ほどエコハウス管理費でも説
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明いたしましたが、テレワークやワーケーションの

利用をさらに増やすために、地域活性化センターか

らの助成金を活用し、企業研修用の消耗品ですとか

演劇ワークショップ、ＰＲ動画の作成などのソフト

事業も実施いたしました。次は、その下のＵターン

推進事業です。こちらは例年どおりとなっておりま

す。 

 次に、少し飛びまして、１７９ページをご覧くだ

さい。一番下の枠の一番上の人件費です。これは５

年に一度の統計調査であります経済センサスの時

間外手当となっております。 

 次に、１８１ページをご覧ください。一番上の枠

になりますが、こちらも経済センサスの事務費とな

っております。 

 次に、２８１ページをご覧ください。上から３枠

目の４行目、商工振興事業費でございます。決算額

のうち大部分となりますが、５億２，８６２万２，

２３５円が環境経済課分となります。こちらはコロ

ナの対策の関係も含めましてたくさんありますの

で、主な内容につきまして説明させていただきます。 

 この枠の中ほどになります業務委託料、その下の

中小企業等経営安定化支援業務です。これはコロナ

の影響による経営相談を強化するために、通常枠と

は別に商工会議所と商工会に経営相談業務の委託

を行ったものです。決算額は記載のとおりです。相

談件数は１１５件となっております。その下の宿泊

促進クーポン換金等業務です。こちらは、ＧｏＴｏ

トラベルなど国県の誘客制度が途切れている間に、

市独自で誘客促進や消費喚起を図るための施策で

す。市内の対象施設の宿泊者に対しまして、市内登

録店舗で使用できるお土産券を配布したものです。

決算額は記載のとおりで、実績につきましては、参

加店舗が２６１店舗、換金額は４，６２５万９，０

００円でございました。 

 次に、その下の新型コロナウイルス感染症拡大防

止協力金事業です。こちらは、兵庫県が行いました

営業時間の時短要請に協力した事業者に対し、協力

金を支給する事業です。市は１５分の１を負担しま

した。決算額は記載のとおりで、給付件数の実績は

５６８件でございました。 

 次に、下から７行目になります。商店街消費拡大

支援事業費です。これは、コロナにより落ち込んだ

消費を喚起するために、駅通り商店街振興組合が実

施されたプレミアム商品券に対する補助金です。決

算額は記載のとおり、発行は８，０００セット発行

されております。 

 それから、次の１つ下になります事業継続支援事

業費です。これはコロナにより売上げが減少した事

業者が事業継続のために行う設備、システム導入費

や広告宣伝費など、比較的小規模な事業に対する補

助です。決算額は記載のとおりで、補助件数は２７

件となっています。 

 １つ飛びまして、住宅等改修支援事業費です。こ

れは、いわゆるＲｅｆｏｒｍ豊岡です。決算額は記

載のとおりで、実績は１，０６５件となっておりま

す。なお、これとは別に部材や製品等の調達に時間

がかかったために、４件を今年度に繰越しをしてい

ます。 

 次に、その下のステップアップ支援事業補助金コ

ロナ特別枠です。これはコロナからの反転攻勢をす

るための大規模な経営革新、事業拡大等を行う事業

者に対し助成したものです。決算額は記載のとおり、

助成件数の実績は８件でございました。なお、こち

らもこれとは別に部材等の調達に時間がかかった

ために、１件を今年度に繰り越しています。 

 次に、１つ飛びまして、豊岡産品販売促進事業で

す。これは、いわゆるＢＵＹ豊岡かばんです。決算

額は記載のとおりで、参加店舗は３４店舗、売上実

績は約７，０００万円となっています。 

 次に、２８３ページをご覧ください。上から２行

目の緊急雇用維持助成金です。これはコロナの影響

により一時的に休業される事業者が雇用維持を図

るために従業員に支払う休業手当の一部を助成し

た事業です。決算額は記載のとおり、助成件数の実

績は４６７件となっています。 

 次に、その下の緊急事態宣言事業継続一時支援給

付金です。これはコロナの影響で売上げが減少しま

した、いわゆるみなし法人に対しまして３０万円の
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給付をしたものでございます。５法人に支給いたし

ました。 

 次に、１つ飛びまして、酒類販売事業者等事業継

続支援金です。これはコロナの感染拡大に伴う飲食

店への休業要請に影響を受ける事業者に対して、法

人３０万円、個人１５万円の給付金を支給したもの

です。決算額は記載のとおりで、給付件数の実績は、

酒類販売事業者が１５件、自動車運転代行業者が９

件となっております。 

 次に、その１つ下の中小企業金融対策事業費です。

利子補給金ですが、コロナの対策の融資に対し３年

間の利子補給を行うものです。決算額は記載のとお

りで、交付の件数実績は４４件となっています。そ

の下の中小企業融資資金貸付金ですが、５億円と金

額は大きいですが、例年どおりの預託金となってい

ます。同じページの少し下、企業誘致推進事業費と、

もう少し下になります豊岡ものづくり支援センタ

ー推進事業費につきましては、例年どおりでござい

ます。同じページの下から１０行目、産業用地整備

事業費です。これは県道但馬空港線沿線に新たに産

業用地を整備しようとするもので、２０１６年度か

ら取り組んでいます。昨年度の主な内容につきまし

ては、一番下の造成工事費ですが、これは排水路等

の整備工事でございます。 

 ２８５ページをご覧ください。上から３行目の土

地購入費ですが、こちらも排水路等の用地として３，

５１９平米の購入となっております。その下の商工

振興事業費の繰越明許分です。まず内容のほうです

けど、プレミアム付応援商品券の販売業務でござい

ます。これは、いわゆるＥＡＴ，ＢＵＹ＆ＧＩＦＴ

豊岡となります。２０２０年度の国の追加交付金を

活用しまして予算の繰越しを行い、２０２１年２月

から２０２１年１０月までの間に取り組んだもの

です。決算額は記載のとおり、販売実績は８万セッ

トで、利用実績は約５億２，０００万円、取扱店舗

は６１２店舗でございました。 

 次に、その下の新型コロナウイルス感染症拡大防

止協力金事業です。先ほど説明した事業ですが、２

０２１年１月１２日から行われた時短要請に対す

る協力金につきましては、兵庫県の事務の都合上、

２０２０年度中の支払い完了が困難となる見込み

となりましたので、２０２１年度、昨年度に予算を

繰り越したものとなっています。決算額は記載のと

おりで、給付の件数の実績は６００件となっていま

す。 

 次に、この枠の一番下の製造業緊急支援事業です。

これはコロナの影響により売上げが減少しました

製造業で、生産性向上のために行われる比較的大規

模な事業に対する支援です。建設部材や製品等の入

手に時間がかかったため、２０２１年度に繰り越さ

れた３件の補助金でございます。３，０００万円の

決算額となっています。 

 歳出の説明は以上です。 

 次に、歳入の説明をさせていただきます。 

 まず、４１ページをご覧ください。ページの中ほ

どにあります地方創生推進交付金です。このうち１，

６８６万８，０００円が環境経済課分です。地方創

生関連の６事業に充当いたしました。その２つ下の

枠の地方創生臨時交付金です。決算額のうち４億６，

６７２万円が環境経済課分です。コロナ対策関連事

業の１２事業に充当いたしました。その下の地方創

生臨時交付金繰越明許分ですが、決算額のうち１億

９，４６６万２，０００円が環境経済課分です。コ

ロナ対策事業で２０２０年度から繰り越した３事

業に充当いたしました。 

 次に、少し飛びまして、５１ページをご覧くださ

い。下から２枠目のひょうご地域創生交付金です。

決算額のうち３０７万３，０００円が環境経済課分

です。Ｉターンの推進や定住促進事業に充当いたし

ました。 

 次に、５３ページをご覧ください。上から５枠目

になります。それの一番下の経済センサス調査事務

委託金です。これは経済センサスに係ります事務費

や人件費の県委託金となっています。 

 次に、５９ページをご覧ください。ページの中ほ

どの枠にあります寄附金です。その上から２つ目、

ふるさと応援寄附金です。これは、いわゆるふるさ

と納税のことですが、昨年度は１１億６，２３２万
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円、決算額の寄附をいただきました。その前の年度

より約２億９，７００万円の増額となっています。

その下の企業版ふるさと応援寄附金ですが、決算額

のうち１，０００万円が環境経済課分となります。

歳出の際でも説明いたしましたが、信金中央金庫か

ら寄附をいただき、継業バンク事業に充当し、今後

も充当していきたいと考えています。 

 次に、６１ページをご覧ください。下から４枠目

の財政調整基金繰入金です。決算額のうち５５０万

円が環境経済課分で、産業用地整備事業に充当して

います。 

 次に、６３ページをご覧ください。ページの中ほ

どの地域振興基金繰入金です。決算額のうち３，９

９０万円が環境経済課分で、地方創生関連事業の６

事業に充当しています。 

 少し飛びまして、７５ページをご覧ください。下

から３行目です。移住・定住・交流推進支援事業助

成金２００万円です。これは、歳出のときにも説明

しましたが、移住定住、それからサテライトオフィ

スの進出などにつながることを期待し、エコハウス

を企業研修やワーケーション、テレワークの場とし

て活用する事業に対し、一般社団法人の地域活性化

センターから助成を受けたものでございます。 

 次に、７９ページをご覧ください。上から１１行

目となりますが、中小企業融資の利子補給金の返納

金です。５，３６９円ですが、これは当該融資の繰

上償還が行われたものに伴う返納でございます。次

に、１つ飛びまして、休業要請事業者経営継続支援

事業委託料返納金でございます。こちらも１件です

が、過誤納による自主返納がございまして、１件分

返納となっております。それからその枠の一番下で

す。プレミアム付応援商品券販売収入繰越明許分で

すが、これは繰越明許の商品券の販売収入、繰り越

した事業の商品券の販売収入でございます。 

 歳入の説明は以上となります。 

 そのほかの歳入歳出の項目は例年どおりでござ

います。 

 次に、財産に関する調書でございます。５８６ペ

ージ、５８７ページをご覧ください。土地の増減に

ついてです。上から４枠目になりますその他の施設

の枠のところですけども、その枠の下から２番目、

産業用地です。歳出の際にも説明いたしましたが、

排水路等の用地として３，５１９平米を兵庫県等か

ら購入いたしました。 

 次に、５９９ページをご覧ください。有価証券の

増減についてです。下から４枠目、豊岡まちづくり

株式会社でございます。こちらにつきましても、昨

年度からの増減はございません。 

 続きまして、６００ページをご覧ください。出資

による権利の増減です。中ほどにあります但馬地域

地場産業振興センター出捐金、それから少し下にな

りますが、兵庫県雇用開発協会出捐金、それからそ

の４つ下になります兵庫県信用保証協会出捐金、こ

の３つが環境経済課分となりますが、いずれも増減

はございません。 

 次に、６０３ページをご覧ください。基金の増減

です。下から６枠目になります。企業版ふるさと納

税地方創生基金です。これは歳出の際にも説明いた

しましたが、信金中央金庫から１，０００万円の寄

附金を頂き、昨年度、継業バンク事業に充当した残

りの８１０万円が年度末残高となります。 

 長い説明となりましたけども、環境経済課からは

以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、大交流課、宮垣

課長。 

○大交流課長（宮垣  均） よろしくお願いします。 

 では、第８３号議案、一般会計の決算認定につい

て、歳出歳入及び財産調書について説明させていた

だきます。 

 それでは、歳出から説明させていただきます。 

 まず、１０９ページをご覧ください。下のほう、

地域おこし協力隊推進事業費です。このうち１３人

分の５，４８２万２，０００円ほどが大交流課分と

なります。１３人の内訳についてですが、豊岡演劇

祭に関わる活動をしております隊員が９名、それか

ら豊岡エリアの観光振興について活動しておりま

す者が１名、それからＴＴＩに所属し、観光情報の

発信などを行っております者が１名、それから豊岡
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スマートコミュニティ推進機構で活動している者

が１名、それからアートセンターでの活動を行って

おります者が１名ということで、計１３名が大交流

課分となっております。 

 続きまして、１５５ページをご覧ください。上の

ほう、城崎国際アートセンター事業費になります。

国際文化交流促進事業やアートシーズンという事

業を行っておりますが、昨年度、国際文化交流促進

事業は、台湾、インドネシア、カナダのアーティス

トと共同制作をしました「Ｍｏｖｅｒｓ Ｐｌａｔ

ｆｏｒｍ＃２」というものを実施し、また、アート

シーズンのプログラムでは、音で観るダンスという

ものを実施しております。その他については例年ど

おりです。 

 その下、次に、専門職大学連携推進事業費でござ

います。一昨年までは大学誘致推進事業でありまし

たが、２０２１年４月の大学開学を受け、市の第２

期地方創生総合戦略でも掲げております芸術文化

観光専門職大学との連携を進めていっているもの

であります。地域連携事業としまして、高大連携事

業実施業務ですとかジュニアプレカレッジ事業実

施業務など、４つの事業を委託しております。また、

専門職大学への寄附としまして、施設改修や将来的

な施設整備のため、８億円を寄附させていただいて

おります。 

 次に、その下、観光事業費です。次のページ、１

５７ページをお開きください。城崎国際アートセン

ターにテレワーク拠点でありますＷＯＲＫＡＴＩ

ＯＮ ＩＮ ＴＯＹＯＯＫＡを整備いたしており

ます。整備費は約３，４２０万円ほどとなります。

また、テレワーク拠点の椅子などの事業用備品に約

１００万円を支出しております。その下、豊岡市ワ

ーケーション推進事業費であります。これは市内の

旅館、飲食店などにワーケーションスペースを増や

すための補助金です。上限１００万円、補助率２分

の１以内で７件、３７７万７，０００円を支出して

おります。 

 次に、その下、観光まちづくり推進事業費で、大

交流課で現在３名の企業派遣を受けております。そ

の下、海外戦略推進事業費です。昨年度は、コロナ

禍で予算規模を縮小して、広報等を中心に豊岡への

興味、関心をつなげることに注力して事業を行って

おります。 

 次に、一番下ですが、情報戦略推進事業費です。

これは、今日行っておりますが、豊岡ファンミーテ

ィングを昨年予定しておりましたが、豊岡演劇祭２

０２１の中止を受けて、こちらも中止しております。 

 次に、１５９ページをご覧ください。中ほどにな

りますが、中ほどより上のほうですね、豊岡演劇祭

協同開催事業費としまして、豊岡演劇祭２０２１は

コロナウイルスの感染拡大により中止となりまし

たので、負担金を減額して支出しております。 

 次に、演劇のまちづくり推進事業費です。昨年か

ら企業版ふるさと納税推進業務として、株式会社リ

バーに成果報酬型の寄附金支援業務をお願いして

おります。その成果報酬をお支払いしたものです。 

 続きまして、１６５ページをご覧ください。豊岡

スマートコミュニティ推進事業費です。ＩＣＴやＩ

ｏＴなどの技術を用いてスマートコミュニティを

実現するために、市の情報のデジタル化や地域のＤ

Ｘ人材の育成などを行いました。さらに、その下で

すが、観光データ基盤構築活用事業費です。これは

観光ＤＸ基盤の構築を行ったものであります。それ

からその下、文化観光推進事業費です。２０２１年

から２０２５年までの文化観光の推進に関する豊

岡市の地域計画を策定しまして、それに基づき国の

文化芸術振興費補助金を受けて実施しております

事業です。深さを持った演劇のまちづくりに関する

映像を２作品制作しております。 

 続きまして、ちょっと飛びますが、２８１ページ

をご覧ください。真ん中辺り、商工振興事業費です。

ページの下から２つ目の観光地消費拡大支援事業

費です。プレミアムつきのクーポン券、とよおか旅

クーポンを発行し、豊岡ツーリズム協会へ補助した

ものです。３３．３％のプレミアムで発行し、合計

７万３，８９６セットを販売いたしております。 

 次に、２８７ページ、一番下、観光事業費です。

すみません、次のページの２８９ページに記載して
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おるものになりますが、コロナ禍でも市民に楽しん

でもらうために、演劇訪問公演等の事業でシアター

豊岡を実施しております。市内の認定こども園や幼

稚園１６園で２７公演、その他、特別支援学校や障

害福祉施設でも公演を行っております。また、その

下の大道芸パフォーマンス公演事業ですが、「豊岡

 ｍｅｅｔｓ 大道芸」として計３６公演を実施し

ております。そのページの下のほう、補助金の部分

ですが、各観光協会への補助金は昨年度は例年どお

りの支出を行っております。また、その下、観光地

魅力強化事業費として、昨年に引き続き誘客につな

げる地域の特性を生かした新たなコンテンツやサ

ービスの創出に対して補助を行っておりまして、５

件で２，２７５万９，０８９円を支出しております。

補助としましては、上限なしの３分の２以内の補助

を行っております。その２つ下ですが、但馬地域宿

泊促進事業費ですが、これはＳＴＡＹ豊岡ｗｉｔｈ

但馬として事業を行ったものでありまして、１，０

３６件、２，３５８人の利用があったところです。 

 次に、２９１ページをご覧ください。中ほどです

が、観光事業費の繰越明許分としまして、スキー場

設備整備支援事業費を支出しておりますが、これは、

コロナ感染拡大の影響で船便が大幅に遅れ、人工造

雪機の導入が前年度間に合わなかった分に対する

支出となっております。 

 次に、３０１ページをご覧ください。一番上のほ

う、玄武洞公園整備事業費です。これは玄武洞のリ

ニューアルの整備工事に関わる前払い部分などの

支出をしております。 

 続きまして、歳入のほうを説明させていただきま

す。 

 まず、２９ページをご覧ください。失礼しました。

３７ページをご覧ください。上から３つ目、アーテ

ィスト・イン・レジデンス国際文化交流促進事業費

補助金です。これは城崎国際アートセンターで行っ

た、先ほど説明しましたが、台湾、インドネシア、

カナダのアーティストとの共同プロジェクトへの

国からの１０分の１０の補助金でございます。続き

まして、その２つ下、文化芸術振興費補助金です。

文化観光推進事業で行った映像制作への国からの

補助金です。補助率は３分の２となっております。

その下、既存環境拠点再生・高付加価値化推進事業

費補助金でございます。これは城崎国際アートセン

ターのテレワーク施設の整備工事へ２分の１の補

助を国から受けているものです。 

 次に、４１ページをご覧ください。真ん中辺り、

上から６番目の太枠の中の一番下、文化芸術振興費

補助金になります。これは城崎国際アートセンター

が行いましたアートシーズンの開催分としまして、

このうちから８５万５，６００円の補助を受けてお

ります。その下の地方創生推進交付金でございます。

大交流課分としましては８件で４，５３２万７，０

００円を受けております。また、その下の地方創生

臨時交付金についてですが、観光地消費拡大支援事

業、いわゆるとよおか旅クーポンですとか観光地の

魅力化強化事業、それからＳＴＡＹ豊岡ｗｉｔｈ但

馬の３件で合計１億１，８８１万９，０００円を充

当しております。 

 続きまして、５１ページをご覧ください。下のほ

う、ひょうご地域創生交付金でございます。歳出で

説明しました観光ＤＸの基盤構築の事業など３件

に２，１７１万３，０００円を充当させていただい

ております。 

 次のページ、５３ページをお開きください。下の

ほうなんですが、自然歩道施設管理委託金です。こ

れは、４１万２，０００円を県のほうから収入して

おりますが、香林会館だとか竹野自然歩道に関する

補助金として収入しております。 

 続きまして、次のページ、５５ページをお開きく

ださい。真ん中辺りですが、配当金としまして、日

和山観光株式会社のほうより出資配当金を受け取

っております。 

 続きまして、５９ページをお開きください。中ほ

ど、企業版ふるさと応援寄附金です。このうち深さ

をもった演劇のまちづくりに１０社から６２０万

円を頂いております。 

 続きまして、６１ページ下のほうです。財政調整

基金繰入金として、歳出のほうでも説明しましたが、
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芸術文化観光専門職大学への寄附金を繰り入れて

おります。８億円分を繰り入れております。 

 次に、６３ページの真ん中辺りですが、地域振興

基金繰入金として６件、３，５２８万２，０００円

分が大交流課分となっております。その下のほう、

前年度の繰越金（繰越明許分）ですが、これが歳出

のほうで説明しました神鍋の人工造雪機の分が大

交流課分となっております。 

 ８１ページをご覧ください。一番上の枠内、城崎

国際アートセンター整備事業債とありますが、これ

がＷＯＲＫＡＴＩＯＮ ＩＮ ＴＯＹＯＯＫＡの

整備に関わるものでございます。同じページの下の

ほう、下から３つ目の枠の中で、観光施設整備事業

債の中の玄武洞公園につきましては、玄武洞公園整

備工事に関わるものとなっております。 

 歳出、歳入についての説明は以上です。 

 その他の歳入、歳出につきましては例年どおりで

すので、ご清覧いただけたらと思います。 

 それから、財産調書なんですが、５９９ページ、

有価証券のうち日和山観光株式会社が大交流課分

で、変更はございません。 

 その次の６００ページですが、一般社団法人豊岡

観光イノベーション出資金としまして、こちらも変

更はございません。 

 以上で大交流課の説明を終わらせていただきま

す。 

○分科会長（清水  寛） 説明が終わりました。 

 質疑ありませんか。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） ４点ほど、簡単なものを申し

ますので、ちょっとお願いします。 

 まず１点、前澤さんから何か寄附金があったちゃ

うかな。あれは前年度のこの決算の中に入ってると

いうことですか。今年度か。（発言する者あり）こ

の中に入ってて、どこに充当されているんでしょう

か。 

 その寄附金の扱いですけども、どういう条件がつ

いとって、例えば基金なら基金でどこに積み立てて

おりますとか、どこに充当しましたとかということ

について、まずはお尋ねします。 

○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 大枠では観光事業に

充ててくださいということだったと記憶しており

ます。ただ、財政調整基金に一括積立てという形で

処理としてはしてるはずです。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） ２点目の質問です。さっき人

工造雪機の輸入といいますか、輸送が遅れたという

ことなんですけども、その原因は何なんでしょう。

船便が、もうこのコロナの関係でとかウクライナの

関係でとかいうようなことがいろいろあったと思

うんですけども。 

○分科会長（清水  寛） 宮垣課長。 

○大交流課長（宮垣  均） 昨年度、船便がコロナ

の感染の拡大の影響を受けて遅れたというふうに

聞いております。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） 次に、プレミアム商品券、前

年度も発行されてたようですけども、ちょっと気に

なったのが、６月議会に、別の議員なんですが、域

内消費っていうか、域内の循環についてはもう諦め

てるんだというような話があったと思います。域内

消費に何の役にも立ってないと。もちろん私と一緒

で、プレミアム分については役に立ってるんだけど

も、それが地元に落ちるかどうか、地元にお金が回

っていくか、循環するかどうかということについて

は、誰かの調査があって、私自身はもうそれについ

てはもうきっぱりと諦めてるんだというような発

言があったと思うんですが、何かどういう調査だっ

たかということはご存じないでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） ちょっと、諦めてる

っていうのはあんまり記憶がないんですけど。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） 域内循環についての効果はっ

ていうのはほとんどないと、もうきっぱりと思い切

ってるんだと、その上で賛成しているというような

発言があったと思うんですが。 
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○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 消費税アップのとき

に国が行ったプレミアム付商品券というのが過去

２回ほどありましたけれども、あのときの結果を分

析しますと、やはり大規模小売店といいますか、そ

ういうところに７割近く落ちてるという、こういう

結果がありましたので、市が行うコロナ対策として

は、これまではそうならないように使途を地場産品

だとかっていうことに限定をして行ってきた、そこ

に狙いを定めてきたということがあります。今年度

行うプレミアム付商品券については、物価高騰だと

か家計の応援ということもあって、そういう量販店

も対象にしようということで、切り分けてやってき

たというところがあります。 

 ただ、もう一つは、中小企業振興条例というのを

つくらせていただいて、消費者も含めて域内の経済

を動かしていこうという、こういうことを標榜して

きましたので、これ新年度、今年度行っている商品

券については、誘導するというか、強制することは

できないんですけれども、「地域を元気にする消費

を私たち市民の手で」というふうな文言をチラシだ

とか券の封筒に書かせていただいて、そうはいいな

がら、できるだけ顔の見えるところで利用していた

だきたいという思いを伝えてる、これ陰ながらです

けども、伝えてるというふうな状況、そういう中で、

ちょっと本会議で申しましたとおり、バランスを考

えながら施策を打たせていただいてるというのが

現状でございます。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） その点は分かりました。 

 もう１点、プレミアム付商品券などなどいろいろ

あるんですが、横浜市について勉強しなさいって私

言われたんですけども、確かに横浜市の分につきま

しては、いろいろデジタル化もされてますし、それ

なりに域内にあまり手間をかけずに落ちていくと

いう形になっとります。何かそこら辺で研究された

ような事例、これはいいなというような事例があり

ましたでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 今年度、今現在実施

しているプレミアム付商品券を検討する際には、デ

ジタルのことも含めて、時間がない中で、速やかに

市民の皆さんとか小売業のほうに効果があるため

にスピードアップのことも考えるというところで

検討してきましたが、結構もうデジタル化を進めら

れてるところもたくさんありまして、検討してるん

ですけども、一度やった後、２回目、３回目すると

きにはシステムがもう出来上がっていて流れもで

きてますので、割にスムーズだというのは聞いたん

ですけども、初めてやるときには、システムをどう

組んでいくのがいいのかだとかっていうところも

ありますし、それから多額のお金がかかるというと

ころもありまして、お金も、それから時間もかかる

というところがありましたので、今回につきまして

は、ちょっと従来どおりのやり方のほうがスムーズ

かなというのが１つありました。 

 もう一つが、他市町村の例を幾つか担当のほうで

聞いてもらったんですけども、若い方はすぐ使える

んですけども、高齢の方がなかなか定着しないとい

うとこもございまして、今回のプレミアム付商品券

の目的は、広く市民の方に市内の小売を応援してい

ただこうということもございまして、速やかにでき、

それから商品券の印刷も地域の業者さんができま

すので、事務費も含めてできるだけ地域にお金を落

とし、そして高齢者の方も含めて多くの方が使って

もらえるように紙とさせていただきましたが、委員

ご指摘のとおり、次回以降こういう機会があったと

きにデジタルを進めていくかどうかというところ

は、ちょっと頭に持ちながら進めているとこでござ

いまして、ＤＸ推進部とも連携を深めながら今後の

ことは考えていく必要があるかなと考えています。

以上です。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） その点は分かりました。 

 もう１点、最後のことなんですけども、よく商工

業者への支援と言ったときにお答えが返ってくる

のは、金融機関等との連絡会という、そこでの話合

いの状況を見てると、大丈夫だとか、数字は出てこ
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ないんですよ、そことの話合いを進めてますから、

そこを根拠にして市のほうとしては対応策を進め

ているというような話が返ってくるんですけども、

その連絡会の議事録っていうのはあるんでしょう

か。 

○分科会長（清水  寛） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 議会のように、発言

を全て取りまとめるという議事録はありませんけ

ども、発言要旨として議事録は取りまとめています。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） その出席者の方も、何の根拠

もなしにいろんな意見を言われるとは思いません

ので、そこで提出された資料とかいうようなものも

公開は可能なんでしょうか。なかなか商工業者のデ

ータの公開は難しいところがあるんで、ちょっとそ

こら辺があったら、市が根拠とされてるわけですか

ら、私どももちょっと知っておきたいなというふう

に思いますが。 

○分科会長（清水  寛） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 資料につきましては、

各金融機関もホームページにアップされているも

のを出していただいておりますので、公開につきま

しては、市が公開するときには先方の了解を得れば

可能かなというふうに思っております。その数字は、

あくまでも全国と、それから但馬の全体で比較みた

いなところがありまして、個々のお店の状況どうこ

ういうのはもちろん分からないんですけども、全体

の流れについて把握するのが１つ、それから金融機

関、それから商工団体のほうにつきましては、各個

店からいろいろ相談を受けていますので、その内容

がどれくらいな件数ですとかどんな内容なのかっ

ていうところを教えていただくことによって、今ま

さにこういうことが求められてるんだなとかいう

のは把握するようにしておりますが、それはデータ

があるわけではなくて、相談された方の肌感覚とい

うとこがございますので、公表できるような資料は、

件数はないというとこでご理解いただきたいと思

います。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） その肌感覚っていうのが非常

に重要なんで、私らはあまりよく分からないところ

がやっぱりありますので、できたらどういう発言で、

その発言をもって大丈夫なんだなとか、いや、ここ

ら辺がお困りなんだなとかいうようなことが分か

りましたらありがたいなというふうに思います。 

 それと、先ほどの決算、いろいろと見せてもらい

ましたけども、商工業に対する支援っていうのはい

ろんなメニューがあって、既にコロナの売上額の減

少ということが数字に関わってくるんでしょうけ

ども、今後のことの生産設備の云々というようなこ

ともありました。見ておられて、もっとここが弱い

なと、今の物価高騰等を考えれば、もう少しここを

押せるんじゃないかなというように感じられると

こはありますか。 

○分科会長（清水  寛） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 近年、経済連絡会議

もそうですし、我々が別件で個別に企業訪問したと

きにも同音に言われますのが、やはり電気代を含め

た燃料費の高騰が経営にかなり影響してきてると

いうことがあります。部材のほうにつきましては、

ある程度やむを得ない、対策の施しようがないとい

いますか、相手のあることなんですけども、自分た

ちのとこで努力できるとしたら、省エネタイプのも

のについてということで、それは我々もそういう話

を聞きますし、今、金融機関のほうでも、どうもそ

れらの関係の融資についてのご相談があったりす

るようでございます。 

 そこに仮に市のほうの補助金とか県のほうの補

助金とかがあれば、金融機関でも融資がしやすいか

なというような具体的なお話もいただいています

ので、今の事業の皆さんのニーズとしては、費用を

抑えていって、売上げを伸ばすのはもちろんなんで

すけども、コストを減らすことによって収益幅をち

ょっと維持していく必要があるかなという課題が

あるかなというふうに思っています。 

 それから、製造業を中心に人手不足がかなり今言

われていますので、この辺りの対策をどのようにし

ていくかというのは、ハローワーク等も含めてちょ
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っと検討していく必要があるかなと思っておりま

すが、そちらは、ちょっとまだ具体策、こういう効

果が対策を取ればいいよというところまではない

んですけど、課題感としては共有してるというとこ

でございます。 

 それから、もう１点ですけども、観光業といいま

すか、こちらのほうがコロナの動向によりまして急

にキャンセルが入ってきたりというようなところ

があったりして、金融機関のほうでは旅館業がちょ

っと一番きついのかも分からないなというような

お話をいただいてますが、先日、信用保証協会のほ

うとも話をしていったときに、この秋のカニシーズ

ンに向けて、そちらの準備のための資金繰りも始ま

ってきているので、先を見据えて頑張られているよ

うですという話は聞いておりますが、ちょっとこの

夏、沈んできたものの回復として、この秋からの観

光シーズンが重要かなというふうに考えてるとこ

でございます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） 豊岡市内の業者のことではな

いんですけども、かまぼこですね、かまぼこ、スケ

ソウダラが入ってこないと。例年どおり捕れてるん

ですけども、入ってこないと。世界的な需要が何か

多いらしくって入ってこない。したがって、原材料

費の高騰という、それも一つなんでしょうけども、

相当な高騰をしていると。さらに、木材関係も高騰

しておりますので、かまぼこの板の部分を国産品に

替えようというようなところもあるようです。さら

に、製造ルートを見直してコストを削減するという

取組もされていますようですし、何かサツマイモで

新商品も開発していかなきゃ、今までどおりの水産

品ばかりではもうできないと。もうすごく１００年

以上の老舗みたいですけども、商売を始めて１００

年に１回の危機だとかいうふうな話も聞きますし、

いろんな事情がそれぞれの業種によってばらばら

だと思いますよ。非常によくなっちゃった業者も逆

にあると思います。あると思いますが、今後のこと

も考えて、どういうふうにしていったらば将来の産

業につながるのかということを含めて考えていた

だきたいなというふうに思っとります。 

 もう一つ、臨時交付金の件です。今回の議会でも

ちょっと取り上げさせていただきましたけども、１

５日に私は１兆円かなと思っとったんですけども、

あの表現は、そしたら６，０００億円だという報道

がありまして、６，０００億円なのかと思ったら、

逆に今度は、６，０００億円だから、留保されてた

のが２，０００億円あるから８，０００億円ほどだ

から６月定例会の補正予算ぐらいに来るんかなと

思ってたら、４，０００億円プラス２，０００億円

だということで、総体として６，０００億円みたい

な話で、何が何だか分かんないというようなことも

ありますし、まだ９月の９日に対策本部が開かれて、

その日のうちに内閣府から通知が……。 

○分科会長（清水  寛） 質問をまとめて。 

○委員（石田  清） はい。来てるということなん

ですが、１０月の臨時国会に出される経済対策の中

に、また地方創生臨時交付金が含まれると。ただ、

それも冒頭に出すのか、去年みたいに１２月末の可

決で出すのかというようなこともありますんで、こ

れは質問じゃないんですけども、なるべく今分かっ

てる額でできる対策を早めに打たなきゃならない

んじゃないかなというふうに思っております。質問

にはなりませんが、よろしくお願いいたします。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと何点かだけ確認をさ

せてください。 

 リフォームの分なんですけど、１，０６５件で、

４件は今年度に繰越しみたいな感じで言っとられ

たんですけど、資材がないとか、そういう格好で途

中でもう申請をやめられたというようなことも聞

いたことがあるんですけど、その辺の件数把握と、

そして今４件のおうちはまだ今現在完了してない

んですか、その辺確認させてください。 

○分科会長（清水  寛） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） まず最初の質問です

けども、今手元のほうでは、最終的に取りやめられ

た件数というのはちょっと把握はできませんので、

また改めてでもよろしいでしょうかね。 
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 それから、４件中、現時点では３件完了していま

して、もう１件につきましても今年度中にはできる

ようには聞いております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） なかなか今もう９月ですんで、

そんだけ資材が入らへんのかなと思って不思議で

仕方ないんですけど。４件でまだ残っとるって、９

月で３件は完了ですか、そういう格好で聞いて、１

件はいまだにということですけど、そういうのが本

当に資材が入ってこないかなという、ちょっと不思

議でしゃあないなと思ったりもしております。途中

でやめた件数っちゅうのは、また委員長、後で資料

を出してもらってください。 

○分科会長（清水  寛） はい。 

 よろしくお願いします。 

○委員（西田  真） そしてプレミアム商品券なん

ですけど、これ非常にいいことだと思っております

し、８万セットが出とるんですけど、実際に換金さ

れてない方もあると思うんですが、その辺の件数的

なもんはどうなんでしょうがね、金額も含めて。そ

してそれはもう一般財源のほうに入るんでしょう

か、その辺もちょっと確認させてください。 

○分科会長（清水  寛） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 換金のほうにつきま

しては、５億２，０００万円売れてるんですけども、

５億１，７５８万円、利用率９９．５％となってお

りますので、２５０万円ほどは使われていないとい

うことになりますが、これらの取扱いにつきまして

は、申し訳ございませんが、返金ということはあり

ませんので、買われた方がそのまま使わずご負担し

ていただいたままということになっております。以

上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 私の知り合いにも、気がつい

たら、ちょっと期限が過ぎとったいうようなことも

あったりもするんですけど、その辺は、本人がしっ

かりその期間を把握して使用せなあかんの当然の

ことなんですけど、ちょっと注意喚起もしていただ

ければと思っております。今後からね。２５０万円

というのは、金額的にいったら仕方ないんかなと思

ったりもするけど、こういうことがないように注意

喚起をしていただくようよろしくお願いします。 

 そして７９ページの、どこだったいな。休業要請、

何かありましたね、１０万円の自主返納の分で、こ

れは何か調査が入りかけて自主返納のほうに切り

替えたとかいうようなことでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） こちらは歳出のとき

説明いたしましたけど、１５分の１４が県で、１５

分の１が市ということなんで、県の事業となります。

市のほうにはちょっと詳しい情報提供はないんで

すけども、県のほうに申出がありまして、県からは

自主返納ですということで市の負担分の１０万円

返金があったということですので、ちょっと詳細は

分からないところはございます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） あとふるさと納税、今６社と

いうことでしたですね。そしてリバーのほうですか、

成果報酬型とかいうようなことをお聞きしたんで

すけど、ほかも含めてどれぐらいの比率かをちょっ

とご紹介していただけませんでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 比率というのは、ど

の比率になりますでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） いや、成功報酬、例えば何ぼ

取ったら何ぼか、今言ったそのものの比率でありま

す。 

○分科会長（清水  寛） 宮垣課長。 

○大交流課長（宮垣  均） リバーの成果報酬につ

きましては、寄附いただいた額の１０％ということ

になっております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ほかの分のはどうでしょうか

ね。６社あるんですね。 

○分科会長（清水  寛） 冨岡課長。 

○環境経済課長（冨岡  隆） ふるさと納税のほう

６社、それぞれ手数料がまちまちなものですけども、
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どのように、それぞれのところを報告。 

○委員（西田  真） 簡単でいいです。 

○環境経済課長（冨岡  隆） 簡単で。ちょっとお

待ちください。すみません。手元の資料は返礼品も

入った金額になっておりまして、手数料的にはちょ

っと計算しないと分かりませんので、また改めて出

させていただきます。 

○委員（西田  真） また後でもらっておきます。 

○分科会長（清水  寛） そしたら、また改めて資

料提供よろしくお願いします。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほかございませんか。よ

ろしいか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 環境経済部の職員については、退席いただいて結

構です。ご苦労さまでした。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩いたします。再

開は１時。 

午後０時０５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後１時００分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） それでは、ただいまから

建設経済分科会を再開いたします。 

 それでは、第８３号議案、令和３年度豊岡市一般

会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたし

ます。 

 第８３号議案中、当分科会に審査を分担されまし

たのは、所管事項に係る歳入歳出決算書、実質収支

に関する調書、財産に関する調書等についてであり

ます。 

 次は、コウノトリ共生部に関する審査です。 

 農林水産課、コウノトリ共生課、地籍調査課の順

に説明をお願いします。 

 説明は、所管に係る歳出、歳入、最後に財産調書

の順でお願いします。 

 なお、説明に当たっては、必要に応じ資料のペー

ジ番号をお知らせください。 

 質疑は、全体の説明が終わった後に一括して行い

ます。 

 なお、昨日の台風について何か委員の皆さんにご

報告できることがあれば最初にお知らせください。 

 川端部長。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） 失礼します。

それでは、委員会の冒頭、少しお時間をお借りして

報告をさせていただきます。 

 昨晩１０時頃豊岡市に最接近しました台風１４

号によります被害は、現在のところ特にお聞きして

ないような状況です。今後、随時調査を進める中で

全体が把握できた時点ではまた何らかの形で皆さ

んのほうにお伝えすることになるかと思います。 

 今回の台風１４号につきましては、台風が近づい

てくるまでは幸いあまり雨が降らなかったので、総

雨量７０ミリから、多いところでも１００ミリ少し、

神鍋の辺りで超すぐらいな状況でした。 

 今回気になったのは、やっぱり風、過ぎ去ってか

らの暴風と、それから高潮による港地域の冠水被害

や船舶の損害というものは気になりましたが、現在

調査している範囲では大きな被害はないように聞

いております。 

 今後何か被害等出て、対応すべき被害が出てきま

したら、また部を挙げて対応していきたいと思いま

す。以上です。 

○分科会長（清水  寛） ありがとうございます。 

 それでは、農林水産課から順次ご説明お願いしま

す。 

 農林水産課、柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 農林水産課の令和３

年度の決算についてご説明をします。 

 まず、特徴的な動きを報告します。 

 計画の関係でございますけれども、（仮称）林業

ビジョンについて、策定に向けた検討委員会を設置

をし、検討を始めました。 

 また、２０２０年３月に策定をしました農業ビジ

ョンにつきましては、推進委員会を設置し、具体的

な事業展開について検討を始めました。 

 災害等の関係では、雪害による施設、ビニールハ



 29

ウスになりますけれども、復旧支援、お盆の長雨に

よる農地農業用施設への被害に係る復旧事業とい

った対応を行いました。 

 加えて、コロナ関係では、水産業分野の支援とし

てホタルイカの炊き込みご飯の缶詰を非常時の備

蓄品として購入をいたしました。 

 新たな動きとしましては、内町地区の圃場整備事

業の開始、測量設計等でございますけれども、始ま

ったということでございます。 

 神美トンネルの照明のＬＥＤ化の工事が完成を

いたしました。また順次ほかのトンネルもやってい

くというふうな方向でございます。 

 畜産業につきましては、クラスター事業による畜

舎の整備への支援。 

 森林関係では、地区要望の多い危険木処理等に支

援する森林環境保全対策事業、補助金の制度でござ

いますけども、新たに創設をさせていただいたとい

うふうな動きがございます。 

 これらを含めて決算書に沿って主なもののみ説

明させていただきます。 

 では、歳出でございます。１０３ページをお開け

ください。総務費になります。１０行目、基金管理

費です。農林水産課分は、下から９行目の森林環境

基金積立金３，１０７万５，７３４円と、その２つ

下、森林環境基金積立金（利子）２万４，３７２円

です。同基金は、森林環境譲与税の一部を積み立て

ております。 

 続きまして、１０９ページをご覧ください。下の

囲み、まちづくり推進費の地域おこし協力隊推進事

業費です。農林水産課分は、内数で１，５９５万４，

４１２円となります。農業分野への隊員として４名

が活動し、その活動の経費ということになります。 

 続いて、１５９ページをご覧ください。地方創生

交付金事業費です。下から１８行目、コウノトリ育

むお米ブランド化推進事業費１０７万５，２２７円

は、コロナの感染状況に留意をしながら国内の関係

先との調整を中心に行ってきたというふうなこと

でございます。 

 次は、新規就農総合支援事業費２，３９４万７，

７５１円です。補助金をご覧ください。新規就農者

確保事業費の２，１４３万４，３０８円は、全額国

の財源による農業次世代人材投資資金、年間１５０

万円を交付するというふうなものでございますけ

れども、１５人へ交付をいたしました。若手農家支

援事業費の２１０万円は、市単独事業で、農業用機

械の導入支援として１名へ交付をいたしました。 

 その下、豊岡農業スクール開校事業費９０２万４，

０００円は、新規の入校者３名と継続で学ぶ２名、

合計５名が学びました。その経費となります。新規

の３名のうち１名は、年度の後半からの入校という

ことでございました。 

 続いて、農林水産業費の農業費です。２５９ペー

ジをご覧ください。上から１１行目、農業振興事業

費になりますけども、その中の補助金です。特産物

集出荷施設整備事業費１８８万１，０００円は、Ｊ

Ａのピーマン選果場移設整備の支援に関するもの

です。令和３年度、令和４年度の２か年の事業で総

額５億６，０００万円程度の事業をＪＡは想定をさ

れとりますけれども、その１年目の事業として移設

整備先となる旧但東ライスセンターの進入路等の

整備が行われ、それに支援をさせていただきました。

次の雪害施設復旧事業費１，２３０万４，０００円

は、ビニールハウスの倒壊等の被害に対し復旧費用

を支援したもので、２３人、３４棟という実績でご

ざいました。 

 真ん中辺りの有害鳥獣駆除対策事業費は１億３

２２万９，０５９円となっています。主な支出は、

有害鳥獣の捕獲者等への謝礼金など報償金が７，５

５６万９，９５０円です。昨年度の捕獲実績は、鹿

が４，７２３、イノシシが１，１３２、その他、猿

とかヌートリア、カラス等でございますけれども、

２，２２６、合計で８，０８１といった結果でござ

いました。ちなみに２０２０年度は７，９５５とい

うことで、トータルの数字でいいますと一昨年を上

回る数値というふうな実績でございました。 

 ２６１ページをお開けください。１行目、鳥獣被

害防止緊急対策事業費は４，８８７万３，６２４円

の執行です。事業主体の豊岡市野生動物被害対策推
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進協議会が実施をする主に国の特措法による金網

柵を３地区、電気柵を１地区、ワイヤーメッシュ柵

を３地区に設置し、総延長は約２９キロメートルと

いう実績に対しての支援をさせていただきました。 

 その下、中山間地域等直接支払事業費は、中山間

地域の耕作放棄地の発生防止のための事業として

４０集落、２２３．６ヘクタールに対し支援をいた

しました。交付金は４，６４４万４，４８０円とい

う執行でございました。 

 その下、多面的機能支払事業費は、農地、農業用

水路等の保全活動に対して支援を行うものです。実

績は、１２１の組織で２，９７１ヘクタールの取組

に対して交付金を２億２，４２３万９，６５６円執

行させていただきました。 

 その次、環境保全型農業直接支払事業費は、地球

温暖化防止及び生物多様性の保全に効果の高い取

組へ支援するものです。対象者３９０人、６７１．

５ヘクタールの取組に対し、交付金４，４９４万９，

６４０円を執行しました。 

 続いて、２６３ページです。上の囲みの一番下、

豊岡市農業ビジョン推進事業費は、企業からの人材

派遣を受け事業推進策の検討を進めました。関係者

による推進委員会は、４回を開催をいたしました。

企業からの人材派遣に係る経費は３６９万７，９９

７円でございますけれども、特別交付税での対応と

いうふうな状況でございます。 

 ２６５ページをご覧ください。農地費です。上か

ら２つ目、農業用施設管理費です。真ん中辺りの整

備工事費のトンネル照明は、基幹農道のトンネルに

ついて順次ＬＥＤ化を進めるもので、昨年は神美ト

ンネルを実施をさせていただき、５，３０８万１，

６００円という状況でございます。４行下の防災対

策工事１，０７８万７，７００円は、日高町赤崎地

内のふるさと農道ののり面の安全対策に係るもの

でございます。 

 ２６７ページの最下段をご覧ください。繰越明許

分として、３，８１０万円の事業費と併せて実施を

させていただきました。 

 ２６５ページに戻っていただき、一番下の項目、

基盤整備促進事業費です。一番下の投資委託料の測

量設計等３，４００万円は、内町地区の圃場整備事

業に係るものです。 

 ２６７ページにまた移っていただきまして、一番

上の負担金のうち３番目の基幹農道整備事業費２，

８９３万５５円は、蓼川大橋の耐震化及び長寿命化、

五条大橋の耐震化に係る県営事業の工事負担金で

支出をいたしました。 

 ２６９ページ、畜産業費です。真ん中の囲み、畜

産振興事業費（繰越明許分）３，９０１万８，００

０円は、畜産クラスター事業として新規の畜舎整備、

これは出石町の暮坂でございますけれども、その分

に補助をいたしました。 

 ２７１ページです。上の囲み、ポンプ場管理費（繰

越明許費）６３９万９，８００円は、一日市排水機

場の長寿命化に係る調査設計業務を実施をいたし

ました。 

 ２７５ページをご覧ください。林業費です。真ん

中辺り、森林環境整備事業費をご覧いただきたいと

思いますけれども、その中の業務委託料の委員会運

営業務４２０万２，０００円は、（仮称）林業ビジ

ョンの策定検討委員会に係るもので、３回開催をい

たしました。森林経営計画調査業務１，６２８万円

は、森林整備の基礎データの整理、作成、森林台帳

の更新とか、地番図の作成でございますけれども、

こういったものを行った経費でございます。次の補

助金、森林環境保全対策事業費５２７万６６６円は、

集落の裏山等で住宅に影響を及ぼす危険木への対

応や小規模な森林整備の実施など集落要望が増加

している状況がございますので、新たに補助制度を

創設をいたしました。補助率は３分の２、補助金の

上限は１３０万円、下限が２０万円という設定で、

昨年は５地区に支援を行わせていただきました。 

 ２７７ページをご覧ください。水産業費です。一

番下の水産業振興事業費の消耗品のうち４３２万

円は、ホタルイカの炊き込みご飯の缶詰５，０００

個を非常時の備蓄品として購入したものでござい

ます。新型コロナウイルス感染症の拡大により水産

物の在庫が増大したというふうなことから、水産業
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の支援として当地の名物となりますホタルイカの

消費拡大として行ったものでございます。財源は、

地方創生臨時交付金を活用しての実施でございま

す。 

 ２７９ページをご覧ください。真ん中辺り、並型

魚礁設置事業費２，８０５万円は、津居山沖での魚

礁設置です。鋼製魚礁１基、コンクリートの角型魚

礁を３９基沈めて設置をいたしております。 

 ページが飛びまして、４１９ページをご覧くださ

い。農地農業用施設災害復旧事業費５９７万８，３

００円です。お盆の長雨による災害復旧となります。

農地、農業施設の復旧工事は、国庫補助事業４件、

起債による事業が７件、合計１１件を予定し、昨年

度完了分は９件、残り２件は繰越事業として本年度

での対応を行っている状況でございます。 

 歳出は以上でございます。 

 続きまして、歳入です。２１ページをご覧くださ

い。下から７段目、森林環境譲与税は６，３２０万

９，０００円でした。森林整備事業の財源に充てる

とともに、一部を基金へ積立てをしております。 

 ４１ページをご覧ください。真ん中より少し下、

地方創生推進交付金のうち、農林水産課分は４８７

万９，０００円となります。コウノトリ育むお米ブ

ランド化推進事業、豊岡農業スクール開校事業、ス

マート農業推進事業に充当をいたしております。 

 その下、地方創生臨時交付金のうち、農林水産課

分は５０１万２，０００円です。美しい村づくり資

金及び豊かな海づくり資金を借りられた方への利

子補給金、水産加工品、缶詰の購入経費に充当をい

たしております。 

 続きまして、４７ページから４９ページにかけま

して、農林水産課分の県補助金を掲載をしておりま

す。主だったもののみ説明をいたします。 

 ４９ページのほうをご覧ください。上の囲みの真

ん中辺り、農地整備事業費補助金５１０万７，０８

０円は、日高町赤崎地内のふるさと農道ののり面対

策。その下、農業水路等長寿命化・防災減災事業費

補助金は、内数となりますけれども、神美トンネル

の照明のＬＥＤ化分３，３９７万２，２２４円を含

んでおります。その２つ下、農山漁村振興交付金１

８８万１，０００円は、ＪＡのピーマン選果場移設

整備に係るもの。その下の雪害施設復旧補助事業費

補助金８６４万５，０００円は、壊れたビニールハ

ウスの復旧支援分となります。その下、農地整備事

業費補助金（繰越明許分）２，７８１万３，０００

円も日高町赤崎地内のふるさと農道のり面対策に

係るものでございます。その２つ下、農村地域防災

減災事業費補助金（繰越明許分）は、内数となりま

すけれども、一日市排水機場の調査設計６３９万９，

８００円を含んでおります。その下の畜産クラスタ

ー事業費補助金（繰越明許分）３，９０１万８，０

００円は、出石町暮坂の畜舎建設に係るものでござ

います。 

 ５３ページをご覧ください。下から９枠目の基盤

整備促進事業委託金３，５３６万円は、内町地区の

圃場整備事業に係るものでございます。 

 ６３ページをご覧ください。真ん中辺り、地域振

興基金繰入金のうち１，５０６万５，０００円が農

林水産課分でございます。豊岡農業スクールの開校

事業ほか４事業に財源充当させていただいており

ます。 

 ８１ページをご覧ください。真ん中辺りに土地改

良関係、治山関係の起債事業を明示しております。

この分につきましては、またご清覧をいただけたら

というふうに思います。 

 ８５ページをご覧ください。下から６枠目、単独

災害復旧事業債は、農地農用施設災害復旧事業の小

災害分に対応するものでございます。起債事業のも

のでございます。 

 以上で歳入を終わりとさせていただきます。 

 次は、財産調書のほうに移ります。５９０ページ

をご覧ください。昨年度に動きのあったもののみに

ついてご説明をさせていただきますけれども、まず

行政財産の建物に関する調書のうち、公共用財産の

その他の施設の項目です。一番下の枠です。農林水

産課関係分としては、２番目の楽々浦交流館以下、

木の薫る森山交流促進センターまでの６施設につ

いて行政財産から普通財産への所管替えを行って
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おります。 

 続いて、５９６ページをご覧ください。普通財産

の建物に関する調書では、先ほどの６施設、上から

３行目からになりますけれども、行政財産から普通

財産への所管替えの後、令和３年４月１日付で地元

区へ譲与しております。これは公共施設マネジメン

ト計画に定める集落の集会施設について、地元へ譲

渡する方針によるものでございます。 

 ６０３ページをご覧ください。基金についてです

が、下から７行目、森林環境基金は、昨年度３，１

１０万円を積立てをし、総額５，８７６万９，００

０円となっております。これは森林環境譲与税から

の積立てとその利息というふうなことでございま

す。 

 簡単でございますけども、これで農林水産課分の

説明を終わります。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、コウノトリ共生

課、宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 歳出から順に

主なものを説明してまいります。まず、決算書は１

０３ページをお開きください。上段の基金管理費の

うちコウノトリ共生課に関するものは、中ほど、コ

ウノトリ基金積立金のうち、ふるさと納税使途分１，

０００万円を除いたところの６６９万４，３５８円

です。文化館で受け入れております環境協力金、そ

れから個人、企業、団体等から受け入れる一般寄附

金の合計になります。 

 次に、１０９ページをお開きください。下段、地

域おこし協力隊推進事業費をご覧ください。コウノ

トリ共生課に関するものは、隊員１名分として４６

０万９，６７０円となります。出石川から加陽湿地、

それから近隣にあります里山に係る自然を一体的

に活用した自然保育、環境学習に取り組んでいただ

いております。 

 次に、１１９ページをお開きください。下段にな

りますけども、コウノトリ文化館管理費につきまし

ては、例年どおり指定管理の委託料となりますので、

割愛させていただきます。ちなみにですが、コウノ

トリ市民研究所に委託しております委託期間は、平

成２２年度が最終となります。 

 次に、その下、１１９ページから１２１ページに

かけて書かれておりますコウノトリ野生復帰推進

事業費をご覧ください。１２１ページの上段になり

ますが、コウノトリ野生復帰の啓発パンフレットの

更新費用といたしまして１９万４，１５０円を執行

させていただいております。 

 その下、中ほどになりますが、コウノトリ生息地

保全対策事業費をご覧ください。戸島湿地で活動し

ております地域再生協働員１名に係るものとして

報償金２７０万円を執行したほか、３１か所、約１

２ヘクタールに広がる水田ビオトープの維持管理

委託料としまして３１７万５，５１８円を執行して

おります。この水田ビオトープ維持管理委託料の中

には、環境学習に協力した際の加算金を含んでおり

ます。 

 その下、ハチゴロウの戸島湿地管理費は、コウノ

トリ文化館と同様、指定管理の委託料となっており

ますので、割愛させていただきます。 

 さらにその下、１２１ページから１２３ページに

かけて記載されておりますラムサール条約関連事

業費をご覧ください。小・中学校でラムサール条約

湿地の学習をする際に活用できる教育素材の撮影、

制作手数料として２１万５，０００円を執行いたし

ました。 

 １２３ページの上段、生物多様性推進事業費をご

覧ください。田結湿地の漏水対策、それから戸島湿

地の管理道の修繕に係る作業手数料として合計で

６０万５，０００円を執行いたしました。また、小

さな自然再生補助金として２７万９，０００円を執

行いたしました。７件分になります。 

 その下、コウノトリ未来・国際かいぎ開催事業費

をご覧ください。昨年の１０月末、１年延期した後、

兵庫県と豊岡市の共催で７年ぶりに開催いたしま

したコウノトリ未来・国際かいぎですが、県と市が

それぞれ５２０万円ずつ実行委員会に支出し、トー

タル１，０４０万円で精算いたしました。令和３年

度の本市の支出が４２０万円となっておりますの

は、令和元年に準備金として豊岡市が１００万円を
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先行支出しているためです。 

 その下、コウノトリ次世代育成事業費をご覧くだ

さい。この事業では、コウノトリＫＩＤＳクラブの

運営のほか、田んぼの学校への講師派遣、コウノト

リの野生復帰の研究等に取り組む高校生等の活動

支援など未来を担う子供たちの育成事業に４４万

円余りを執行しております。 

 その下、加陽水辺公園管理費につきましては、加

陽水辺公園の管理ということで、例年どおりですの

で、割愛させていただきます。 

 ４１９ページをお開きください。上段、学校給食

費の賄い材料費につきましては、コウノトリ育むお

米と一般米との差額負担としまして、一般会計とコ

ウノトリ基金が１対４でその差額を負担しており

ます。令和３年度は、コウノトリ基金で６７３万７，

０００円を負担しております。 

 歳出につきましては以上になります。 

 次に、歳入を説明します。５３ページをお開きく

ださい。一番上の段ですが、地域再生協働員設置事

業委託金につきましては、コウノトリ野生復帰の取

組を通して地域づくりを行う地域再生協働員１名

に係る委託金です。令和３年度につきましては、３

年任期のうちの２年目ということになっておりま

す。 

 次に、５９ページをお開きください。中ほど、コ

ウノトリ基金寄附金です。歳出のところでも少しお

話ししましたが、コウノトリ文化館の来館者から受

け取る環境協力金に一般の寄附金を加えたもので

す。令和３年度も新型コロナウイルス感染症の影響

でコロナ前の７割弱の歳入にとどまっております。 

 次に、６３ページをお開きください。上段のコウ

ノトリ基金繰入金２，０６４万９，０００円及び中

段の地域振興基金繰入金、こちらは内数になります

が、６８３万５，０００円につきましては、それぞ

れ本課の各種事業を執行するに当たりまして財源

として活用させていただいております。 

 以上で歳入の説明を終わります。 

 最後に、財産に関する調書について説明いたしま

す。ページは、６０３ページをお開きください。６

０３ページの上から５行目、コウノトリ基金をご覧

ください。コウノトリ基金の令和２年度末現在高は、

次の６０４ページに記載されております４月以降

に歳入された参考・債権を加えまして３，８１３万

９，０００円となります。同様に、令和３年度末の

現在高は３，４２１万８，０００円となります。全

体としましてはマイナス３９２万１，０００円とい

うことで、少し基金が減る方向になっております。 

 以上でコウノトリ共生課の説明を終わります。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、地籍調査課、依

田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） 令和３年度豊岡市一

般会計歳入歳出決算、地籍調査事業費につきまして

歳出から説明いたします。２６７ページをご覧くだ

さい。備考欄の上から……。 

○分科会長（清水  寛） ちょっと待ってください。

（「２６２」と呼ぶ者あり） 

○地籍調査課長（依田 隆司） ２６７ページをご覧

ください。備考欄の上から２６行目、真ん中辺りの

地籍調査事業費（地籍調査課）で、金額は１億３，

１０７万２，８１８円です。このうち１億３，０６

７万円が補助対象事業費になります。支出の主なも

のですが、３６行目の業務委託料１億２，７６０万

円です。これは現地立会い調査や測量などの業務委

託料となります。調査地区は、森津ほか９地区です。

なお、山陰近畿自動車道竹野道路に先行する地籍調

査として江野地区、竹野町林地区、竹野町坊岡地区

の一部におきまして一筆地調査の現地立会いに着

手し、城崎道路に先行します地籍調査として城崎町

上山地区の一部におきまして一筆地調査の事前準

備として法務局調査等に着手しております。 

 次に、２６９ページをご覧ください。備考欄の上

から２行目、地籍調査事業費（繰越明許分）です。

金額は７，８８５万４，０００円です。このうち７，

５４１万８，７００円が補助対象事業費です。支出

の主なものですが、１５行目の業務委託料７，６１

８万４，９００円で、同じく現地立会い調査や測量

などの業務委託料です。調査地区は、高屋ほか１１

地区になります。これらによりまして調査済面積が
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約５平方キロメートルの増となりまして、８４．２

平方キロメートルとなり……（発言する者あり）す

みません。ちょっと訂正お願いします。調査済面積

が約５平方キロメートルの増の８４．２平方キロメ

ートルとなり、豊岡市全体の調査面積６５７．０７

平方キロメートルに対します進捗率は１２．８％と

なりました。 

 歳出の説明は以上です。 

 次に、歳入です。４９ページをご覧ください。目

の５、農林水産業費県費補助金のうち、備考欄の上

から３行目の地籍調査事業費補助金１億６３６万

１，０００円です。これは補助対象事業費に対しま

す県からの補助金です。 

 次に、備考欄の上から２５行目、真ん中辺りにな

りますけども、地籍調査事業費補助金（繰越明許分）

の５，６９６万３，４００円です。これは繰越しの

補助対象事業費に対します県からの補助金です。 

 次に、７７ページをご覧ください。目の６、雑入

のうち、備考欄の上から２行目、事業協力補助金、

公共事業円滑化推進協力金４３６万２，０００円で

す。これは山陰近畿自動車道竹野道路及び城崎道路

に先行して実施します地籍調査に対する県からの

協力金です。 

 歳入の説明は以上です。 

 次に、６０１ページをご覧ください。財産に関す

る調書のうち地籍調査課が保有します物品は、軽四

輪乗用車１台、普通乗用車１台、事務機械として地

籍調査事務支援システム一式、事業用機械として測

量機器トータルステーション一式です。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 午前中もちょっと地域おこし

協力隊のことを少し聞いた関係で、午後もちょっと

それを聞かせてもらいます。農林水産課ですが、最

初、４名で１，０００万円少し言われました。コウ

ノトリ共生課で１人で４６０万円だったかな、言わ

れたと思うんですけど、結構あれですね、１人当た

りの額が違うもんなんですね。何でなんだろうなと

いう。 

○分科会長（清水  寛） 山本参事。 

○農林水産課参事（山本 隆之） 地域おこし協力隊

につきましては、報酬と活動費っていう２つ分かれ

てくるんで、報酬は全て皆さん同じ月単価になりま

すので、そこのベースの部分は変わらないんですけ

ども、活動費については、それぞれ必要な、１人当

たり大体枠といいますか、これぐらいという目安は

お伝えはしてるんですけども、使用される方、必要

じゃない方っていう方がいらっしゃいますので、そ

の辺でちょっと個人ごとに差異が出てるのかなと

いうところでございます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 何点か聞かせてください。 

 有害鳥獣の関係なんですけど、８，０８１頭、昨

年は７，９５５頭と、昨年より増えとるということ

でありますけど、この鹿、イノシシ、その他、猿と

かヌートリアとおっしゃっとったんですけど、これ

の有害鳥獣の捕獲に当たっての補助金でしたかね、

そんなんの金額を教えていただきたいと思います。

いっぱいあるんだったら後で資料提出してもらっ

ても結構ですけど、主立ったもんだけ金額を言って

いただければありがたいと思います。 

 そして捕獲の種別がありますね。銃とか、わなと

か、籠的なもんもあったと思いますが、それぞれち

ょっと説明していただければありがたいです。取り

あえず以上で。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） それでは、また資料

提供させていただきたいと思いますけれども、何点

か参考に申し上げたいと思います。 

 まず鹿に係るものとして、専任班の方たちが銃で

猟をしたという場合には２万円、これは処分費込み
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の金額でございます。専任班の方がわなで対応され

た場合には１万５，０００円というふうな形でござ

います。これは専任班ですし、捕獲班の方がやられ

た場合につきましては、銃の分で１万６，０００円、

わなの分で１万２，０００円というふうなことでご

ざいます。 

 イノシシにつきましては、１頭当たり５，０００

円というふうな単価でございます。主だったところ

は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 後で細かい資料提出、委員長

のほうからよろしくお願いします。 

○分科会長（清水  寛） 資料のほうよろしくお願

いします。 

○委員（西田  真） そしてこの写真とか、何か以

前は尻尾とかそんなんいろいろとあったと思うん

ですけど、証拠品ですね、その辺は駆除していただ

いとる方に負担やなんかはなってないんでしょう

か。その辺はどうでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 負担というのがどの

程度のお話なのかというのがちょっと分かりませ

んけれども、適正に報償費をお支払いをさせていた

だくためには同じような写真で対応していただく

わけにはいきませんので、それぞれ分かるようにや

っていただいてるというのは現状でございます。報

告される方の手間は多少あるかも分かりませんけ

れども、それは適正な事務執行のために必要だとい

うふうにご理解いただけたらと思います。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） いろいろと間違いといいます

んか、余分な請求してもらったら困りますんで、そ

れをちゃんとしてもらったらそれはそれでいいで

すけど、間違いないように簡略的にしていただくよ

うなことでお願いしていきたいと思います。 

 そして駆除されたイノシシとか鹿なんですけど、

どういうふうな感じで処分をされとるでしょうか。

例えば山奥のほうで、そんなもんは持って出れたり

しませんし、埋めようと思ったって相当な人力が要

るんですけど、どういうような格好で指導されとる

んでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 一般質問でもありま

したように、有効活用されるようなケースとして、

民間の事業者の方が食用の肉として使われたり、あ

るいはペットフードに転化されるようなことが一

部ありますけれども、多くの場合は現地での埋設処

理というのが原則になっております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 埋設処理いうのは、もう原則

は重々分かるんですけれども、その辺のもう体力的

なもんが相当大変だと思うんです。実際には、言い

方変ですけど、そこらに放置しとっても獣が全部食

べてくれるんで、骨だけになるんですけど、その辺

は当然知っとられると思うんですけど、それでどれ

ぐらい埋設するか。もうかぶせるだけでいいとか、

そういう感じなんでしょうか。どうでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） ちょっと正式な基準

までは承知をしとりませんけれども、現地での埋設、

適正にしていただくということが原則ですけども、

やはり地形上の問題であったり、いろんな要素が加

わりますので、必ずしも埋設が全てできてるかどう

かというと、できてない部分もあるんだろうという

ふうには認識しておりますけれども、そこの場所で

考え得る適正な処理をしていただいてるというふ

うに理解をしております。また、そのように指導を

していきたいというふうに思ってます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） その程度の指導で結構かと思

います。実際に本当に埋設処分いったら大変な労力

でもありますんで、その辺はよう分かっとられると

思いますけど、そういうことでよろしくお願いして

おきます。 

 あと１２３ページの小さな自然再生支援ですけ

ど、７件分で２７万９，０００円ということですけ

ど、これはどんなんでしたかいね。ちょっと詳細を

教えていただけませんでしょうか。 
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○分科会長（清水  寛） 宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 小さな自然再

生活動の具体的な例としましては、カンアオイとい

う希少な植物があります。（「何だって」と呼ぶ者

あり）カンアオイという希少な植物があります。そ

れを鹿の食害から保護するために保護柵を周りに

設置するというような例であったり、高校生が稲作

を通じた自然環境体験活動ということで、無農薬で、

インターアクト米というふうに名づけられており

ますが、そういった米作りを行うであるとか、あと

はコミュニティのほうがビオトープを活用した八

条まつりというような企画をされた際に子供たち

にビオトープの生き物調査をさせて足元の自然は

どんなのかという環境学習をさせるというような

ことがありますし、あと港のほうでは例年恒例的に

行われております浜清掃ですね、上流から流れてく

るごみの回収、それから上流に対するごみを流さな

いでねという啓発、こういったものに活用されてお

ります。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 希少種いうので今ちょっとカ

ンアオイとかおっしゃったんですけど、ちょっと聞

き慣れんやつなんですけど、この希少種っちゅうの

は豊岡市内でその辺の、どういいますん、コウノト

リ共生課として把握やなんかもかなりされとるん

ですか。どうでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 希少種に関し

ましては、また別の事業も手がけておりまして、ノ

アの方舟という事業です。日高の神鍋高原のほうで

あったり、市街地の近くであれば高屋のほうであっ

たり、城崎の町なかであったり、いろんなところに、

カンアオイだけではないんですが、ブナの木である

とか、ザゼンソウというようなものがございますの

で、それぞれに保護柵を設けて、主に鹿の食害です

ね、から保護してるという事業もあります。 

 そこに乗っからない部分で民間がさらに手を加

えてくださったというのが小さな自然再生でご紹

介したカンアオイの植生保護柵というところなん

ですけども、我々も植物の専門家もしくは動物、昆

虫の専門家の方々と意見交換をしながら、どれを今

守る必要があるのかというところで協議しながら

予算の範囲内で対応しているというところが実情

でございます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） いろいろとそうやって調査と

か保護とかしてもらうのは結構なことなんですけ

ど、その辺の、どういいますか、私ども議員のほう

に、どういいましょうか、報告はしていただいとる

んですかね。 

○分科会長（清水  寛） 宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 事細かにこの

場所でこの種を守っているということは報告して

おりませんが、事務報告書のほうでは毎年これの記

載を、場所と面積ですね、は掲載させていただいて

おります。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） そうやってまとめてもらっと

ったらそれで結構ですけど、私どもがちょっと見て

ないだけだと思いますんで、継続的にやっていただ

きたいと思ってますので、よろしくお願いしたいと

思います。以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほかにございませんか。

（「よろしいか」と呼ぶ者あり） 

 森垣委員、どうぞ。 

○委員（森垣 康平） １５９ページに関わることで

すけど、新規就農の入り口として新規就農確保事業

ってやつと農業スクールとあると思うんですけど、

ここの違いはどういった、待遇の違いとか、年数の

違いとかをちょっと教えていただけたらと思うん

ですけど。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） まず農業スクールに

つきましては、農業技術を学ぶというふうな制度で

ございますので、いわゆる親方農家に弟子入りとい

うのか、そこで２年あるいは最長３年というふうな

期間技術を学んでいただくための制度として設定

をしてるものでございます。 
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 その方が卒業して、実際に自分で独立就農すると

いうふうな場合に、機械の支援が必要であったり、

あるいはすぐに収入が確保できるわけではござい

ませんので、国のほうが生活支援というふうなこと

も含めて資金の提供するというふうな制度を持っ

ておりますので、スクールで学んだ後、実際に農業

に入っていただくときに支援をするものが新規就

農総合支援事業というふうな関係性だと理解をし

ていただいたら結構かと思います。 

○分科会長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） これはよく、そしたら流れは

分かりました。 

 もう一つ、地域おこし協力隊３名さんが農業法人

にたしか就かれてると思うんですけど、この方々も

基本的には将来的には農業法人で働きたいという

ような意味合いもあると思うんですけど、この人た

ちと農業スクールの人たちの違いって何かある。も

う待遇が明らかに違うと思うんですけど。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） まず制度が違います

ので、待遇がそれぞれ定められた中で違ってくると

いうのが現状です。 

 地域おこし協力隊は、ご存じのとおり都市部から

こちらに来ていただいて活動するということが基

本の形でございますので、豊岡市に在住の方が地域

おこし協力隊となって活動するということは基本

的にあり得ないということです。ですので、市外か

ら来ていただいた方が農業なり農業以外の活動に

向けてされる場合に活用できる制度で、大体単価も

農業スクールの方たちよりは少し高めの支援がな

されてるかなというふうに思います。 

 農業スクールのほうは、もう担当課のほうとして

は、がっつり農業に入っていただくというふうなこ

とを基本にして、先ほども言いましたように農家に

ずっとついていただいて技術等を学んでいただく。

その中で、最低限といいますか、あまり市の事業で

すので、たくさんのご支援ができないという現状は

ありますけども、できる範囲で生活費的な支援もさ

せていただいてるというふうなことで、ちょっと入

り口が違いますので、制度自体の中身も少し違って

くるというふうな状況です。 

○分科会長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） それでしたら都会から農業ス

クールに来て新規就農支援を受ける、この流れはち

ょっと正直金銭的にしんどくないかなっていうの

はちょっと思ってまして、その辺は何か皆さんから

は、都会からという人は少ないんですかね。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 農業スクールの制度

を利用して市外から来られて就農されてるという

実例もございますので、全然ゼロではございません

けれども、地域おこし協力隊として今、市のほうが

募集をさせていただいてるのは、どちらかというと

がっつり就農しますという、自分自身で農業します

というよりは農業と何かセットにして自分がやり

たいことを農業に関連した活動をするというふう

なことを想定して今導入しとりますので、その人が

何か就農ということを目指して活動を設定してる

ということではありません。 

 ただ、やりたいことやる中で農業を知らないとや

りたいことができないので、農業技術も学んでおら

れるというふうなことはあろうかと思います。です

ので、ちょっとそこのがっつり農業するのか、がっ

つりという言葉あれですね、しっかりと農業の就農

ということなのか、農業を活用した何か事業を自分

でやりたいのかというあたりで仕分けさせていた

だいてるということです。 

○分科会長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） すみません。一番言いたいの

は、市外から新規就農で来たい若い人たちがちょっ

とハードルが高いというか、条件が悪い状態になっ

ていないかなというちょっと声を聞いたもので、何

とか、多分市内の親元で暮らしている人たちを新規

就農にしてもらうという、農業スクール、多分そっ

ち側の仕組みになってるので、ではなくて、大阪と

か神戸からでも呼べるような体制にまで持ってい

けたらもう少し窓口が広くなるんじゃないかなと

いうのをちょっと思ってまして、こういったことを
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聞かせてもらったんですけど、それに地域おこし協

力隊のほうにちょっとスライド、でも仕組み的にお

かしい。何かちょっともう少し外部から新規就農の

人が増えるような、少し待遇をよくしてあげてほし

いなと思ってちょっとご意見言わせていただきま

した。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 今おっしゃっていた

だいたのは、いわゆる生活費的な支援の部分で市の

制度のほうが少し劣ってるというふうな状況は感

じとりますので、ちょうど今年度で１０年たって、

来年度からまた新たな、第２期といいますか、制度

を少し改変したいというふうにも思ってますので、

そういった中でその辺の差が少しでも縮まるよう

に制度設計をしていきたいなというふうには思っ

てます。 

○委員（森垣 康平） よろしくお願いします。以上

です。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。ほか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 一つ、さっき言われた中で給

食費にコウノトリ基金が充てられてますか。何かそ

んなふうにさっき聞いたんですけど、ちょっと教え

てください。 

○分科会長（清水  寛） 宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 給食にコウノ

トリ育むお米を、減農薬米を使用しております。慣

行米よりも少し高値ということもありまして、そこ

の差額をコウノトリ基金と一般会計で負担してお

ります。比率は、一般会計が１、コウノトリ基金が

４ということで、５分の４を基金で負担しており、

その金額が６７３万７，０００円になりますという

ことでございます。 

○委員（須山 泰一） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。（「１

件だけ」と呼ぶ者あり） 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 地籍調査の関係でお尋ねしま

すけど、今現在９地区とおっしゃってたですけど、

その９地区をちょっと教えていただきたいのと、ほ

んで立会いの単価もちょっと教えていただければ

と思います。（「その９地区をお答えします」と呼

ぶ者あり） 

○分科会長（清水  寛） 依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） ９地区の内訳なんで

すけども、森津、江野……（「ちょっとゆっくりお

願いします」と呼ぶ者あり）滝、竹野町林、竹野町

坊岡、城崎町上山、吉井、竹野町小城、但東町西谷、

出石町荒木。以上の９地区です。（「立会いの単価」

と呼ぶ者あり） 

○分科会長（清水  寛） 依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） すみません。立会い

の単価といいますと。（「地籍調査に同行されると

きの。よろしいか」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 地籍調査に同行してますね、

この役員さんが。そのときの立会いの単価をお聞き

しとるんです。 

○地籍調査課長（依田 隆司） １日７，０００円で

す。半日ですと３，５００円を報償として支払って

おります。以上です。  

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） その単価いうのは、どこが基

準なんですかね。これ国の基準か、県の基準がある

んでしょうか。どうでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） 基準というのでなく

て、地籍調査始まった当初からの……（発言する者

あり）そうですか。すみません。用地課の立会い謝

金を参考にしとるそうです。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今、用地課の立会い謝金とい

うことでありました。これはずっと以前からですか。

これ最低賃金とか、その辺は加味は十分できとるん

でしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） たしか地籍調査が始



 39

まった最初からこの金額でいきとると思います。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 最低賃金やなんかはその辺は

確認できてますか。どうでしょう。 

○分科会長（清水  寛） 依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） すみません。そこま

でちょっと確認しておりません。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） これ８時間計算ですか。どう

でしょう。１日は何時間で割ってますか。 

○分科会長（清水  寛） 依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） 時間単価ではなしに、

立会いのスタートが朝８時から大体夕方５時頃ま

でしとりますので、それで半日ですと、午前中です

と朝８時から１２時まで、それを超えて時間を超え

る場合があるんですけども、例えば１時とか、２時

ですとか、そういうときにはもう１日単価の７，０

００円をお支払いしとります。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ８時から５時、例えば８時か

ら１２時まで、これ割ったら４時間とか８時間にな

りますよね。それを最低賃金やなんか当然のことで

それを加味させんと具合悪いと思いますんで、その

辺も確認をちょっとしていただいて、また委員長の

ほうに報告していただければと思いますんで、よろ

しくお願いしたいと思います。これは最低賃金とは

関係ないとかいうような部類が何かあるんですか

ね、特例か何かで。その辺どうでしょう。 

○分科会長（清水  寛） 依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） ちょっと調べてみま

すけども、やっぱり時間単価というのは今までから

考慮してないといいますか、半日３，５００円、１

日７，０００円として地籍調査のスタートからいき

ましたもんですから、またちょっと確認したいと思

います。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） どんな職種に関しましても最

低賃金っちゅうのは、もうこれはそれで計算すべき

もんでありますんで、何か特例とかそんなんがあれ

ば別なんですけど、その辺はちょっと確認して、ま

た委員長のほうに報告していただけませんでしょ

うか。 

○分科会長（清水  寛） 依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） 分かりました。確認

させていただきます。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○分科会長（清水  寛） その他ありませんか。 

 そうしましたら、質疑を打ち切ります。 

 コウノトリ共生部の職員については、退席してい

ただいて結構です。ご苦労さまでした。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩いたします。再

開は２時１０分。 

午後２時０２分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時１０分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） したら皆さんおそろいで

すので、ただいまから建設経済分科会を再開いたし

ます。 

 それでは、第８３号議案、令和３年度豊岡市一般

会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたし

ます。 

 第８３号議案中、当分科会に審査を分担されまし

たのは、所管事項に係る歳入歳出決算書、実質収支

に関する調書、財産に関する調書等についてであり

ます。 

 説明は、所管に係る歳出、歳入、最後に財産調書

の順でお願いいたします。 

 なお、説明に当たっては、必要に応じて資料のペ

ージ番号をお知らせください。 

 質疑は、全体の説明が終わった後に一括して行い

ます。 

 なお、昨日、台風で様々な状況がもしお分かりで

ありましたら簡単に委員の皆さんにご報告いただ

けたらと思います。 

 澤田部長。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） 昨日から今日の未明

にかけて来ました台風１４号の関係なんですけど
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も、この都市整備部に関する被害状況はございませ

んでした。 

 ただ、昨日は、但馬空港が欠航、それからＪＲも

午後３時以降欠航という、運休という状況です。 

 ＪＲにつきましても今日の午後からほぼほぼも

う運行再開という状況になっております。 

 バスについては、昨日も今日も予定どおり運行し

てます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） ありがとうございます。 

 それでは、建設課、都市整備課、建築住宅課の順

に説明をお願いいたします。 

 建設課、冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） よろしくお願いします。

それでは、まず建設課の歳出のほうから説明させて

いただきます。決算書の１４３ページをお開きくだ

さい。備考欄で説明をさせていただきます。１４３

ページの……。 

○分科会長（清水  寛） ちょっとお待ちください。 

○建設課長（冨森 靖彦） すみません。（発言する

者あり） 

○分科会長（清水  寛） 暫時休憩します。 

午後２時１０分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時１１分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） それでは、会議を再開し

ます。 

 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） １４３ページをお開きく

ださい。備考欄の上から２つ目ですが、但馬空港周

辺用地管理費ということで１６４万９，９４６円で

す。これは例年どおり県所有の但馬空港用地につい

て地元地区へ管理委託をしているものです。 

 続きまして、１６１ページをご覧ください。１６

１ページの上から８行目ぐらいですが、地方創生推

進事業費ということで、城崎温泉街交通環境改善事

業費です。１４万８，５５０円です。これにつきま

しては城崎温泉街の交通環境改善協議会というも

のがありますので、そちらの運営費用ということで、

昨年度はそぞろ歩きのできる温泉街を目指すとい

うことで、そぞろ歩きルールというものをつくって

おりますので、それらの啓発活動等を行っておりま

す。 

 続きまして、１８１ページをご覧ください。１８

１ページの真ん中辺りですが、港湾統計調査費とい

うものがあります。こちら１万９，０００円です。

これは津居山港や竹野港の船舶の入港調査で、県か

らの委託事業となっとります。 

 続きまして、３０１ページをご覧ください。３０

１ページの下から５行目になりますが、土木総務費

の建設課分ということで、額にいたしますと２，１

８９万３，６４２円になります。 

 次のページをお開きください。３０３ページです

か、主なものといたしましては、上から８行目にあ

りますが、業務委託料ということで、地下水の観測

であったり、一級水準測量業務等を例年どおり行っ

ております。また、そこから９行ほど下になります

が、整備工事費ということで、これは平成１６年の

台風２３号によります激特事業で残土がたくさん

出ております。この残土を小河江の残土処分地のほ

うに入れておりまして、こちらが完成いたしました

ので、その整備工事ということで、土地の周りのフ

ェンスであったり、倉庫、それからトイレ、駐車場

などの整備を行っているものです。 

 続きまして、その下です。急傾斜地崩壊対策事業

費です。これも県の行います急傾斜地対策事業に伴

います負担金などということで、事業費全体では６，

３１９万２，５６３円ですが、負担金は６，１７３

万２，０００円ということになっております。 

 続きまして、同じページですが、下のほうに行き

まして、用地対策事業費です。２０５万１，２６３

円です。この中で主なものといたしましては、業務

委託料ということで未登記箇所の測量業務で、昨年

はＪＲ敷地と市有地との交換未登記等について業

務を行っております。 

 続きまして、３０５ページをお開きください。上

から３つ目の枠になりますが、内水処理事業費です。

２億７，９７１万６，２０４円ですが、こちらにつ

きましては現在下陰で整備をしております（仮称）
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福田排水機場の整備工事費ということで執行させ

ていただいております。 

 その同じ枠の中ですが、同じく内水処理事業費と

いうことで繰越明許分、こちらも２０２０年度から

の繰越しということで、福田排水機場の造成工事を

行っております。 

 続きまして、同じページのその下ですが、排水機

樋門管理費になります。この中で人件費というとこ

ろで、建設課分ということで４９５万１，６６１円

の支出をしております。これにつきましては国、そ

れから県から委託を受けております排水機場や樋

門の操作員さんの点検であったり、実際に出動して

いただいたときの手当ということで人件費という

ことで支払いをさせていただいております。 

 続きまして、同じページの下から９行目になりま

す。排水機樋門管理費、建設課分ということで１，

６４５万５，４０７円となります。 

 こちらにつきましては、次のページ、３０７ペー

ジをお開きください。主なものといたしましては、

上から保守点検委託料ということで、宮島のポンプ

場、それから下鶴井のポンプ場等のポンプの点検や

施設の整備等を行っております。それからその枠の

一番下になりますが、補修工事費ということで昨年

度は日高の江原樋管の補修工事、これは樋管の、樋

門の扉ですね、扉を更新する工事を行っております。 

 続きまして、同じページのその下の枠ですが、緊

急処理事業費ということで１７２万１，５００円で

す。こちらにつきましては昨年度は８月のちょうど

お盆の時期に停滞前線によります大雨がありまし

た。その際に宮島や森津に応急ポンプを設置してお

りますので、その費用等になっております。 

 続きまして、同じページの一番下の枠になります。

道路橋梁総務費です。こちらの建設課分ということ

で７７１万５１２円となります。こちらにつきまし

ては下から４行目にあります業務委託料というこ

とで、道路台帳の更新業務等が主な支出となってお

ります。 

 続きまして、３０９ページをお開きください。同

じく道路橋梁総務費の中の上から２行目ですが、負

担金ということで、そこに書いてあります８団体、

それからずっと下がりまして、補助金ということで、

そちらに書いております４団体に支出をしており

ます。 

 それから次が、同じ枠ですが、道路橋梁管理費と

いうことで、建設課分ということで１，３４５万９，

４１８円となっております。こちらにつきましては

修繕料ということで、車両の点検整備費等、これは

例年どおりですが、その枠の中の下から３つ目、土

地購入費ということで１，１１１万８１５円があり

ますが、これは過去に土地開発基金で道路用地を先

行買収しております。これにつきまして場所は豊岡

市の木内、それから出石町の町分、それから水上、

こちらの２路線について買戻しということで支出

をさせていただいております。 

 それから同じページの一番下の枠ですが、道路維

持事業費になります。２億７，２２０万５，１２４

円です。 

 こちらにつきましては、次のページを見ていただ

きたいと思います。３１１ページになります。主な

ものといたしましては、２行目の保守点検委託料と

いうことで、エレベーターの点検であったり、消防

用設備等の点検。それから５行下に下りまして、維

持管理委託料ということで、市内の内水ポンプの管

理費等。それからそこから５行下で投資委託料とい

うことで１，３１７万６，９００円ですが、これは

道路構造物の点検等の費用となっております。それ

からそこから６行下がりまして、整備工事費という

ことで１７０万円。これは市道鶴岡松岡線の側溝整

備工事ということで充てております。その下の補修

工事費です。１億８，８８７万４，９４５円という

ことで、こちらにつきましては、まず補修工事とい

うことで但東町正法寺の市道正法寺坂津線道路補

修工事ほか１９件ということで上げさせていただ

いてますし、側溝につきましては竹野町羽入の市道

和田羽入線の側溝修繕工事ほか２０件、それから舗

装につきましては出石町水上の市道学園線の舗装

修繕工事ほか１７件ということで支出をさせてい

ただいております。 
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 それから同じ枠ですが、道路維持事業費の繰越明

許分ということで９，９１９万２，１００円があり

ます。こちらにつきましても投資委託料につきまし

ては日高町観音寺の道路の補修設計、それから整備

工事費につきましては城崎の大谷地蔵湯線の道路

照明工事、補修工事につきましては日高の浅倉洞門

であったり、豊岡の江本東線の側溝修繕工事に充て

させていただいております。 

 続きまして、３１３ページをお開きください。道

路新設改良費になります。上から５行目の池上日吉

線の道路改良事業費ということで８８万５，９００

円です。これは２０２０年度からの繰越工事の一部

を２０２１年度、現年の予算で充当をさせていただ

いております。 

 それから３行下がりまして、風早線道路改良事業

費ということで、これは城崎町の市道風早線の測量

業務を行っております。 

 それから３行下がりまして、池上日吉線の道路改

良事業費の繰越明許分ということで、こちらが２０

２０年度からの繰越分の道路改良工事ということ

になっております。 

 それから同じ行ですが、少し下がりまして、雪害

対策事業費です。建設課分ということで７億９，８

８５万３，２８４円となっております。昨年は大雪

だったということで、例年になく費用がかかってお

ります。特に、ずっと下りまして、真ん中辺りの業

務委託料、こちらが６億６，７８８万１，５００円

となっておりますが、そのうち除雪業務ということ

で６億６，３４８万１，５００円ということになっ

ております。昨年は１２月から３月まで４か月間で

除雪に出動した日数は延べ４７日ということで、３

分の１ぐらいが出動してるというような状況にな

っております。それから同じページの下から６行目

に補修工事費とありますが、これにつきましては消

雪装置の修繕工事ということで駄坂の市道大篠岡

駄坂線、それから城崎地区の消雪ポンプの更新工事

等を行っております。同じページの下から２行目、

事業用備品ということで、こちらにつきましては日

高地域に除雪ドーザ４トン級、それから城崎地域に

除雪トラック２トン級を購入しております。 

 続きまして、３１５ページをお開きください。一

番上から橋りょう維持事業費です。こちらは例年ど

おりの橋梁のちょっとした修繕等に充てさせてい

ただいております。 

 それから次の橋りょう長寿命化事業費というこ

とで上げさせていただいてますが、これは投資委託

料は道路橋の定期点検ということで、５年に一度の

点検、昨年は４１４橋でした。それから橋梁の補修

設計ということで上げさせていただいております。

補修工事につきましては、竹野の下塚橋ほか全部で

１７橋の補修をさせていただいております。それか

ら事業用備品ということで、昨年はドローンを１機

購入させていただいております。 

 それから同じ枠の中の橋りょう長寿命化事業費

の繰越明許分ということで、投資委託料、補修工事

費ということで、補修設計が７橋、それから補修工

事が８橋ということでなっております。 

 それから次の枠ですが、橋りょう新設改良費です。

栃江橋の整備事業費ということで、整備工事費、こ

れは継続事業の栃江橋の工事で、昨年は左岸の取り

合い道路の改良工事を行っております。 

 その下の上野橋の整備事業費ということで上げ

させていただいてます。これにつきましては整備工

事では右岸側の橋台１基、それから土地購入費と補

償金ということで、用地、それから立木の補償を行

っております。 

 その下の栃江橋整備事業費（繰越明許分）につい

ては、先ほどの栃江橋の工事です。 

 それから上野橋の整備事業費の繰越明許分とい

うことで、こちらは上野橋の用地測量を行っており

ます。 

 次のページ、３１７ページをお開きください。一

番上になりますが、工事のほうも上野橋の左岸の護

岸工事を行っております。 

 次が交通安全施設整備事業費ということで上げ

させていただいております。特に整備工事というこ

とで、昨年度は交通安全緊急工事ということで、こ

うのとり認定こども園、竹野認定こども園など１３
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園の周辺で工事を行っております。これは２０１９

年５月の滋賀県大津市の事故を受けました緊急点

検に基づく工事となっております。それから区画線

の設置工事、それからグリーンベルトの設置工事等

も行っております。 

 次が生活道路排水路整備事業費ということで上

げさせていただいております。こちらにつきまして

は西花園地区、赤石地区、日高の万場地区など全部

で１６地区の工事を行っております。 

 同じく繰越明許分ということで、こちらは但東町

の出合市場の生活排水路の工事を行っております。 

 一番下の枠ですが、ちょうど真ん中辺りの河川総

務費です。建設課分ということで２７９万６，３２

２円となっております。これは例年どおりの維持管

理委託料であったり、河川団体への負担金を支出し

ております。 

 続きまして、３１９ページをお開きください。上

から１２行目の河川改良事業費です。こちらは浚渫

工事を行っております。日高町の太田、但東町の矢

根などの……。失礼いたしました。浚渫工事につき

ましては、城崎町飯谷の西谷川、それから日高町久

田谷の久田谷川など全６河川を行っております。そ

れからその下の補助金につきましては、地区のほう

が行います浚渫に対しまして補助金を支出してお

ります。 

 その下の繰越明許分につきましては、日高町東河

内の平田川の浚渫工事を行っております。 

 それから２つほど下の枠になりますが、港湾管理

費ということで、こちらは瀬戸水門の維持管理委託

料ということで、例年どおりの支出となっておりま

す。 

 それからその下の海岸環境整備事業費、こちらも

小島岸壁、気比の浜、それから竹野海岸等の清掃等

の委託料ということになっております。 

 次に、４２１ページをお開きください。諸支出金

の土地取得費ということで、ちょうど上から枠でい

います、４つ目の枠ですが、土地取得費ということ

で、建設課分１，７１２万５，４５０円。これは先

ほども出てきました小河江の残土処分地の整備が

完了いたしましたので、その土地を、土地開発基金

の用地でしたので、買戻しということで支出をさせ

ていただいております。 

 続きまして、歳入のほうに行かせていただきます。

２７ページをお開きください。２７ページの上から

５つ目の枠ですが、急傾斜地の崩壊対策事業費の分

担金ということで、こちらにつきましては地元から、

県が施工します急傾斜地崩壊対策事業に係る地元

負担金ということで事業費の１％を頂いておりま

す。 

 それから２９ページをお開きください。２９ペー

ジの一番下の枠になります。土木使用料ということ

で、法定外の公共物の占用料ということで２４４万

９，５３０円。 

 続きまして、次のページの一番上になりますが、

道路占用料ということで５，６６２万５，９００円

となっております。これも例年と同程度の額となっ

ております。 

 それから次は、３３ページをお開きください。３

３ページの一番下の枠です。市道の幅員証明手数料、

それから官民有地境界協定証明等手数料というこ

とで、これも例年どおりの収入となっております。 

 続きまして、３９ページをお開きください。土木

費の国庫補助金です。防災・安全交付金、それから

道路メンテナンス事業補助金、それからこれらにつ

きましては橋梁の新設改良事業ということで、上野

橋であったり、あと交通安全の事業ということで先

ほど申しました緊急点検に伴います工事、それから

雪害対策事業につきましては除雪ドーザー等の購

入費用というふうになっております。 

 それからちょうど真ん中辺りにあります、臨時道

路除雪事業費補助金というものがありますが、２億

２，７００万円、これにつきましては昨年降雪が多

かったということで臨時に頂いたものです。 

 それからその下の防災・安全交付金の繰越明許分、

それから道路メンテナンス事業費の補助金の繰越

明許分につきましても、それぞれ栃江橋であったり、

橋梁長寿命化事業、それから道路構造物の補修事業

等に充てております。 
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 続きまして、４３ページをお開きください。上か

ら４つ目の枠になりますが、土木費の委託金という

ことで、排水機樋門等管理委託金です。六方排水機

場であったり、桃島樋門ほか１０樋門ということで、

国交省のほうから委託をされてます施設の管理委

託金ということになっております。額についても例

年同程度になっております。 

 それから次が、５３ページをお開きください。５

３ページの上から５つ目の枠のちょうど真ん中に

あります港湾統計調査事務委託金ということで１

万９，０００円、これは支出のほうでも言いました

港湾調査の事務の県からの委託金となっておりま

す。 

 それから同じページの下から５つ目の枠ですが、

排水機樋門等管理委託金ということで、これは県の

ほうから委託を受けております排水機場であった

り樋門等の委託金となっております。 

 その次の枠、国県道歩道除雪作業委託金、これに

つきましては県から委託をされてます歩道除雪の

費用。それから国道パーキングエリア管理委託金に

つきましては、国道パーキングの管理委託金。 

 それから瀬戸運河水門管理委託金につきまして

は、瀬戸水門の管理の委託金。海岸環境整備事業委

託金、海岸緑地管理委託金につきましては、先ほど

言いました気比海岸であったり、小島岸壁、竹野海

岸清掃等に係る県からの委託金となっております。 

 続きまして、５７ページをお開きください。一番

上の枠になりますが、土地売払い収入ということで、

この中の建設課分ということで５１２万５，７８９

円となります。これは後で出てきますが、分譲住宅

の売却の費用、それから法定外公共物の払下げ費用

の合計となっております。 

 続きまして、６７ページをお開きください。雑入

です。一番下の枠になります。複写料のうち３万８，

６５０円が建設課分となります。 

 続きまして、６９ページをお開きください。上か

ら５行目の市図の頒布代、これの４万８，３００円

が建設課分。 

 それから同じ枠の下から１３行目、但馬空港周辺

県有環境林管理、これにつきましては兵庫みどり公

社からの収入ということで上げさせていただいて

おります。 

 続きまして、７３ページをお開きください。上か

ら６行目の消雪ポンプ、これは県道の消雪分という

ことで兵庫県から頂いているものです。それからそ

の下の市道駅東西連絡線、これにつきましては東西

連絡線のほうに自動販売機を置いておりますので、

そちらの電気代ということで、コカ・コーラボトラ

ーズのほうから頂いております。 

 それから次、７７ページをお開きください。下か

ら６行目の自動車共済解約返戻金、このうちの３万

１，３８１円が建設課分となっております。道路維

持作業車の廃車に伴う返戻金です。 

 次、７９ページをお開きください。上から１６行

目の急傾斜地崩壊対策事業負担金返還金というこ

とで、こちらは急傾斜地事業負担金の精算金の返金

ということで、兵庫県からのものです。 

 続きまして、８１ページをお開きください。市債

になります。一番下の土木債ですが、急傾斜崩壊対

策事業債、内水処理施設整備事業債、土木管理事業

債、それから次のページにまたがりまして、内水処

理施設整備事業債（繰越明許分）ということで、そ

れぞれ歳出に伴います市債となっております。 

 同じくその下の道路橋梁債につきましてもそち

らに上げさせていただいてます栃江橋であったり、

上野橋、それから様々な事業に対応する市債となっ

ております。 

 その次の河川債につきましては、河川改良事業債

ということで、河川の浚渫事業に伴います市債とな

っております。 

 それから歳入は以上で、次、財産のほうに行かせ

ていただきます。５９２ページ、５９３ページをご

覧ください。上から２行目、３行目になります。小

谷松ケ坪分譲宅地ということで、また後で報告いた

しますが、分譲宅地が売れましたので、そちらを行

政財産から普通財産に、それから売買ということで

記載をさせていただいております。 

 それから次が５９４、５９５ページとなります。
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ちょうど真ん中辺りに豊岡市森等というのが２つ

ありますが、右の枠になりますが、法定外公共物の

用途廃止、それから法定外公共物売払いということ

で、個人、それから法人へ売払いをしております。 

 それから同じ枠の一番下になりますが、先ほどあ

りました八代・小河江地区の整備事業用地というこ

とで、売買ということで１万１９６．５４平米とい

うことになっております。 

 次が６００ページをご覧ください。出資による権

利です。ちょうど上から１５行目、一般財団法人砂

防フロンティア整備推進機構出捐金ということで

１８万円。これは変わらずということになっており

ます。 

 それから次の６０１ページ、物品ですが、ちょう

ど上から８行目、特殊用途車、その中の内訳で道路

維持作業用自動車１台減ということで、こちらは１

台廃車にしております。 

 建設課からは以上ですが、ちょっと事前にお渡し

させていただいております建設経済委員会資料と

いう、こちらの宅地事業に係りますものをちょっと

ご覧いただきたいと思います。 

○分科会長（清水  寛） どうぞ。 

○建設課長（冨森 靖彦） 宅地事業におけます分譲

宅地の売払い状況ですが、２０１５年度から２０２

０年度までは実績なしでしたが、昨年度につきまし

ては但東町の小谷松ケ坪地区で１区画が売れてお

ります。これによりまして残りの区画は、そこに書

いてあります御又地区、中川地区、相田土生ヶ丘地

区の全部で１３区画ということになっております。 

 昨年度の販売促進実績ということで一番下、書い

ておりますが、２０２２年の１月号の市広報に販売

してますということを載させていただいてるのと、

募集チラシにつきましては本庁、それから各振興局

にて、全部で５００枚作らせていただいて、随時配

付をさせていただいとります。 

 募集チラシにつきましては、次の１枚めくってい

ただいたページに掲載させていただいてるものが

募集チラシとなっております。 

 建設課からは以上です。よろしくお願いします。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、都市整備課、久

田課長、お願いします。 

○都市整備課長（久田  渉） それでは、都市整備

課の分で説明させていただきます。 

 まずは歳出からです。同じく備考欄で説明をさせ

ていただきます。１０３ページをご覧ください。１

０３ページの中では、上から１０行目辺りに基金管

理費の支出では、財政調整基金積立金の１０億６，

９８９万４，６０４円のうち都市整備課分は４９０

万円で、高校生の通学バスの定期補助事業に係る財

政基金の積立ての金です。それからその２つ下の市

債管理基金積立金５億９，５５４万円のうち都市整

備課分は２１０万円で、過疎地域内の高校生のバス

定期補助事業の過疎債返金に係る一般財源の積立

てになっております。 

 それから次に、１１１ページをご覧ください。１

１１ページ、一番最後のところの鉄道交通対策事業

費の主な支出としましては、１枚めくっていただき

まして、１１３ページの備考の上から５行目辺りの

負担金、京都丹後鉄道１，０２８万１，０００円が

ございます。これは新型コロナウイルス感染症の拡

大により運行しておりますＷＩＬＬＥＲ ＴＲＡ

ＩＮＳの経営に深刻な影響を与えたということか

ら沿線自治体で補填する負担金でございます。次に、

補助金の鉄道軌道安全輸送設備等整備事業費１，１

０９万３，６１２円は、北近畿タンゴ鉄道が実施し

た線路や車両の設備改良工事に対して沿線自治体

で支援する補助金でございます。引き続きまして、

その下の北近畿タンゴ鉄道鉄道安全運行維持助成

費の２，０２１万１，０００円は、同じく北近畿タ

ンゴ鉄道が委託している路線の運行に係る線路や

車両維持管理に対して沿線自治体で支援をする補

助金でございます。それから一番最後の鉄道施設総

合安全対策事業費１２５万４，０００円につきまし

ては、北近畿タンゴ鉄道の老朽化した地下タンクの

更新経費に対して沿線自治体で支援する補助金で

ございます。 

 それから引き続きまして、その下の次の事業、バ

ス交通対策事業費の主な支出では、ちょっと下がっ
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ていただきまして、業務委託料のバス運行管理業務

５，９０５万９，０００円の支出につきましては、

有償旅客運送、いわゆるイナカーの運行管理業務の

委託料で、内訳は全但バス株式会社と株式会社メル

ティバスに主に委託をしたものです。その次の事業

委託料の公共交通支援事業３３８万６２円につき

ましては、出石と但東で実施をしていただいていま

すチクタクの運行業務を関係する運営協議会に事

業委託をしたものです。それからその３つ下、事業

用備品の１，３４９万７，７６５円の支出につきま

しては、有償旅客運送イナカーの竹野南線に導入し

た車両の購入費でございます。それから次の補助金

の地方バス等公共交通維持確保対策費の１億５，７

４９万円の内訳につきましては、バス路線の国県市

の協調路線、それから県と市の路線、それから市の

単独の補助路線の運行補助等、国県市協調路線の車

両購入補助に対する補助金を全但バスへ交付をし

ております。それから次の市街地巡回バス事業費の

１，５６３万８，３９０円につきましては、巡回バ

スをしておりますコバスの運行事業補助金を全但

バス株式会社へ交付をしたものです。それから一番

最後の高校生通学定期券購入費の１，８３６万８，

３９６円は、市内の高校生が通学のため定期券を購

入する際の補助金です。 

 それから次に、１１５ページ、次のページをご覧

ください。公共交通利用促進事業費の主な支出は、

ちょっと６行ほど下がっていただきまして、２つ目

の路線バス協働運行費の８３８万６，０００円で、

神鍋２００円バスの運行に係る減収補填の補助金

を全但バスに交付をしたものです。 

 それからその３つぐらい下がっていただきまし

て、公共交通対策事業費の１２１万３，４０７円に

つきましては、竹野南地区において実施をしました

新交通モードの実験に係る業務として日本交通株

式会社等へ委託をしたものです。 

 それから６行ほど下に下がっていただきまして、

鉄道交通対策事業費の繰越明許分の支出につきま

しては、補助金で鉄道軌道安全輸送設備等整備事業

費９４６万９，３４４円で、京都丹後鉄道において

橋梁部の塗装工事や線路設備の修繕に係る繰越事

業として沿線自治体の補助金で北近畿タンゴ鉄道

へ交付をしたものです。 

 引き続き、次の事業、バス交通対策事業費の繰越

明許の業務委託料、バス路線等公共交通再編調査支

援業務３３８万円につきましては、路線バスの竹野

下陰線の利用実態に関する調査、分析業務として全

但バスへ委託をしたものです。 

 それから次に、１４１ページをご覧ください。真

ん中、ちょっと中段から下段にかけて但馬空港の利

用促進事業費というのがございます。そこの中の補

助金で、一番最後のところにありますコウノトリ但

馬空港利用促進協議会４，９７５万２，０７８円で

す。但馬空港の利用促進を図るための運賃助成や小

学生や新成人に対する補助金としてコウノトリ但

馬空港利用促進協議会へ交付をしたものです。 

 次は、ちょっと飛びますけど、３０３ページ、そ

の真ん中辺あたりに屋外広告物管理費がございま

す。これは例年どおりのため、説明を省略させてい

ただきます。 

 それからその一つ、４行下に宅地耐震化推進事業

費の負担金１２１万５，６８７円は、大規模宅地盛

土、このときはかすみが丘団地の関係なんですけど、

安全性の確認で県が実施した地下水観測調査業務

の単年度事業に係る本市の負担金でございます。 

 それから次に、３２１ページを開いてください。

３２１ページの欄の上から大きいくくりで都市計

画総務費、それから下段のほうまで下がっていただ

いて、土地利用規制対策事業費と、その３行下の都

市計画基礎調査事業費並びに都市景観形成事業費

につきましては、例年どおりのため省略をさせてい

ただきます。 

 それからその次のページ、３２３ページをご覧く

ださい。こちらにつきましても中段から、緑豊かな

地域環境形成事業費の４万８，９８６円、それから

その下の４行下の事業、豊岡駅前広場等管理費の２

９０万円何がしと、それからそこから下の城崎温泉

駅前広場等管理費につきましても例年どおりのた

めに省略をさせていただきます。 
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 それから一番最後のところです。Ｗｅぷらざの整

備事業費の１億７，７００万円何がしの、次のペー

ジに、３２５ページをお開きください。３２５ペー

ジの備考欄の工事委託料のＷｅぷらざ自由通路１

億８１８万９，７６３円は、山陰本線江原駅自由通

路修繕工事のＪＲ西日本との施工協定に係る委託

料でございます。それからその下の整備工事費、Ｗ

ｅぷらざ自由通路６，８６２万９５０円は、本市が

実施した整備工事で、建築や電気設備工事、機械工

事など株式会社徳網建設が請負工事したものです。 

 それから次の事業でございます。公園管理費の主

な支出では、７行ほど下、下がっていただきまして、

維持管理委託料の公園管理１，２１１万５，００２

円です。業務としては４つに分類しておりまして、

まず、１つ目は、市内１８公園の除草や清掃業務。

それから２つ目には、市内都市公園のトイレの１５

か所の清掃業務を豊岡市シルバー人材センターへ

委託をしたものです。それから３つ目としましては、

地域内、市内の２４の公園の施設の維持管理を地元

の区長に委託をしております。最後、４つ目としま

しては、大師山の自然公園と日高町八代ふるさと公

園に設置している浄化槽の管理業務を全但清掃さ

んに委託をしております。 

 それから引き続きまして、次の事業、公園施設長

寿命化事業費の主な支出では、整備工事として３，

２３１万９，１００円で、出石城公園登城橋改修工

事を有限会社スサノが請負整備したものです。それ

から次のまた設置工事、遊具の１，２３８万２，３

００円は、２つございまして、１つ目は日高町民公

園の遊具更新工事、それから２つ目には豊岡市のす

みれ公園ほかの遊具更新工事の２つの工事がござ

います。 

 それから続きまして、次の公園施設長寿命化事業

費の繰越明許分の支出で設置工事費の遊具４，８０

０万円につきましては、中央公園いこいの遊具更新

工事で、複合遊具の３基、それからベンチ１０か所

を繰越工事で友田建設が請負工事をしたものです。 

 それから一番最後の中央駐車場管理費の主な支

出では、維持管理委託料の駐車場管理７３８万１，

３６０円をシルバー人材センターへ委託をしたも

のです。 

 歳出の説明を終わります。 

 それから引き続き、歳入に行きます。２９ページ

をご覧ください。２９ページの上から５行目、有償

旅客運送使用料９６７万４，１５６円は、イナカー

とチクタクの運送使用料の合計の金額でございま

す。 

 それから１つめくっていただきまして、３１ペー

ジの上から３行目、駐車場使用料の豊岡中央駐車場

８６１万７，５００円は、豊岡中央駐車場の年間の

駐車場の使用料でございます。 

 それから引き続いて、３５ページの一番最後、一

番最下段になります。地域公共交通確保維持改善事

業費補助金１，３４５万２，０００円につきまして

は、市営バス「イナカー」の運行に係る国庫補助金

でございます。 

 それから３９ページをご覧ください。３９ページ

の下段辺りに、下から３つ目の枠、社会資本整備総

合交付金の公園施設長寿命化事業費の６００万円

は、日高町民公園ほかの遊具更新工事の補助金です。 

 加えまして、繰越分の２，４００万円につきまし

ては、中央公園いこいの遊具更新工事の補助金でご

ざいます。 

 それから次に、ちょっと５７ページの最上段、土

地売払い収入の６，３２１万７，７１４円のうち都

市整備課に関連しますのは１，１７９万８，１１５

円で、稲葉川土地区画整理事業の換地処分の土地売

払いに伴う収入でございます。 

 引き続き、６３ページをご覧ください。６３ペー

ジ中ほど、地域振興基金繰入金３億７，６６１万８，

０００円につきましては、このうちの３，１００万

円を但馬空港利用促進事業へ充当された繰入金で

す。 

 それからその一つ下の公共施設整備基金繰入金

２億９，５７０万円のうち、都市整備課に関係しま

すのは１，９８０万円。これはＷｅぷらざ自由通路

改修工事へ充当した基金でございます。 

 それから次に、７５ページをご覧ください。７５



 48

ページの中段に補助金・交付金があります。そこの

７行ぐらい下にトヨタ・モビリティ基金活動助成金

１２１万３，４０７円は、竹野南地区の新交通モー

ドに係る実証実験の活動助成金でございます。 

 それから続いて、７９ページの一番下の最下段で

す。バス交通対策事業債、イナカーの１，３３０万

円につきましては、イナカー竹野南線に導入した車

両購入費に充当した市債です。 

 それから次のページ、８１ページご覧ください。

一番最上段、鉄道交通対策事業債、京都丹後鉄道軌

道安全輸送設備等の１，０２０万円につきましては、

北近畿タンゴ鉄道が実施した線路と車両の設備改

良に伴いまして市から交付した補助金に充てた起

債でございます。 

 それから１つめくっていただきまして、８３ペー

ジをお開きください。中段から下段にかけての公園

整備事業債、公園施設長寿命化事業の３，１２０万

円につきましては、日高町民公園やすみれ公園など

の遊具更新の工事や出石城公園の登城橋の補修工

事に充当した市債でございます。 

 それから引き続き、次の都市計画施設整備事業債、

Ｗｅぷらざの１億５，８９０万円は、江原駅Ｗｅぷ

らざの自由通路工事に充当した市債でございます。 

 それから次の公園整備事業の繰越明許分につき

ましては、公園施設長寿命化事業の２，４００万円

で、中央公園いこいの遊具更新工事に充当した市債

でございます。 

 それから最後に、８５ページをお開きください。

８５ページの一番下の最下段に過疎対策事業債と

いうのがあります。この１億２，９１０万円のうち

都市整備課分としましては６９０万円で、バス交通

対策事業の高校生通学バス定期補助、定期購入補助

金のうち、過疎地域に当たる補助に充当した市債で

ございます。 

 最後、財産調書で、５８８、５８９ページをご覧

ください。行政財産の土地についてです。 

 公共財産のここに書いてます公園欄、一番最上段

の公園欄の日高久斗マトバ公園と稲葉川第１公園

等の６，５７９平米につきましては、主に稲葉川の

区画整理事業で整備された公園面積で、記載のとお

り修正をするものでございます。 

 都市整備課の分は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、建築住宅課、山

本課長、よろしくお願いします。 

○建築住宅課長（山本 正明） それでは、建築住宅

課所管分について説明させていただきます。 

 まず、歳出のほうから、主なものということで備

考欄中心に説明させていただきます。 

 まず、１０５ページ、ご覧ください。１４行目に

記載しております財産管理費の手数料７３万２，０

５０円、これのうち５７万７，５００円が、売却い

たしました旧高屋厚生年金住宅、これに係る不動産

の鑑定業務の経費です。 

 その下５行目にございます業務委託料の登記業

務１０８万７，９００円、これが同じく旧高屋厚生

年金住宅の敷地測量、そして、建物表題登記、これ

に係る委託料という経費がかかっているというも

のでございます。 

 続きまして、３２７ページをご覧ください。下段

にございます住宅費の住宅管理費です。まず、不用

額が５９１万２，６１２円ですけども、その主なも

のを説明させていただきます。 

 めくっていただきまして、３２９ページ、ご覧く

ださい。節１０需用費の不用額４０万１，０５２円、

これは主に市営住宅修繕料の残、あと節１４工事請

負費の不用額５６万１，４５０円、これは市営住宅

補修工事の関係の残、あと節２１補償、補填及び賠

償金の不用額３７４万８，０００円、これにつきま

しては、用途廃止を予定しております一本松住宅と

但東の出合市場住宅、これらの入居者の移転に係る

移転料、そして、生活支援一時金、これの残が不用

額という形で残ったというものでございます。 

 次に、支出の内容ですけども、備考欄７行目に記

載しております住宅管理費、その下の６行目に記載

しております修繕料２，９８７万３，６７２円、こ

れにつきましては、住宅の、市営住宅ですね、給湯

設備、風呂釜取替え修繕、あとは、退去の修繕に係

る等の費用と、若干パフォーマンスチャージが入っ
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ているという金額でございます。 

 そして、その下６行目、保守点検委託料６５３万

５，０９４円、その下記載のとおり、消防設備、エ

レベーター等の保守点検に係る委託料でございま

す。 

 その下、業務委託料の住宅管理システム改修業務

１０７万２，５００円、これにつきましては、所得

税法改正によります公営住宅収入認定措置、これら

のシステム改修にかかった経費でございます。 

 その下、特殊建築物等定期調査報告業務４２万９，

０００円、これにつきましては、３年に一度、設備

等の調査が必要ということで、塩津住宅、あと今森

住宅で実施した経費でございます。 

 その下６行目、補修工事費、市営住宅４，８８１

万８，５５０円ですけども、これは長寿命化計画に

基づきます今森住宅１号棟の昇降機設備の改修工

事とか、あと今森住宅の電気温水器の計画的な更新

工事といったもの、あと退去の修繕に係るものの経

費がここの金額でございます。 

 その下５行目、補償金の移転補償金、先ほども若

干触れましたけども、一本松住宅、そして但東の出

合市場住宅の用途廃止に向けた移転に伴い補償し

ました移転料と生活支援一時金、合わせまして７３

９万円の執行ということで、昨年度、１１戸の方が

転居されたという実績に伴う経費というものでご

ざいます。 

 その下、住宅耐震改修促進事業費でありますけど

も、ページめくっていただきまして、３３１ページ

をご覧ください。２行目に書いております業務委託

料、耐震診断業務１４８万１，０００円、民間住宅

の耐震診断業務、延べ４６件実施した分に係る経費

でございます。 

 その下、補助金の住宅耐震改修促進事業費１，２

４８万５，０００円、これは耐震診断を受けた後の

耐震改修に係る計画策定４件、あと耐震改修工事２

０件行った経費に対する補助金の金額でございま

す。 

 その下、住宅新築資金等貸付金回収事業費３万４，

０００円につきましては、同資金の償還業務をやっ

ておりますので、それに係る事務経費分というもの

でございます。 

 その下、老朽危険空家対策事業費の一番下にあり

ます補助金、老朽危険空家除却支援事業費３８８万

７，０００円、これにつきましては、昨年度土渕区、

福田区、御陵区、この３区で３件の特定空家等の除

却ができました。これに対する所有者の方の除却に

対する経費の補助金というものでございます。 

 その他の歳出につきましては、説明を省略させて

いただきます。 

 続きまして、歳入です。主なものとしてお願いし

ます。 

 ２９ページをご覧ください。上段の総務管理使用

料の備考欄、４行目にございます行政財産目的外使

用料２，８４１万８，７７０円のうち、建築住宅課

分６２２万７，４２０円でございます。これにつき

ましては、お試し居住の住宅使用料、あと大学生の

入居に係る使用料、あと関電柱とかそういった設置

使用料の金額でございます。 

 続きまして、３１ページ、ご覧ください。３段目

にございますけども、住宅使用料です。収入済額に

つきましては、２億４，９６７万８６８円となって

おります。備考欄に記載しております、５行目に記

載されております移住促進住宅使用料１８９万３，

５００円ございます。これは但東振興局の所管の部

分になりますので、それを除いた分が建築住宅所管

分いうことで、金額としては２億４，７７７万７，

３６８円ということになります。内訳につきまして

は、備考欄記載のとおり、それぞれ現年度分の各住

宅の使用料、あと滞納繰越しの分、そして市営住宅

の駐車場の使用料といった内容になっております

ので、ご清覧いただければと思います。 

 また、収入未済額が４６７万１３４円となってお

ります。これにつきましては、住宅使用料の関係の

過年度の滞納分ということで、現年度分は発生して

ませんけど、過去の分の滞納分が残っているもので

ございます。 

 続きまして、３９ページをご覧ください。下から

２段目になりますけども、土木費国庫補助金の住宅
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費補助金です。収入済額９５５万５，０００円とい

うことで、備考欄記載のとおり、全額、社会資本整

備総合交付金の関係でございます。内訳としまして

は、先ほど歳出で説明しました耐震に関するもの、

公営住宅の改修に関するもの、あと空家の除却に関

するもの、これらの国庫補助金ということで、内訳

は記載のとおりでございます。ご確認ください。 

 続きまして、５１ページ、備考欄２段目に記載し

ております土木費県補助金です、県補助金の住宅費

補助金、収入済額１７１万３，０００円ということ

で、国庫と同様になりますけども、上３行分が耐震、

あと空家除却に係る県補助金の関係で、内訳は記載

のとおりでございます。 

 あと４行目に、住宅新築資金等貸付金償還推進助

成事業費補助金、９，０００円でございますけども、

先ほど申しました資金の償還事務をしております

ので、これに対する県からの県補助金というもので

ございます。 

 ５７ページをご覧ください。備考欄１行目でござ

います。土地売払収入、収入済額６，３２１万７，

７１４円のうちですけども、建築住宅課分２１１万

円でございます。これにつきましては、旧高屋厚生

年金住宅の売払い収入ということでございます。 

 続きまして、６５ページをご覧ください。中段少

し下にございます土木費貸付金元利収入、住宅資金

貸付金元利収入ということで、収入済額１６８万３，

８７８円、これのうち建築住宅課分が１６８万１，

８７８円ということで、備考欄記載しております住

宅改修資金貸付金、住宅新築資金貸付金、あと宅地

取得資金貸付金、この３つそれぞれの元利収入とい

うことでございます。 

 また、収入未済額が３，６６３万６，５６７円と

ございます。このうちほとんどですけど、３，６４

１万４，０６５円という金額が、先ほど申しました

３つの資金の過年度の滞納分ということで残って

いるというのが現状でございます。 

 続きまして、６７ページをご覧ください。下の段

になります。節、雑入におきまして、収入未済額が

１，６８７万５，４１５円となっております。この

うち建築住宅課分が４０万１，１０２円でございま

す。これは市営住宅の共益費の過年度分の滞納分、

あと市営住宅の修繕費の負担金、その２つを合わせ

て４０万１，１０２円という状況でございます。 

 ７５ページをご覧ください。２行目です。雑入で、

市営住宅共益費１２３万７，９５０円、そして、そ

の下、市営住宅負担金１１３万５，８５５円で、そ

れぞれ記載の各種負担金を収入しております。 

 以上、その他の歳入につきましては説明を省略さ

せていただきます。 

 歳入は以上でございます。 

 続きまして、財産の関係に入らせていただきます。

財産調書５８５ページをご覧ください。５８５ペー

ジにつきましては、このページで豊岡市全体の行政

財産、普通財産、土地、建物それぞれの増減が総括

されております。建築住宅課所管分につきましては、

次の明細のところで説明させていただきたいと思

いますので、５８７ページをご覧ください。こちら

のページが行政財産の土地に係る分です。一番下に

ございます、一番下の段、公営住宅ですけども、年

度中増減７，３０９．９８平米の減、これのうち、

明細の４行目から９行目に記載されておりますけ

ども、その中の下から４行目の７７９．３３平米の

減、これと一番下の１，６６６．１７平米の減、こ

れが現実的に旧高屋厚生年金住宅売却に伴いまし

て、行政財産から普通財産へ移行させた。売却の処

理として変更した減でございます。 

 その他につきましては、過年度の報告漏れがござ

いましたり、売却に向けた調整等で調整した数字の

増減がございます。 

 ５９１ページをご覧ください。こちらは、行政財

産の建物分でございます。表の５段目に公営住宅０．

４５平米の増と、僅かですけど増としております。

これにつきましては、旧高屋厚生年金住宅横に併設

されております地区集会施設、これの延べ床面積の

変更に伴う増でございます。 

 続きまして、５９３ページをご覧ください。普通

財産の土地になります。普通財産の土地ということ

で、宅地欄の４行目から８行目に記載されています
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旧高屋厚生年金住宅ですけども、明細６行目の７６

３．２３平米と８行目の１，６６６．１７平米、こ

れが合わせて２，４２９．４０平米ということにな

りますけど、これが旧高屋厚生年金住宅を売却した

減というものでございます。 

 あと、５９７ページをご覧ください。普通財産の

建物分です。上２行記載の旧高屋厚生年金住宅分と

いうことで、延べ床面積を更正した上で、２行目で

売却１，５４５．８４平米の減と、これが建物の売

却ございます。 

 続きまして、６０２ページをご覧ください。債権

についてでございます。区分欄２段目にございます

住宅新築資金等貸付金、元金の増減高１７万３，０

００円の減額ということで、令和３年度末という段

階で元金の現在高というものはゼロになったとい

う形で処理が済んでおります。 

 以上、説明を終わらせていただきます。よろしく

お願いいたします。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。よろしいですか。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） ちょっとページ数忘れちゃっ

たんですけども、土木残土の受入れの関係、ちょっ

とページ忘れたんですけども、土木残土の受入れ地、

カサノフタ峠のところ、小河江地区ですか、そこが

もういっぱいになって、整備工事も完了したという

ことですが、公共残土の受入れ地っていうのは、そ

のほかにどっか大きなところを豊岡市としては持

ってるんでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 豊岡市としては持ってる

ところはありませんが、小河江も国交省の残土を入

れられたんですけど、国交省はもう一つ、残土受入

れ地ということで持っておられるのは、空港のとこ

ろ、岩井の上のところですね、そこぐらいで、市と

しては独自では持ってないです。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） 確認だけなんですけども、公

共事業、土木事業をするのに、今の状態って問題な

しということでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） なかなか公共事業を進め

ていくのに、残土処分地がないないということはち

ょっと言われてるんですが、今、アールエスエルの

組合のほうで残土処分地を、模索をされてて、ある

程度めどが、事業のめどが立ってるというふうには

お聞きをしてますんで、その部分については何とか

いけるんじゃないかなというふうには考えており

ます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） 冨森課長もよく知っておられ

ると思うんですけども、直接、市の工事ではないん

ですが、円山川の河床掘削するのに相当な残土、残

土といいますか、土が出るということで、国交省と

しては四苦八苦しとられたということを見てるん

ですけども、私の付近見渡してみましても、どんど

んどんどん堆積していっとるばかりで、これを国交

省がどうするんだろうなといったときに、出とった

のがカサノフタ峠のとこだったというようなこと

で、それもなくなったということで、もっと土地が

少ないとしても、豊岡市の公共事業自体がそれでス

トップするというようなことがないようにお願い

しときたいというふうに思います。以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほかありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） そしたら、但馬空港の利用促

進費のことでちょっとお聞きします。 

 １４０ページですかね、毎年、ここをちょっと問

題にさせてもらってます、補助率の問題で言わせて

もらってますけど、今回のは、令和３年度の予算か

ら、今回は決算ですから、予算をちょっと見ました。

そしたら、まず、利用促進のとこに入る前ですけど、

人件費のとこで、この予算の段階では、何か通勤費

があったかな、それがなくなったかなというような

ことを一つまず、これ、４年だ、そんなことはない

ですか。 

○分科会長（清水  寛） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 通勤費はなかったと
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思います。（「そうですか」と呼ぶ者あり）はい。

以上です。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 令和３年３月議会ですから、

そうですね、令和３年度の予算、予算が議決された

ときの予算書では、人件費のとこにパートタイム職

員１９０万円、１人、今回は、決算では１８７万３，

２００円になってますけど、期末手当、健保、厚生

年金保険料はあるけど、予算のときは通勤手当いう

のがあるんですけど。 

○分科会長（清水  寛） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 通勤手当がかからな

い、要らない方が今度ここに充てられたということ

が考えられます。（「そういうことですか」と呼ぶ

者あり）はい。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） あと、予算で６，０００万円、

補助金、今回、４，９７５万円ということですけど、

これは補助率とか、そういうのは変わってないわけ

ですか。利用者が少なかって、支出がこれだけにな

ったということでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 議員言われるように、

補助金とか率が変わったわけじゃなくて、利用する

方がっていうことです。すみません、以上です。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ちょっと調べたら、約１万４，

０００円から１万５，０００円の運賃に対して、こ

の推進協議会は３，０００円と、豊岡市が助成金が

５，０００円ですか、そういう補助で、１万４，０

００幾らの中の８，０００円ぐらいが補助になって

るんですかね、こちらの認識ではそうなんですけど。

これを毎年というか、僕は決算は初めてですけども、

今まで予算のときとか、この但馬空港補助金の率が

高いんじゃないかとか、見直しはどうかという検討

を求める意見が出てたと思うんですけど、その検討

はどうでしょうか、検討していただけませんでしょ

うか。 

○分科会長（清水  寛） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 運賃にまず種別が十

二、三通りありまして、今、議員が言われるのは、

大人普通というところの１万４，５６０円のとこを

見られてます。そこになると助成金７，９００円と

いうことになりまして、そのうちの２，９００円が

推進からでます。ところが、この十何種類あるうち

で、一番パーセントが高いのが特便割引のタイプＣ

っていうところは、全体の約６割近く乗られてまし

て、そこのところの運賃が８，５６０円、１万４，

５６０円に当たるところが８，５６０円というとこ

ろが一番広く利用されてまして、そこに充てている

助成額が４，０００円になりますんで、そういった

とこから考えたら、今言われとる１万４，５６０円

のところと比べると助成率は低いんですけども。今、

議員が言われとる一番高い、大人の普通の１万４，

５６０円のところは全体の４．７％の、今、いわゆ

る少ないところで例として挙げられてるんですけ

ども、実際には、今さっきの繰り返しですけど、特

便割引のタイプＣが全体の約６割、５８％。それか

ら、その次の先特割引で、１３．５％となってます

んで、今の２つのとこ足しましたら約７割以上の例

が一番多いということです。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ありがとうございます。 

 運賃はいろいろあるっていうふうには聞いてる

んですけど、これはホームページで調べての運賃の

助成っていうところがあって、そこをクリックした

ら出てくるのがこの、少ないと言われましたけど、

大人普通運賃１万５，７９０円に対しての補助が、

推進協議会からは３，１００円、豊岡市で助成が５，

０００円、本人負担額７，６９０円というのが、ネ

ットで見たらこれが出てくるわけですよ。 

 これでいったら、１万５，０００円のうち、例え

ば８，０００円だとしたら５割超えますけど、今言

われた多くの人が利用されてる、５８％の人が利用

されてるのは、もともとの運賃が８，５００円。４，

０００円補助が出ると。そしたら、これもやっぱり

５割とは言わないけど、５割近くの補助率というこ

とですよね。まあまあ、やっぱりこれまでと率自体
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はそう変わってないわけですよね、で、いいですか、

変わってないということですよね、補助率自体は。 

○分科会長（清水  寛） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 今ので言いましたら、

８，５６０円に対して４，０００円なので、４６％

ぐらいなんですけど、これは、この一番多いパター

ンで行くところが、ＪＲの豊岡から大阪まで行くと

ころが、差っ引いたとこと同等の値段になるところ

を考えております。なんで、今手持ちに持ってる資

料では、約５，３００円ぐらいが豊岡からＪＲの大

阪間ので、今の８，５６０円から４，０００円引い

たところが４，５６０円、それから空港まで、大阪

まで出るのを足すと、その５，０００円何がしとい

うところでニアリーイコールというところで考え

ておるところです。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ＪＲの運賃と比較して、同じ

ぐらいになるっていうふうにしてあるということ

ですよね。 

 それと、ネット見てて、もう一つ、ちょっと、え

って思ったのがあったんで、教えてほしいんですけ

ど、僕は実際は知らないですけど、公務でね、公務

で使われるケースが多いとか聞くんですけど、この

コウノトリ但馬空港のホームページでは、運賃の助

成の案内で、香美町や新温泉町は、国、地方公務員

の公務出張は対象外だと、助成の対象外やて、香美

町、新温泉町は書いてあるんですけど、これはいつ

からか知らないですけど、豊岡は助成の対象ですよ

ね、これはどうなんでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 対象です。ちなみに

大体１８０人ぐらい、年間です。（「年間延べで」

と呼ぶ者あり）はい。（「公務員が」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） それは、１８０人いうのはど

うなんですか、多いという、例えば４，０００万円、

５，０００万円ですか、今回、補助の額が、それで、

それが１人５，０００円だとしたら１万人ですかね、

５，０００万円、５，０００円ずつ補助をしたら１

万人ですかね、利用者が、そのうちの１８０人って

いう感じですか。多いって、公務員の利用が多いっ

て聞いたんですけど、そんなことはないでしょうか

っていうのが１つと。 

 もう一つ、運賃助成で知らなかったですけど、北

近畿の方は３，０００円の補助がある、豊岡市以外

でも、伊丹に行くのに当たって、そういうのを見た

んですけど、但馬以外の北近畿在住の方にも３，０

００円の補助が出ると、こういうのも、これも前か

らあったんですか。 

○分科会長（清水  寛） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 今、うちの対象にな

っとる方は市内在住と在学とか勤務の方、それから

豊岡市出身の方が帰省される場合、それから、市内

の企業に、向こうから企業に来られる場合を対象と

して運賃助成をしてますんで、今言われるのはちょ

っと。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） これは推進協議会の補助です

ね、３，０００円は、豊岡市の補助というわけでは

なくて。 

 推進協議会の３，０００円についてはどういう考

え方ですか、ここも豊岡市がこの一部をやっぱり出

してるということで合ってるでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） 推進協議会が出して

る２，９００円です。それにはうちは全然関係はご

ざいません。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみませんね、認識不足かも

しれないですけど、この決算書で見る１，５２１万

２，０００円、負担金がこの推進協議会に、ああ、

推進協議会へは１，５１５万９，０００円ですか、

出てると。ここからこの補助も返ってきてるんかな

と僕は思ったんですけど、違うんですかね。 

○分科会長（清水  寛） 久田課長。 

○都市整備課長（久田  渉） ちょっとそこはもう

確認させて……（発言する者あり）１，５１５万９，

０００円から２，９００円の分は出ております。
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（「あ、ですね」と呼ぶ者あり）はい。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみません、もちろんもっと

勉強したいですし、空港も利用してね、考えたいと

思いますけども、これはほかの委員会で超過課税の、

市民税の超過課税の組替えではないですけども、そ

っちを何とかせえとやってる思うんですけども、こ

こを、補助率をもっと引き下げろというのを併せて

提案ずっとしていることですし、補助率やっぱり見

直しを提案したいと、ぜひ検討していただきたいと、

一応、この件に関しての質問は以上でさせてもらい

ます。 

○分科会長（清水  寛） ほか。 

 そしたら、西田委員。 

○委員（西田  真） 何でかちょっと教えてくださ

い。 

 ３０３ページの地下水位観測業務と一級水準測

量の分なんですけど、これの箇所数と地下水位の観

測に対して、沈下量ですね、どんな感じになってる

かというのと、何か沈下がかなり進んどるのに、何

か対策を取っておられるとか、そういうことは現状

はどうなんでしょうかね。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 地下水の観測箇所は３か

所です。地下水、一級水準のほうで沈下量なんかは

一応確認はしておるんですけど、何年か前に消雪装

置をちょっと節水型ということで、水が少なくいけ

るようなものに替えてからは、若干沈下量が緩く、

落ち方が緩くなったっていうことはあります。ただ、

年々沈下は進行しているというような状況です。以

上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 一級水準の箇所は何か所です

かね。 

○建設課長（冨森 靖彦） 一級水準、２２点ですね。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 沈下量は公表はされてます、

非公表、どっちですか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 公表はしておりませんが、

報告は毎年、ちょっと一定の機関のほうには報告は

させていただいているはずです。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 結構、豊岡盆地は軟弱地盤と

いうことで、新たな消雪やなんかはもう造らせない

とかいうようなことを聞いとるんですけど、それ以

上の何か規制や何かは現在はありますかね、特にあ

りませんか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 特にそれ以上の規制って

いうのは豊岡市のほうではしておりません。市が造

る場合は、地下水での消雪を造らないということで、

そういう方針では進めております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 了解です。 

 そして、樋門操作員、これは国交省のほうから委

託をされとるところがあるんですけど、六方排水機

場とか八条とかここら辺たくさんあると思うんで

すけど、直営の場所は何か所、直営以外は何か所で、

操作員は何人おられるんかちゅうのをちょっと教

えていただけませんか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 排水機場、ポンプ場の直

営っていうのは宮島と下鶴井、その２か所だけです。

あとの豊岡排水機場だとか、六方排水機場、それか

ら八代だとか八条、それはみんな国交省、それから

六方は県のほうからも委託を受けております。 

 人数については、ちょっと今、それぞれ常時、大

きなところでしたら常駐で１人だとか２人だとか、

あと昨日みたいに出水がありましたら、豊岡市の建

設課から現業の職員の方が行って、一緒に操作する

ということになっております。ちょっと人数までは

今ぱっと言えませんけど、そんな状況です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 宮島と下鶴井の直営いうのは

国交省からの払下げいいますんか、譲渡された分で

ありますけど、あと六方排水機場とか八条は、これ

常駐で国交省から委託されておられるんちゃいま
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すかね、どうですかね。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 六方については、常駐で

１人、八条は常駐で２人、あと豊岡排水機場、そこ

の元町の、あそこも常駐で１人がおります。出水に

なれば、職員があと追加で応援に入るというような、

そういう状況です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 国交省からいろいろと委託を

されて、豊岡市から採用してる操作員ちゅうのは何

人おられるんですか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 今言いました豊岡排水機

場１人、六方が１人、それから八条２人っていうの

はみんなこちらの、豊岡市のほうで会計年度任用職

員ということで採用しております。あと、日高にも

八代排水機場がありますし、城崎にも排水機場あっ

たりするんで、ちょっとそちらのほうはそれぞれの

振興局のほうで採用していただいてるというよう

なことになってます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 結構、この出水のときの重労

働なんでね、その辺でいろいろと大変だと思ってお

りますけど、この辺、六方とか、その辺の１人のと

きには、出水のときは応援に行かれるということで

よろしいんですね。かなり負担が生じてるときあり

ますんでね。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 出水のときは必ず建設課

のほうから応援に行って、何人か複数人で操作する

ということになっております。当然、ずっと引き続

きの操作になりますんで、仮眠等も取りながらとい

うようなことになります。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） その辺の対応はよろしくお願

いしたいと思います。もう出水のときは、本当に寝

ずにやっとんなるような感じありますんでね、かな

り重労働がありますんで、その辺は含めてよろしく

お願いしたいと思います。 

 それから、３１９ページの河川の浚渫、全６河川

ておっしゃっとったんですけど、この６河川いうん

か、地区名といいますか、その辺ちょっと教えてい

ただければありがたいと思います。 

 そして、この河川浚渫は地元の負担は１割とか何

かありますかね、その辺確認させてください。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 浚渫工事費のほうですか

ね。（「うん」と呼ぶ者あり）こちらは地元の負担

は全くありません。 

 昨年度は、城崎町の飯谷の西谷川、それから日高

の……（「ちょっと待ってくださいよ、はい、どう

ぞ」と呼ぶ者あり）西谷川、それから豊岡の山本の

大谷川、それから日高町久田谷の久田谷川、それか

ら森尾の森尾川、但東町矢根の蛇バミ川、それから

森尾の上市尾川っていう、この６河川です。 

 先ほど申しましたように地元負担はありません。

これは起債のほうで１００％対応しております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） この地元負担ゼロというのは

非常にありがたいんですけど、これはいろいろと地

区要望が当然あると思うんですけど、どういう基準

でやられますかね、堆積量か何かですかね、断面か

らいって、どうでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 市のほうで発注させてい

ただくのは、ある程度大きな断面の河川で、堆積量

も３割ぐらいとかっていうある程度の目安は持っ

ております。地区のほうの例えば小さな河川で浚渫

したいということであれば、その補助金ということ

で、普通河川浚渫事業費ということで、１立米当た

り５，０００円で１００立米まで、上限５０万円と

いうことで、地区でやっていただいたら、補助する

制度もありますので、そちらも利用していただきな

がらということで進めております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 地元負担、小さい河川は地元

でやってもらって、補助が出るということですけど、

地元でやって補助が出るより、直営で当局のほうで
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やってもらったほうが金もかからないということ

でありますので、ぜひそういう格好でお願いしたい

と思いますけど、地元でこの補助金を利用してされ

た事例ってありますか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 今の補助金については、

去年も５地区されてまして、日高町の太田と但東町

の矢根、それから竹野町の須谷、城崎町の結、それ

から中郷という５地区が一応これを利用されて、そ

れぞれ５０万円ずつということで２５０万円補助

をさせていただいてます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） これは上限５０万円で何分の

１とか何かありませんかいね、これは。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 上限５０万円で、何分の

１とかはないです、もう上限ということで。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） はい、分かりました。 

 これ、そしたら５０万円かかりました言ったら、

地元負担がゼロという解釈でよろしいんですか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） そうですね、５０万円で

いけるんだったら、そういうことになります。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） それを確認して、もう非常に

ありがたいと思いますし、またいろんなところから

話があったときにはそういう情報提供しますんで、

今後もよろしくお願いしたいと思います。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） ちょっと今年度のはもう

既に募集は終わってしまったんですが、毎年、４月

か５月の広報で、この事業が続いておれば、募集は

させていただくようになっております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 了解しました。 

 もう１点だけ、法定外の公共物の占用料と道路占

用料、ちょっとこれをもう少し詳しく教えていただ

ければありがたいです。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 法定外の公共物の占用料

ということで、いわゆる里道であったり水路に占用

するということで、いろんな電線であったり、そう

いうものが多いんですが、件数としては、昨年度で

１４４件の申請があります。それで２４４万９，５

３０円となってます。 

 同じく道路占用料につきましては、昨年度は４０

１件の申請が出てまして、これも電線であったり、

ガス管であったり、そういうものが主なものになり

ます。 

 ざっと説明としては以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） これもう例年そしたら変わら

ないというところですね、どうでしょう。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 特に例年とそんなに金額

的には変わっておりません。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 以上です。ありがとうござい

ます。 

○分科会長（清水  寛） そのほかございませんか。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） すみません、建築住宅にお聞

きします。 

 簡単なことなんですけど、住宅使用料ですね、先

ほどのお試し住宅の分と学生さんのそれぞれの単

価といいますか、単価と、それから入っておられる

人数、それちょっと分かりますでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 今、委員さん言われ

た単価というのは家賃額ということですか。（「月

額家賃」と呼ぶ者あり）考え方はそれぞれ家賃設定

の収入分位一、つまり一番低く計算された金額で提

供した家賃というのがあるんですけど、具体的なそ

の数字というのを今持ち合わせてなくてというと

こでございます。 

 それとあと、今、入居の感じでしたか。 

○委員（石田  清） 学生さん、何人ぐらい入って
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いたかということと、それからお試し住宅に使うと

いうことで入っとられた人数といいますか、ご家族

といいますかね、件数を。 

○分科会長（清水  寛） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） こういった住宅です

ので、常に人は出入りがありますので、ちょっと去

年の実績じゃなく、８月末の時点での一つの参考数

字を言わせていただきましたら、まず、お試し住宅

というのが全部で１８戸持っております。１８戸の

うち実際には６戸の入居に、８月末時点での入居者

というふうに捉えてください、年度中は増えたり減

ったりというか、そのタイミングによってちょっと

一概には言えないんですけども。それと、学生さん、

栄町の住宅に入っていただくんですけども、１６戸

の枠を持っておりまして、８月末での段階では１０

戸の入居という形で、先ほど言いました時点時点で

ちょっと変動がかなりありますけどもというとこ

ろです。 

 先ほどの家賃の単価いうのは、一番低いとこで設

定ということで、物件によって、住宅によっても金

額は変動しますというのもあってということで、ご

容赦いただければと。 

○委員（石田  清） 分かりました。 

○分科会長（清水  寛） ほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 都市整備部の職員については退席いただいて結

構です。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩いたします。 

午後３時５０分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後３時５５分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） それでは、ただいまから

建設経済分科会を再開いたします。 

 それでは、第８３号議案、令和３年度豊岡市一般

会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたし

ます。 

 第８３号議案中、当分科会に審査を分担されまし

たのは、所管事項に係る歳入歳出決算書、実質収支

に関する調書、財産に関する調書等についてであり

ます。 

 説明は、所管に係る歳出、歳入、最後に財産調書

の順でお願いいたします。 

 なお、説明に当たっては、必要に応じて資料のペ

ージ番号をお知らせください。 

 質疑は、全体の説明が終わった後に一括して行い

ます。 

 なお、昨日、台風で何らかの被害がありましたら、

その旨を、ご報告を簡単にいただけたらと思います。 

 それでは、ありますか。 

 河本部長。 

○上下水道部長（河本 行正） 昨日の台風１４号に

関しましては、上下水道部のほうは段階的には、ま

だ出動というところには至りませんでした。本部会

議のほう、私のほうが１３時から出席しまして、一

応その気象庁等の報告を聞きながら、そのことを両

課長、それから課長補佐には連絡をして、一応待機

という状態でした。風が強いということで、特に電

線が破断になったりとかしたら、やっぱり給水のほ

うはすぐに、給水車の派遣とかいろいろ手はずは考

えなければいけないということで、そこのところは、

基本的にはいつもどおりしておったんですが、特に

この風の影響もなく、施設も大丈夫でした。下水の

ほうも樋門の施設を持ってます、鶴岡樋門、コウソ

ナカミチとか、そういった樋門を持ってますので、

そちらのほうもまだ、トリガーになるような水位に

は至っておらず、桃島の排水機場も持っております

けども、そこも通常の自動運転の範疇で、特に危険

な水位になって張りつくというようなこともござ

いませんでした。 

 一応、私どもそれなりに検証ということで昨日見

てましたら、やっぱり朝来の奥田路辺りが、約２４

時間ですけども、２０２ミリというような推移で、

その横のほうの、ちょうど鉢伏高原になるんですか

ね、養父の奈良尾も１９６ミリということで、割と

やはり南側斜面に高い、受けた山のこぼれてきた雨

っていうのが結構多くて、割と早い段階で南のほう
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は、特に八木川の合流点とかは水位が上がってまし

て、警戒をしとったんですけども、その後、豊岡の

ほうはそれから９時間ぐらいピークが後でという

ことで、朝の６時ぐらいがピークということで、全

体的には我々のほうの部隊は出動せずにというこ

とで。今日の朝も一応、施設のほう、下水道のほう

は施設見回ってましたけど、市内の水路もそこまで

水位は上がってるような痕跡はなかったというよ

うなことで安堵はしております。以上です。 

○分科会長（清水  寛） ありがとうございます。 

 それでは、水道課、下水道課の順に説明をお願い

します。 

 水道課、谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 第８３号議案、令和３年

度豊岡市一般会計歳入歳出決算の認定についての

うち、水道課関係についてご説明いたします。 

 歳入歳出決算書の２４８ぺージをご覧ください。

歳出として、２４８ページの一番右側、備考欄の中

段ですが、水道事業会計負担金３億７８万５，１８

２円は、総務省繰り出し基準等に基づく水道事業会

計への負担金で、企業債の元利償還金に対する負担

金や政策的に料金を抑えている、いわゆる特別料金

に係る差額に対する負担金が主なものです。 

 続きまして、３９９ページをご覧ください。同じ

く歳出として、３９９ページの一番右側、備考欄の

一番下、負担金３，２７５万７，７０２円、これは

水道事業が新設、更新、修繕を行った消火栓に対す

る負担金と、消火用水として使用……。 

○分科会長（清水  寛） ちょっと、ちょっとお待

ちください。ちょっとお待ちください。こっちの資

料が違って。 

○水道課長（谷垣 康広） ３９９。（発言する者あ

り）失礼しました。（「３９」と呼ぶ者あり）すみ

ません、３３９です。（発言する者あり）すみませ

ん。申し訳ないです。３３９ページです。 

○分科会長（清水  寛） はい、お願いします。 

○水道課長（谷垣 康広） 失礼しました。 

 同じく歳出として、３３９ページの一番右側、備

考欄の一番下、負担金３，２７５万７，７０２円、

水道事業が新設、修繕、更新を行った消火栓に対す

る負担金と消火用水として使用した水道料金相当

額でございます。３４１ページの一番右側、備考欄

の一番上から３つが、その内訳となっております。 

 歳入及び財産調書につきましては、該当はござい

ません。 

 水道課からは以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、下水道課、榎本

課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 令和３年度豊岡市一般

会計歳入歳出決算の認定について説明をさせてい

ただきます。 

 決算書２５３ページをご覧ください。歳出です。

一番右側、備考欄の上から３枠目の一番下、し尿処

理費１，３３６万４，５２８円は、下水道事業会計

への負担金といたしまして、下水道に接続されてい

ない一般家庭等から出たし尿や浄化槽汚泥を、豊岡

市浄化センターで処理するための経費です。 

 次に、３２７ページをご覧ください。一番右側、

備考欄の上から３枠目、下水道事業会計負担金２５

億１，３７１万９，５０５円につきましては、総務

省繰り出し基準等に基づく下水道事業会計への負

担金といたしまして、雨水処理負担金、分流式下水

道等に要する経費、高資本費対策に要する経費など

が主なものでございます。 

 以上、一般会計決算の下水道事業に関係する部分

の説明とさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） いいですか。質疑を打ち

切りますよ。いいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩します。 

午後４時０５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後４時０５分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） ただいまから建設経済委員
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会を再開します。 

 それでは、第９２号議案、令和３年度豊岡市水道

事業会計決算の認定についてを議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 水道課、谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 第９２号議案、令和３年

度豊岡市水道事業会計決算の認定についてご説明

いたします。 

○委員長（清水  寛） ちょっとお待ちください。

（発言する者あり） 

 はい、どうぞ。 

○水道課長（谷垣 康広） 公営企業会計決算書５ペ

ージ、６ページ……（「公営企業会計」と呼ぶ者あ

り） 

○委員長（清水  寛） ちょっと待ってください。

（発言する者あり）５ページ、６ページ。 

 はい。 

○水道課長（谷垣 康広） ５ページ、６ページで、

令和３年度豊岡市水道事業決算報告書により説明

いたします。 

 収益的収入及び支出でございます。６ページの上

の表の決算額の欄１行目、収入が２３億６９２万３，

１３６円、下の表の決算額の欄１行目、支出が２０

億５，４８７万１，１６５円となります。（「３円」

と呼ぶ者あり）１，１６３円です。 

 ７ページ、８ページをご覧ください。資本的収入

及び支出でございます。８ページの上の表の決算額

の欄の１行目、収入が４億９，７５９万２，１２０

円、下の表の決算額の欄の１行目、支出が１６億３，

３３３万２，８０６円となりました。不足分は、欄

外に記載しておりますとおり、当年度分消費税及び

消費税資本的収入調整額と過年度分損益勘定留保

資金及び当年度分損益勘定留保資金で補填をして

おります。 

 ９ページ、１０ページの損益計算書をご覧くださ

い。１０ページ中段にあります年度純利益は１億９，

２０２万７，９４７円で、前年度繰越利益剰余金と

合わせた当年度未処分利益剰余金は１５億３，１６

０万３，３６１円となりました。 

 １１ページ、１２ページをご覧ください。下段の

剰余金処分計算書につきましては、第６７号議案と

して今議会に提案させていただいております。明日

の委員会で説明させていただく予定としておりま

す。 

 １５ページでございます。豊岡市水道事業報告書

をご覧ください。 

 総括事項といたしまして記載しておりますが、総

配水量は１，２０９万２，０００立方メートル、有

収水量は９７４万５，０００立方メートル、有収率

は８０．６０％となりました。建設改良事業では、

老朽化した設備の更新や配水管等の布設替えを施

工しており、主なものとして、港浄水場の急速ろ過

材等の更新を行いました。なお、岩中浄水場改築事

業等において年度内に支払い義務が生じなかった

４億９，０３０万円を翌年度に繰り越しすることと

なりました。 

 建設改良工事等の内容につきましては、１８ペー

ジから２４ページに記載しておりますので、ご清覧

ください。 

 ３０ページをご覧ください。キャッシュフロー計

算書ですが、業務活動、投資活動及び財務活動によ

るキャッシュフローに区分して表示しております。

それぞれの末尾に増減を記載しています。業務活動

では１０億３，９５６万７，２０５円のプラス、投

資活動では５億４４２万２，０１９円のプラス、財

務活動では５億５１１万２６８円のマイナスとな

ります。令和３年度は３，００３万４，９１８円の

資金増加となりました。 

 ３１ページをご覧ください。収益費用明細書につ

いて、主なものをご説明いたします。 

 水道事業収益は２１億４，７８１万８，７４７円

となりました。このうち営業収益では、水道料金が

１５億２，０８６万５，７１８円、営業外収益では、

一般会計補助金２億３，８６０万５，９６６円、長

期前受金戻入れ２億７，４２１万８，９６１円が主

なものです。 

 ３２ページをご覧ください。水道事業費用は１９

億５，５７９万８００円となりました。営業費用の
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うち、原水及び浄水費は２億４，２７６万３，１５

１円で、人件費、施設運転管理業務などの委託料、

水質検査等の手数料、電気料金、薬品費が主なもの

です。配水及び給水費は１億８，９２９万６，１６

０円で、人件費のほか、３３ページになりますが、

設備保守点検業務などの委託料、施設等の修繕費、

電力料金が主なものです。 

 総係費は１億６，９３９万２，３３２円で、人件

費、通信運搬費、料金等賦課徴収業務などの委託料、

水道料金の口座振替などの手数料が主なものです。 

 ３４ページをご覧ください。表の上段辺り、減価

償却費が１１億２，８０９万３，０６６円、固定資

産の除却に係る資産減耗費が１，７１３万２，２１

３円でございます。営業外費用は、企業債に係る支

払い利息、ダム管理費が主なものです。特別損失は、

過年度料金等の還付が主なものです。 

 ４７ページをご覧ください。資本的収支明細書に

ついてご説明いたします。 

 資本的収入は４億９，７５９万２，１２０円とな

りました。内訳は、企業債４億２２０万円、一般会

計出資金３，０６２万９，２６７円、一般会計負担

金６，０７６万４，５５３円、県補助金３９４万２，

０００円です。資本的支出は１６億３，３３３万２，

８０６円となりました。建設改良費の工事請負費は

６億３，９７８万２，７３１円で、給配水管布設替

え及び施設整備の工事請負費が主なものです。企業

債償還金は、企業債の償還元金で９億３，７３３万

９，５３５円となっております。 

 水道事業会計決算の説明は以上でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと２点ほど教えてくだ

さい。３３ページの、ちょっと戻ってくださいよ、

３３ページ。３３ページの報償費、弁護士費用２０

０万円、これはどういうときに使われた分かちょっ

と教えていただきたいと思います。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 現在訴訟関係がございま

して、その関係で支払いをさせていただいとる費用

になっております。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 内容、ちょっと話せる範囲で

話して、教えていただけませんか。 

 細かいことは、委員長、いいですか。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 細かいことはいいですけど、

２００万円の弁護士費用を今使っとるという格好

で、どういうことでやっとるかって、どこどこ地区

の誰がってそんなことは聞いていませんけど、どう

いう案件でやっとられるかということ、話せる範囲

で教えてくださいと聞いとるんです。 

○委員長（清水  寛） 暫時休憩します。 

午後４時２１分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後４時２２分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） それでは、会議を再開しま

す。 

 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 水道管の漏水に係る損害

賠償を求められているということになります。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 漏水に関する損害賠償という

のは、通常じゃない料金を請求されて、それに異議

があるということですか。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 漏水によって被害を受け

たということの訴訟でございます。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 漏水に対する被害を受けたか

らと、その補償の請求とかそういう感じですね。了

解しました。 

 もう１点だけ確認させてください。ちょっと待っ

てくださいよ。電力料金、これ２，６８９万１，１

２１円、動力費なんですけど、これは今も関電さん

ですか、違うとこにやっとられますか、その辺どう

ですか。 
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○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） すみません、関西電力で

よかったと思っております。ちょっと内訳を承知し

ておりません。（「はっきりと言って」と呼ぶ者あ

り）関西電力でございます。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○委員長（清水  寛） ほかはございませんか。 

 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） すみません、ちょっと直接は

関係ないかもしれないんですけど、先々週ですかね、

出石で結構長い期間、小野地区が断水したっていう

のを聞いたんですけど、原因等は分かっとられます

か。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 本管の漏水によりまして

夕方から深夜帯、１２時頃までだったと思いますけ

ども、３０軒程度断水させていただいて修繕を行っ

ております。 

○委員長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） もう現在は問題ない。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） はい、その時点で修繕を

完了させていただいております。 

○委員（森垣 康平） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（森垣 康平） はい。 

○委員長（清水  寛） ほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、認定すべきものと決

定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） ご異議なしと認めます。よ

って、第９２号議案は、認定すべきものと決定しま

した。 

 次に、第９３号議案、令和３年度豊岡市下水道事

業会計決算の認定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 下水道課、榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 第９３号議案、令和３

年度豊岡市下水道事業会計決算の認定について説

明をさせていただきます。 

 公営企業会計決算書の５３ページ、５４ページを

ご覧ください。先ほどの水道の続きです。収益的収

入及び支出です。決算額として、収入は、上の表の

決算額のところで、一番上の段で、５６億１，０２

３万４，５３５円、支出は、下の表で、決算額の一

番上で、４８億６，８５０万４，８８８円になりま

した。 

 ５５ページ、５６ページをご覧ください。資本的

収入及び支出です。決算額で、収入が３５億９，７

６１万６，９７９円に対し、支出が５９億９，９２

１万１，６５６円となり、不足分につきましては、

表の下の欄外に記載しておりますとおり、減債積立

金、建設改良積立金等で補填をしております。 

 続きまして、５７ページ、５８ページをご覧くだ

さい。その５８ページの中段になりますが、当年度

純利益は６億３，８０３万９，４１７円で、その他

未処分利益剰余金変動額と合わせた当年度未処分

利益剰余金は１１億４７９万６７０円となりまし

た。 

 次のページ、５９ページ、６０ページをご覧くだ

さい。下段の剰余金処分計算書（案）につきまして

は、第６８号議案といたしまして今議会に提案させ

ていただいておりますが、明日の委員会で説明のほ

うさせていただきます。 

 続いて、６３ページ、令和３年度豊岡市下水道事

業報告書になります。 

 総括事項として記載させていただいております

が、令和３年度の総処理水量は１，０２１万５，０

００立方メートル、うち有収水量は８６０万９，０

００立方メートルで、有収率は８４．２８％となり



 62

ました。処理区域内人口は７万７，７８６人となり、

下水道事業全体の普及率は９９．２８％となりまし

た。また、実際にどれだけの水洗化を行っているか

を表す水洗化率につきましては、昨年から０．１ポ

イント増の９４．８％となりました。建設改良事業

につきましては、汚水施設整備事業として、施設の

効率化を図るため、統廃合事業と長寿命化事業を進

めてまいりました。また、雨水施設整備事業につき

ましては、内水による浸水被害の軽減に向けて、福

田雨水幹線及び山田川雨水幹線の整備を進めまし

た。なお、建設改良事業のうち、１１億８，０５３

万５，０００円につきましては翌年度に繰越しをし

ております。 

 工事等の内容につきましては、６６ページから７

６ページに記載しておりますので、ご清覧お願いし

ます。 

 次に、８０ページご覧ください。８０ページ、キ

ャッシュフロー計算書です。 

 １の業務活動は２４億５，０７２万５，８９０円

の増、２の投資活動は１３億６，３８３万２，６９

７円の減、３の財務活動も１１億９，９７４万１，

５２８円の減となり、令和３年度末の資金期末残高

は、一番下の２５億６，１０６万７，６５０円とな

りました。 

 続いて、次のページ、８１ページです。収益費用

明細書について、主なものを説明させていただきま

す。 

 下水道事業収益は５４億５，５１０万６，７２０

円となり、営業収益では、下水道使用料１５億３，

０４０万８，１１５円、雨水処理及びし尿処理に係

る他会計負担金１億４，１１０万９，５７５円、営

業外収益では、汚水処理に係る一般会計補助金２３

億７，２５６万１，５０５円、長期前受金戻入れ１

３億９，９３７万８，４０８円などが主なものです。 

 次のページをご覧ください。下水道事業費用は４

８億１，７０６万７，３０３円となり、営業費用の

管渠費は１億４，９０２万９，９９６円で、人件費、

施設維持管理業務等の委託料、施設等の修繕費、電

力料などが主なものです。処理場費は１，３７３万

２，４２５円で、人件費、施設維持管理業務等の委

託料、電力料などが主なものです。 

 次のページをご覧ください。処理場費は６億７，

２３４万５，９６９円で、人件費、処理場運転管理

や汚泥処理業務の委託料、機械設備の修繕料、電力

料、薬品費などが主なものです。総係費は１億１，

７４４万９，５９０円で、人件費のほか、使用料徴

収事務負担金などが主なものです。 

 次のページをご覧ください。構築物や機械などの

減価償却費につきましては３１億７，０１１万１，

８４８円、統廃合事業による固定資産の除却に係る

資産減耗費は６，０４１万９，７５４円になりまし

た。営業外費用は６億２，８９６万３，１８４円で、

企業債に係る利子が主なものです。特別損失の５０

１万４，５３７円につきましては、漏水に伴う使用

料の還付金が主なものです。 

 次に、１１１ページをご覧ください。資本的収支

明細書です。 

 資本的収入は３５億９，７６１万６，９７９円と

なりました。主なものといたしましては、企業債が

２４億４，１２０万円、国庫補助金１１億３，８２

５万１，５３９円、一般会計繰入金１，２１９万８，

０００円などです。資本的支出は５９億９，９２１

万１，６５６円となりました。建設改良費の管渠施

設事業費は１０億７，００３万８，３０９円で、人

件費、統廃合実施設計業務などの委託料及び統廃合

関連工事などが主なものです。処理場施設事業費は

１２億７，４２３万１，８１９円で、人件費及び処

理場長寿命化対策工事が主なものとなっておりま

す。また、企業債償還金は３６億５，４９４万１，

５２８円となっています。 

 以上、下水道事業会計決算の説明とさせていただ

きます。よろしくお願いします。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ８１ページ、ちょっと。８１

ページの加入金のとこです、９１２万円、新規加入

金のとこですけど、これの内訳をちょっと教えてい
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ただきたいんです。個人が幾ら、法人だったら幾ら

とかそういうのがあると思うんですけど、その金額

の提示をお願いします。 

○委員長（清水  寛） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） ちょっと本日資料持っ

てきてませんので、後ほどまた委員のほうにお渡し

するということでよろしいでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 資料提供のほうで、委員長か

ら。 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、資料提供

のほうをよろしくお願いいたします。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ８２ページです。通信運搬費

１，３６９万８，８３３円、これ電話料金ってなっ

とんですけど、通常こんな多い料金だったでしょう

か、例年。いかがでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） これ下水道の管渠費の

部分の通信運搬費でして、例えばマンホールポンプ

につきましてもこの通信運搬費、通信会社と契約い

たしまして、それがポンプだけで五百数十か所あり

ます。その箇所ごとに積み上げて、毎月支払いがあ

りますので、これぐらいな額になるということでご

ざいます。 

○委員長（清水  寛） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） それと、何のためかと

いうことなんですけども、遠隔で通報が届くように、

例えばマンホールポンプが故障してて、水位が上が

ったりなんかすると、その担当職員等に連絡が行く

ように、そういうふうなシステムとなっております。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 理解をさせていただきました。

ちょっとその辺分からなかったもので聞かせてい

ただきました。 

 箇所数はどれぐらいでしたでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） ちょっとはっきりとは

覚えてないんですけども、約６００弱、マンホール

ポンプについてはあります。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 了解しました。以上です。 

○委員長（清水  寛） そのほかございませんか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、認定すべきものと決

定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 異議なしと認めます。よっ

て、第９３号議案は、認定すべきものと決定しまし

た。 

 以上で付託議案の審査は終了しました。 

 議場での報告案件も含め、何か質疑等ございませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） まだ水道の関係で。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 水道の関係、決算、別に特に

問題ないですけど、あしたですか、剰余金の処分に

ついて、６７号議案、６８号議案あるし、結構お金

がたくさんある、そんなことはないですか、剰余金

の処分についての議案が出ている、まあいいです。。 

○委員長（清水  寛） よろしいですか。何かあり

ますか。いいですか。よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、当局の皆さんは

ご退席いただいて結構です。またあしたもよろしく

お願いします。 

 建設経済委員会を暫時休憩いたします。 

午後４時３５分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後４時４０分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） 建設経済分科会を再開し

ます。 

 それでは、本日説明、質疑を行いました第８３号

議案、令和３年度豊岡市一般会計歳入歳出決算の認
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定について、討論に入ります。 

 第８３号議案について、討論はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 先ほど質疑の中でも少し言い

ましたけど、８３号議案、決算の認定に関して、但

馬空港の利用促進費について、この約３０年にわた

って高い補助率が続いてるんで、見直す、なしにせ

えっていうことではないですけども、補助率を見直

したほうがええんじゃないですかと、見直してくだ

さいということを言うてます。今回もお客さんが戻

って、去年は少なかったんですけど、今年はまた５，

０００万円補助が、決算で出てます。ずっと５０％

近い補助率だということで、さっきの久田課長の話

でもありましたけど、今は１万５，０００円もかか

らない、８，０００円、八千何百円だと、そこを５

０％補助しないといけないんかなというふうにも

う率直に思いましたし、そういう意味で、そういう

ことです。以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほかございませんか。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） 第８３号議案、令和３年度一

般会計歳入歳出の認定について、賛成の立場で討論

させていただきます。 

 先ほど言及がありました但馬空港利用促進の補

助金の件ですが、豊岡市が将来にわたり魅力あふれ

る地域であるためには、交流人口の拡大による地域

活性化が不可欠ですが、但馬空港はその基盤インフ

ラであり、空の玄関口です。また、公共交通機関と

しても価値を高めております。県と但馬地域の自治

体は連携しながら利用促進を図っておりますが、空

港需要の拡大を支える但馬空港利用促進の補助金

は必要であり、空港利用に大きく貢献しているとし

て、従来どおり継続し、執行されたものであります。 

 よって、但馬空港利用促進の補助金は適切な予算

執行であり、本議案は、認定すべきものであります。

以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほかございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、賛成、反対の

意見がありますので、挙手により採決いたします。 

 本案は、原案のとおり認定すべきことに賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（清水  寛） 分かりました。賛成多数

により、第８３号議案は、原案のとおり認定すべき

ものと決定しました。 

 次に、委員会要望のまとめに入ります。 

 第８３号議案、令和３年度豊岡市一般会計歳入歳

出決算の認定について、分科会審査に係る意見・要

望について、ご発言があればお願いいたします。 

 暫時休憩します。 

午後４時４２分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後４時４４分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） そしたら、会議を再開し

ます。 

 そうしましたら、ふるさと納税についても非常に

伸びているんですけど、引き続きこの取組を伸ばし

てもらいたいという思いも込めて、案文については、

正副にお任せいただきたいと思いますけど、よろし

いでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、そのように取

り扱います。 

 ほか何かございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） ないですか。 

 そうしましたら、次に、分科会長報告についてで

ありますが、先ほどの意見・要望を集約して、案文

は、正副分科会長で一任いただくということでよろ

しいですね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、以上をもちま

して、建設経済分科会を閉会いたします。 

午後４時４８分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後４時４８分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） ただいまから建設経済委員
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会を再開いたします。 

 これより委員会審査意見・要望のまとめに入りま

す。 

 第９２号議案、令和３年度豊岡市水道事業会計決

算の認定について、第９３号議案、令和３年度豊岡

市下水道事業会計決算の認定について、委員会審査

に係る意見・要望について、ご発言があればお願い

します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 特にないようですので、そ

したら、次の委員会についてです。 

 明日２１日午前９時３０分からここ、第３委員会

室で行います。審査日程表に従いまして、第６７号

議案から順に説明、質疑、討論、表決を行います。 

 その他、委員の皆さんから何か特に発言はないで

しょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） ないようでしたら、以上を

もちまして、建設経済委員会を閉会いたします。ご

苦労さまでした。 

午後４時５０分 委員会閉会 

──────────────────── 


